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本号で公布された条例のあらまし 

 
◇栃木県教育委員会の職務権限の特例に関する条例の制定（栃木県条例第37号） 

１ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「法」という。）第23条第１項の規定に基づき、次に掲  

げる教育に関する事務は、知事が管理し、及び執行することとしました。 

⑴ 栃木県立美術館及び栃木県立博物館（以下「美術館等」という。）の設置、管理及び廃止に関すること  

（法第21条第７号から第９号まで及び第12号に掲げる事務のうち、美術館等のみに係るものを含む。）。 

  ⑵ スポーツに関すること（学校における体育に関することを除く。）。 

  ⑶ 文化に関すること（次号に掲げるものを除く。）。 

  ⑷ 文化財の保護に関すること。 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和５（2023）年４月１日から施行することとしました。 

  ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

 ⑶ 関係条例について所要の規定の整備をすることとしました。 

◇栃木県立みかも自然の家設置及び管理条例の制定（栃木県条例第38号） 

１ 設置（第１条関係） 

  三毳山の豊かな自然と触れ合う機会の拡大を図るとともに、県民の多様な団体活動を支援することによ  

り、生涯学習の振興に資するため、栃木県立みかも自然の家（以下「みかも自然の家」という。）を栃木市  

に設置することとしました。 

２ 利用の許可（第４条関係） 

  みかも自然の家のうち、一定の施設（以下「許可対象施設」という。）を利用しようとする者は、あらか  

じめ教育委員会の許可を受けなければならないこととしました。 

３ 指定管理者による管理（第11条関係） 

  教育委員会は、みかも自然の家の管理を法人その他の団体であって教育委員会が指定するもの（以下「指  

定管理者」という。）に行わせることができることとしました。 

４ 利用料金（第13条関係） 

  許可対象施設の利用の許可を受けた者は、当該利用に係る料金を指定管理者に支払わなければならないこ  

ととしました。 

５ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和５（2023）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ みかも自然の家は、令和６（2024）年４月１日から利用に供することとしました。 

 ⑶ 栃木県都市公園条例について、所要の規定の整備をすることとしました。 

◇栃木県部設置条例等の一部改正（栃木県条例第39号） 

１ 危機管理等に関する事務を行う組織として危機管理防災局を新たに設置するとともに、県民生活部を生活 

文化スポーツ部に再編整備すること等のため、次の条例について所要の規定の整備をすることとしました。 

⑴ 栃木県部設置条例（題名、第１条、第２条並びに附則第21項及び第22項関係） 

⑵ 栃木県災害対策本部条例（第３条～第６条関係） 

⑶ 栃木県国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部条例（第３条～第７条関係） 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和５（2023）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 関係条例について所要の規定の整備をすることとしました。 

◇栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部改正（栃木県条例第40号） 

１ 栃木県権限移譲基本方針に基づき、知事の権限に属する事務の一部を新たに市町村が処理することとしま 

した。 

２ 所要の規定の整備をすることとしました。（以上別表第１関係） 

３ 施行期日等 

⑴ この条例は、令和５（2023）年４月１日から施行することとしました。 

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県手数料条例の一部改正（栃木県条例第41号） 
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本号で公布された条例のあらまし 

 
◇栃木県教育委員会の職務権限の特例に関する条例の制定（栃木県条例第37号） 

１ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「法」という。）第23条第１項の規定に基づき、次に掲  

げる教育に関する事務は、知事が管理し、及び執行することとしました。 

⑴ 栃木県立美術館及び栃木県立博物館（以下「美術館等」という。）の設置、管理及び廃止に関すること  

（法第21条第７号から第９号まで及び第12号に掲げる事務のうち、美術館等のみに係るものを含む。）。 

  ⑵ スポーツに関すること（学校における体育に関することを除く。）。 

  ⑶ 文化に関すること（次号に掲げるものを除く。）。 

  ⑷ 文化財の保護に関すること。 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和５（2023）年４月１日から施行することとしました。 

  ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

 ⑶ 関係条例について所要の規定の整備をすることとしました。 

◇栃木県立みかも自然の家設置及び管理条例の制定（栃木県条例第38号） 

１ 設置（第１条関係） 

  三毳山の豊かな自然と触れ合う機会の拡大を図るとともに、県民の多様な団体活動を支援することによ  

り、生涯学習の振興に資するため、栃木県立みかも自然の家（以下「みかも自然の家」という。）を栃木市  

に設置することとしました。 

２ 利用の許可（第４条関係） 

  みかも自然の家のうち、一定の施設（以下「許可対象施設」という。）を利用しようとする者は、あらか  

じめ教育委員会の許可を受けなければならないこととしました。 

３ 指定管理者による管理（第11条関係） 

  教育委員会は、みかも自然の家の管理を法人その他の団体であって教育委員会が指定するもの（以下「指  

定管理者」という。）に行わせることができることとしました。 

４ 利用料金（第13条関係） 

  許可対象施設の利用の許可を受けた者は、当該利用に係る料金を指定管理者に支払わなければならないこ  

ととしました。 

５ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和５（2023）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ みかも自然の家は、令和６（2024）年４月１日から利用に供することとしました。 

 ⑶ 栃木県都市公園条例について、所要の規定の整備をすることとしました。 

◇栃木県部設置条例等の一部改正（栃木県条例第39号） 

１ 危機管理等に関する事務を行う組織として危機管理防災局を新たに設置するとともに、県民生活部を生活 

文化スポーツ部に再編整備すること等のため、次の条例について所要の規定の整備をすることとしました。 

⑴ 栃木県部設置条例（題名、第１条、第２条並びに附則第21項及び第22項関係） 

⑵ 栃木県災害対策本部条例（第３条～第６条関係） 

⑶ 栃木県国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部条例（第３条～第７条関係） 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和５（2023）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 関係条例について所要の規定の整備をすることとしました。 

◇栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部改正（栃木県条例第40号） 

１ 栃木県権限移譲基本方針に基づき、知事の権限に属する事務の一部を新たに市町村が処理することとしま 

した。 

２ 所要の規定の整備をすることとしました。（以上別表第１関係） 

３ 施行期日等 

⑴ この条例は、令和５（2023）年４月１日から施行することとしました。 

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県手数料条例の一部改正（栃木県条例第41号） 
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１ 都市の低炭素化の促進に関する法律施行規則等の一部改正に伴い、所要の規定の整備をすることとしまし 

 た。（別表第１関係） 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇栃木県個人情報保護条例の廃止等（栃木県条例第42号） 

 個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、次のとおり改廃をすることとしました。 

１ 栃木県個人情報保護条例関係 

  栃木県個人情報保護条例は、廃止することとしました。 

２ 栃木県手数料条例関係 

 ⑴ 対象文書等の写し若しくは対象電磁的記録に記録された事項を記載した書面又は対象電磁的記録を光 

ディスクに複写したものの交付手数料を新設することとしました。 

 ⑵ 行政機関等匿名加工情報の利用に関する契約の締結手数料を新設することとしました。（以上第３条及 

  び別表第１関係） 

３ 栃木県公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例及び栃木県行政不服審査会条例関係 

  所要の規定の整備をすることとしました。 

４ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和５（2023）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 
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第
1
2
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
美
術
館
等
の
み
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
。

 

 
 

(
2
)
 
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
（
学
校
に
お
け
る
体
育
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
。

 

 
 

(
3
)
 
文
化
に
関
す
る
こ
と
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

 

 
 

(
4
)
 
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

 

 
 

 
 
附

 
則

 

 
 
（
施
行
期
日
）

 

 
１

 
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
 
（
経
過
措
置
）

 

 
２

 
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
本
則
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
法
令
、
条
例
又
は
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下
「
法
令
等
」

と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
栃
木
県
教
育
委
員
会
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
施
行
日
前
に
法
令
等
の
規
定

に
よ
り
栃
木
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
、
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の

は
、
当
該
法
令
等
の
規
定
に
相
当
す
る
法
令
、
条
例
又
は
規
則
の
規
定
に
よ
り
知
事
の
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み

な
す
。

 

 
 
（
栃
木
県
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
３

 
栃
木
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和

3
8
年
栃
木
県
条
例
第

2
0
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改
 

 
 
正

 
 

 
前

 

（
財
産
権
の
尊
重
及
び
他
の
公
益
と
の
調
整
）

 

第
３
条

 
知
事

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
は
、
こ
の
条
例

の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
者
の
所
有
権
そ
の
他
の
財
産
権
を
尊
重
す
る
と
と
も

（
財
産
権
の
尊
重
及
び
他
の
公
益
と
の
調
整
）

 

第
３
条

 
栃
木
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
条
例

の
執
行
に
当
っ
て

 
は
、
関
係
者
の
所
有
権
そ
の
他
の
財
産
権
を
尊
重
す
る
と
と
も

に
、
文
化
財
の
保
護
と
他
の
公
益
と
の
調
整
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
指
定
）

 

第
４
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
内
に
存
す
る
有
形
文
化
財
（
法
第

2
7
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
県
に

と
っ
て
重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
有
形
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
有
形
文
化
財
」

と
い
う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
は
、
知
事

 
 

 
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し

よ
う
と
す
る
有
形
文
化
財
の
所
有
者
及
び
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
（
以
下
「
占
有

者
」
と
い
う
。
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
有
者
又
は
占
有

者
が
判
明
し
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
は
、
知
事

 
 

 
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
別

に
定
め
る
栃
木
県
文
化
財
保
護
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
に
諮
問
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

４
・
５

 
略

 

６
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
、
当
該
県
指
定
有

形
文
化
財
の
所
有
者
又
は
所
有
者
の
代
表
に
指
定
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

 

（
解
除
）

 

第
５
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
が
県
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
場
合

そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
、
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

４
 
前
項
の
場
合
に
は
、
知
事

 
 

 
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
す
る
と
と
も

に
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
及
び
占
有
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

５
 
第
２
項
で
準
用
す
る
前
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
有
形
文
化
財
の
指
定
の

解
除
の
通
知
を
受
け
た
と
き
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
所

有
者
は
、
速
や
か
に

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
指
定
書
を
知
事

 
 

 
に
返
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
所
有
者
又
は
占
有
者
の
管
理
義
務
及
び
管
理
責
任
者
）

 

第
６
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
こ
の
条
例
並
び
に
こ
れ
に

基
づ
く
規
則

 
 

 
 

 
及
び
知
事

 
 

 
の
指
示
に
従
い
、
県
指
定
有
形
文
化
財

に
、
文
化
財
の
保
護
と
他
の
公
益
と
の
調
整
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
指
定
）

 

第
４
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
内
に
存
す
る
有
形
文
化
財
（
法
第

2
7
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
県
に

と
っ
て
重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
有
形
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
有
形
文
化
財
」

と
い
う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し

よ
う
と
す
る
有
形
文
化
財
の
所
有
者
及
び
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
（
以
下
「
占
有

者
」
と
い
う
。
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
有
者
又
は
占
有

者
が
判
明
し
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
別

に
定
め
る
栃
木
県
文
化
財
保
護
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
に
諮
問
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

４
・
５

 
略

 

６
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
、
当
該
県
指
定
有

形
文
化
財
の
所
有
者
又
は
所
有
者
の
代
表
に
指
定
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

 

（
解
除
）

 

第
５
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
が
県
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
場
合

そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

４
 
前
項
の
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
す
る
と
と
も

に
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
及
び
占
有
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

５
 
第
２
項
で
準
用
す
る
前
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
有
形
文
化
財
の
指
定
の

解
除
の
通
知
を
う
け
た
と
き
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
う
け
た
と
き
は
、
所

有
者
は
、
す
み
や
か
に
県
指
定
有
形
文
化
財
の
指
定
書
を
教
育
委
員
会
に
返
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
所
有
者
又
は
占
有
者
の
管
理
義
務
及
び
管
理
責
任
者
）

 

第
６
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
こ
の
条
例
並
び
に
こ
れ
に

基
づ
く
教
育
委
員
会
規
則
及
び
教
育
委
員
会
の
指
示
に
従
い
、
県
指
定
有
形
文
化
財

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
略

 

３
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
責
任
者
を
選
任
し
た
と
き
は
、
所
有
者
は
、
速
や
か
に

あ
そ
の
旨
を
知
事

 
 

 
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
理
責
任
者
を
解
任
し

た
場
合
も
同
様
と
す
る
。

 

４
 
略

 

 

（
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
の
変
更
）

 

第
７
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
が
変
更
し
た
と
き
は
、
新
所
有
者
は
旧
所
有

者
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
指
定
書
を
添
え
て
速
や
か
に
知
事

 
 

 
 
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
は
、
そ
の
氏
名
若
し
く
は
名
称

又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
あ
そ
の
旨
を
知
事

 
 

 
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
住
所
の
変
更
が
所
有
者

に
係
る
と
き
は
、
指
定
書
を
添
え
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
滅
失
及
び
毀
損
）

 

第
８
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
若
し
く
は
毀
損
し
、
又

は
こ
れ
を
亡
失
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
た
と
き
は
、
所
有
者
（
管
理
責
任
者
が

あ
る
場
合
は
そ
の
者
）
は
、
速
や
か
に
あ
そ
の
旨
を
知
事

 
 

 
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
所
在
の
変
更
）

 

第
９
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
所
有

者
（
管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
そ
の
者
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
知
事
あ
あ

あ
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
で

 
 

 
 

 
定
め
る
場
合
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

（
管
理
又
は
修
理
の
補
助
）

 

第
1
1
条

 
略

 

２
 
前
項
の
補
助
金
を
交
付
す
る
場
合
に
は
、
知
事

 
 

 
は
、
そ
の
補
助
の
条
件
と

し
て
管
理
又
は
修
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
指
揮
監
督
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

 

を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
略

 

３
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
責
任
者
を
選
任
し
た
と
き
は
、
所
有
者
は
、
す
み
や
か

に
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
理
責
任
者
を
解
任
し

た
場
合
も
同
様
と
す
る
。

 

４
 
略

 

 

（
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
の
変
更
）

 

第
７
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
が
変
更
し
た
と
き
は
、
新
所
有
者
は
旧
所
有

者
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
指
定
書
を
添
え
て
す
み
や
か
に
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
は
、
そ
の
氏
名
若
し
く
は
名
称

又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
住
所
の
変
更
が
所
有
者

に
係
る
と
き
は
、
指
定
書
を
添
え
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
滅
失
及
び
き
損
）

 

第
８
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
若
し
く
は
き
損
し
、
又

は
こ
れ
を
亡
失
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
た
と
き
は
、
所
有
者
（
管
理
責
任
者
が

あ
る
場
合
は
そ
の
者
）
は
、
す
み
や
か
に
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
所
在
の
変
更
）

 

第
９
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
所
有

者
（
管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
そ
の
者
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
教
育
委
員

会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
規
則
の
定
め
る
場
合
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

（
管
理
又
は
修
理
の
補
助
）

 

第
1
1
条

 
略

 

２
 
前
項
の
補
助
金
を
交
付
す
る
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
補
助
の
条
件
と

し
て
管
理
又
は
修
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
指
揮
監
督
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
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0
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を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
略

 

３
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
責
任
者
を
選
任
し
た
と
き
は
、
所
有
者
は
、
速
や
か
に

あ
そ
の
旨
を
知
事

 
 

 
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
理
責
任
者
を
解
任
し

た
場
合
も
同
様
と
す
る
。

 

４
 
略

 

 

（
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
の
変
更
）

 

第
７
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
が
変
更
し
た
と
き
は
、
新
所
有
者
は
旧
所
有

者
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
指
定
書
を
添
え
て
速
や
か
に
知
事

 
 

 
 
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
は
、
そ
の
氏
名
若
し
く
は
名
称

又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
あ
そ
の
旨
を
知
事

 
 

 
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
住
所
の
変
更
が
所
有
者

に
係
る
と
き
は
、
指
定
書
を
添
え
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
滅
失
及
び
毀
損
）

 

第
８
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
若
し
く
は
毀
損
し
、
又

は
こ
れ
を
亡
失
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
た
と
き
は
、
所
有
者
（
管
理
責
任
者
が

あ
る
場
合
は
そ
の
者
）
は
、
速
や
か
に
あ
そ
の
旨
を
知
事

 
 

 
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
所
在
の
変
更
）

 

第
９
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
所
有

者
（
管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
そ
の
者
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
知
事
あ
あ

あ
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
で

 
 

 
 

 
定
め
る
場
合
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

（
管
理
又
は
修
理
の
補
助
）

 

第
1
1
条

 
略

 

２
 
前
項
の
補
助
金
を
交
付
す
る
場
合
に
は
、
知
事

 
 

 
は
、
そ
の
補
助
の
条
件
と

し
て
管
理
又
は
修
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
指
揮
監
督
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

 

を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
略

 

３
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
責
任
者
を
選
任
し
た
と
き
は
、
所
有
者
は
、
す
み
や
か

に
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
理
責
任
者
を
解
任
し

た
場
合
も
同
様
と
す
る
。

 

４
 
略

 

 

（
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
の
変
更
）

 

第
７
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
が
変
更
し
た
と
き
は
、
新
所
有
者
は
旧
所
有

者
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
指
定
書
を
添
え
て
す
み
や
か
に
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
は
、
そ
の
氏
名
若
し
く
は
名
称

又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
住
所
の
変
更
が
所
有
者

に
係
る
と
き
は
、
指
定
書
を
添
え
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
滅
失
及
び
き
損
）

 

第
８
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
若
し
く
は
き
損
し
、
又

は
こ
れ
を
亡
失
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
た
と
き
は
、
所
有
者
（
管
理
責
任
者
が

あ
る
場
合
は
そ
の
者
）
は
、
す
み
や
か
に
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
所
在
の
変
更
）

 

第
９
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
所
有

者
（
管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
そ
の
者
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
教
育
委
員

会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
規
則
の
定
め
る
場
合
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

（
管
理
又
は
修
理
の
補
助
）

 

第
1
1
条

 
略

 

２
 
前
項
の
補
助
金
を
交
付
す
る
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
補
助
の
条
件
と

し
て
管
理
又
は
修
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
指
揮
監
督
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

 

 

（
補
助
金
の
返
還
等
）

 

第
1
1
条
の
２

 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
所
有
者
が
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
県
は
、
当
該
補
助
金
の
全
部
若

し
く
は
一
部
を
交
付
せ
ず
、
又
は
当
該
所
有
者
に
対
し
既
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の

全
部
若
し
く
は
一
部
の
返
還
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
1
)
 
管
理
又
は
修
理
に
関
し
条
例
又
は
規
則

 
 

 
 
 
に
違
反
し
た
と
き
。

 

(
2
)
・

(
3
)
 
略

 

 

（
管
理
又
は
修
理
に
関
す
る
勧
告
）

 

第
1
2
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化

財
が
滅
失
し
、
毀
損
し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

知
事

 
 

 
は
、
所
有
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
管
理
方
法
の
改
善
、
保
存
施
設
の

設
置
そ
の
他
管
理
に
関
し
必
要
な
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
が
毀
損
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
、
所
有
者
に
対
し
、
そ
の
修
理
に
つ
い

て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
現
状
変
更
等
の
制
限
）

 

第
1
3
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
に
関
し
、
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保
存
に
影

響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
状
の
変
更
に
つ
い
て
は
維
持
の
措
置
又
は
非
常
災
害
の

た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
を
執
る
場
合
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
つ
い
て
は

影
響
の
軽
微
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

２
 
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
規
則

 
 
 

 
 
で
定
め

る
。

 

３
 
知
事

 
 

 
は
第
１
項
の
許
可
を
与
え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
許
可
の
条
件
と

し
て
現
状
の
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

４
 
第
１
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
前
項
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

知
事

 
 

 
は
、
許
可
に
係
る
現
状
の
変
更
若
し
く
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為

の
停
止
を
命
じ
、
又
は
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
修
理
の
届
出
）

 

第
1
4
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
を
修
理
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
所
有
者
は
、
あ
ら
か

（
補
助
金
の
返
還
等
）

 

第
1
1
条
の
２

 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
所
有
者
が
次
の

各
号
の
一
に

 
 

 
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
県
は
、
当
該
補
助
金
の
全
部
若

し
く
は
一
部
を
交
付
せ
ず
、
又
は
当
該
所
有
者
に
対
し
既
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の

全
部
若
し
く
は
一
部
の
返
還
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
1
)
 
管
理
又
は
修
理
に
関
し
条
例
又
は
教
育
委
員
会
規
則
に
違
反
し
た
と
き
。

 

(
2
)
・

(
3
)
 
略

 

 

（
管
理
又
は
修
理
に
関
す
る
勧
告
）

 

第
1
2
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化

財
が
滅
失
し
、
き
損
し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

教
育
委
員
会
は
、
所
有
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
管
理
方
法
の
改
善
、
保
存
施
設
の

設
置
そ
の
他
管
理
に
関
し
必
要
な
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
が
き
損
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
、
所
有
者
に
対
し
、
そ
の
修
理
に
つ
い

て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
現
状
変
更
等
の
制
限
）

 

第
1
3
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
に
関
し
、
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保
存
に
影

響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
状
の
変
更
に
つ
い
て
は
維
持
の
措
置
又
は
非
常
災
害
の

た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
を
執
る
場
合
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
つ
い
て
は

影
響
の
軽
微
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

２
 
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め

る
。

 

３
 
教
育
委
員
会
は
第
１
項
の
許
可
を
与
え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
許
可
の
条
件
と

し
て
現
状
の
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

４
 
第
１
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
前
項
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

教
育
委
員
会
は
、
許
可
に
係
る
現
状
の
変
更
若
し
く
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為

の
停
止
を
命
じ
、
又
は
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
修
理
の
届
出
）

 

第
1
4
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
を
修
理
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
所
有
者
は
、
あ
ら
か

 

 



（6） 号外第65号令和４（2022）年12月22日　木曜日 栃 木 県 公 報

（
補
助
金
の
返
還
等
）

 

第
1
1
条
の
２

 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
所
有
者
が
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
県
は
、
当
該
補
助
金
の
全
部
若

し
く
は
一
部
を
交
付
せ
ず
、
又
は
当
該
所
有
者
に
対
し
既
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の

全
部
若
し
く
は
一
部
の
返
還
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
1
)
 
管
理
又
は
修
理
に
関
し
条
例
又
は
規
則

 
 

 
 
 
に
違
反
し
た
と
き
。

 

(
2
)
・

(
3
)
 
略

 

 

（
管
理
又
は
修
理
に
関
す
る
勧
告
）

 

第
1
2
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化

財
が
滅
失
し
、
毀
損
し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

知
事

 
 

 
は
、
所
有
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
管
理
方
法
の
改
善
、
保
存
施
設
の

設
置
そ
の
他
管
理
に
関
し
必
要
な
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
が
毀
損
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
、
所
有
者
に
対
し
、
そ
の
修
理
に
つ
い

て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
現
状
変
更
等
の
制
限
）

 

第
1
3
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
に
関
し
、
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保
存
に
影

響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
状
の
変
更
に
つ
い
て
は
維
持
の
措
置
又
は
非
常
災
害
の

た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
を
執
る
場
合
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
つ
い
て
は

影
響
の
軽
微
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

２
 
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
規
則

 
 
 

 
 
で
定
め

る
。

 

３
 
知
事

 
 

 
は
第
１
項
の
許
可
を
与
え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
許
可
の
条
件
と

し
て
現
状
の
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

４
 
第
１
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
前
項
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

知
事

 
 

 
は
、
許
可
に
係
る
現
状
の
変
更
若
し
く
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為

の
停
止
を
命
じ
、
又
は
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
修
理
の
届
出
）

 

第
1
4
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
を
修
理
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
所
有
者
は
、
あ
ら
か

（
補
助
金
の
返
還
等
）

 

第
1
1
条
の
２

 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
所
有
者
が
次
の

各
号
の
一
に

 
 

 
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
県
は
、
当
該
補
助
金
の
全
部
若

し
く
は
一
部
を
交
付
せ
ず
、
又
は
当
該
所
有
者
に
対
し
既
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の

全
部
若
し
く
は
一
部
の
返
還
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
1
)
 
管
理
又
は
修
理
に
関
し
条
例
又
は
教
育
委
員
会
規
則
に
違
反
し
た
と
き
。

 

(
2
)
・

(
3
)
 
略

 

 

（
管
理
又
は
修
理
に
関
す
る
勧
告
）

 

第
1
2
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化

財
が
滅
失
し
、
き
損
し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

教
育
委
員
会
は
、
所
有
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
管
理
方
法
の
改
善
、
保
存
施
設
の

設
置
そ
の
他
管
理
に
関
し
必
要
な
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
が
き
損
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
、
所
有
者
に
対
し
、
そ
の
修
理
に
つ
い

て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
現
状
変
更
等
の
制
限
）

 

第
1
3
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
に
関
し
、
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保
存
に
影

響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
状
の
変
更
に
つ
い
て
は
維
持
の
措
置
又
は
非
常
災
害
の

た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
を
執
る
場
合
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
つ
い
て
は

影
響
の
軽
微
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

２
 
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め

る
。

 

３
 
教
育
委
員
会
は
第
１
項
の
許
可
を
与
え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
許
可
の
条
件
と

し
て
現
状
の
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

４
 
第
１
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
前
項
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

教
育
委
員
会
は
、
許
可
に
係
る
現
状
の
変
更
若
し
く
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為

の
停
止
を
命
じ
、
又
は
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
修
理
の
届
出
）

 

第
1
4
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
を
修
理
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
所
有
者
は
、
あ
ら
か

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

じ
め
そ
の
旨
を
知
事

 
 

 
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

1
1
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
、
第

1
2
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
前

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
修
理
を
行
う

 
場
合
は
こ
の
限
り
で
な

い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は

前
項
の
届
出
に
係
る
修
理
に
関
し
指
導
と
助
言
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 第
1
6
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
対
し
、
６
月
以
内
の
期

間
を
限
っ
て
、
知
事

 
 

 
の
行
う

 
公
開
の
用
に
供
す
る
た
め
当
該
県
指
定
有
形

文
化
財
を
出
品
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
知
事

 
 

 
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
対
し
、
３
月
以
内
の
期
間
を

限
っ
て
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
・
４

 
略

 

５
 
知
事

 
 

 
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
県
指
定
有
形
文
化
財
が
出
品
さ
れ
た
と

き
は
、
そ
の
職
員
の
う
ち
か
ら
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
管
理
の
責
め
に
任
ず
べ

き
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

６
 
知
事

 
 

 
は
、
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
公
開
及
び
当
該
公
開
に
係
る
県
指
定
有

形
文
化
財
の
管
理
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

７
 
略

 

 

（
調
査
）

 

第
1
8
条

 
知
事

 
 

 
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の

所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
に
対
し
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
現
状
又
は
管
理
若

し
く
は
修
理
の
状
況
に
つ
き
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
所
有
者
変
更
に
伴
う
権
利
義
務
の
承
継
）

 

第
1
9
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
が
変
更
し
た
と
き
は
、
新
所
有
者
は
、
当
該

県
指
定
有
形
文
化
財
に
関
し
こ
の
条
例
に
基
づ
く
知
事

 
 

 
の
勧
告
、
指
示
そ
の

他
の
処
分
に
つ
い
て
旧
所
有
者
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

（
指
定
）

 

第
2
0
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
内
に
存
す
る
無
形
文
化
財
（
法
第

7
1
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に
と
っ
て
重

要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
無
形
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
無
形
文
化
財
」
と
い

じ
め
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

1
1
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
、
第

1
2
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
前

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
修
理
を
行
な
う
場
合
は
こ
の
限
り
で
な

い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は

前
項
の
届
出
に
係
る
修
理
に
関
し
指
導
と
助
言
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 第
1
6
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
対
し
、
６
月
以
内
の
期

間
を
限
っ
て
、
教
育
委
員
会
の
行
な
う
公
開
の
用
に
供
す
る
た
め
当
該
県
指
定
有
形

文
化
財
を
出
品
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
対
し
、
３
月
以
内
の
期
間
を

限
っ
て
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
・
４

 
略

 

５
 
教
育
委
員
会
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
県
指
定
有
形
文
化
財
が
出
品
さ
れ
た
と

き
は
、
そ
の
職
員
の
う
ち
か
ら
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
管
理
の
責
に

 
任
ず
べ

き
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

６
 
教
育
委
員
会
は
、
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
公
開
及
び
当
該
公
開
に
係
る
県
指
定
有

形
文
化
財
の
管
理
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

７
 
略

 

 

（
調
査
）

 

第
1
8
条

 
教
育
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の

所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
に
対
し
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
現
状
又
は
管
理
若

し
く
は
修
理
の
状
況
に
つ
き
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
所
有
者
変
更
に
伴
う
権
利
義
務
の
承
継
）

 

第
1
9
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
が
変
更
し
た
と
き
は
、
新
所
有
者
は
、
当
該

県
指
定
有
形
文
化
財
に
関
し
こ
の
条
例
に
基
づ
く
教
育
委
員
会
の
勧
告
、
指
示
そ
の

他
の
処
分
に
つ
い
て
旧
所
有
者
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

（
指
定
）

 

第
2
0
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
内
に
存
す
る
無
形
文
化
財
（
法
第

7
1
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に
と
っ
て
重

要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
無
形
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
無
形
文
化
財
」
と
い
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0
0
 
 

じ
め
そ
の
旨
を
知
事

 
 

 
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

1
1
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
、
第

1
2
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
前

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
修
理
を
行
う

 
場
合
は
こ
の
限
り
で
な

い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は

前
項
の
届
出
に
係
る
修
理
に
関
し
指
導
と
助
言
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 第
1
6
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
対
し
、
６
月
以
内
の
期

間
を
限
っ
て
、
知
事

 
 

 
の
行
う

 
公
開
の
用
に
供
す
る
た
め
当
該
県
指
定
有
形

文
化
財
を
出
品
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
知
事

 
 

 
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
対
し
、
３
月
以
内
の
期
間
を

限
っ
て
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
・
４

 
略

 

５
 
知
事

 
 

 
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
県
指
定
有
形
文
化
財
が
出
品
さ
れ
た
と

き
は
、
そ
の
職
員
の
う
ち
か
ら
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
管
理
の
責
め
に
任
ず
べ

き
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

６
 
知
事

 
 

 
は
、
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
公
開
及
び
当
該
公
開
に
係
る
県
指
定
有

形
文
化
財
の
管
理
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

７
 
略

 

 

（
調
査
）

 

第
1
8
条

 
知
事

 
 

 
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の

所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
に
対
し
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
現
状
又
は
管
理
若

し
く
は
修
理
の
状
況
に
つ
き
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
所
有
者
変
更
に
伴
う
権
利
義
務
の
承
継
）

 

第
1
9
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
が
変
更
し
た
と
き
は
、
新
所
有
者
は
、
当
該

県
指
定
有
形
文
化
財
に
関
し
こ
の
条
例
に
基
づ
く
知
事

 
 

 
の
勧
告
、
指
示
そ
の

他
の
処
分
に
つ
い
て
旧
所
有
者
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

（
指
定
）

 

第
2
0
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
内
に
存
す
る
無
形
文
化
財
（
法
第

7
1
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に
と
っ
て
重

要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
無
形
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
無
形
文
化
財
」
と
い

じ
め
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

1
1
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
、
第

1
2
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
前

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
修
理
を
行
な
う
場
合
は
こ
の
限
り
で
な

い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は

前
項
の
届
出
に
係
る
修
理
に
関
し
指
導
と
助
言
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 第
1
6
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
対
し
、
６
月
以
内
の
期

間
を
限
っ
て
、
教
育
委
員
会
の
行
な
う
公
開
の
用
に
供
す
る
た
め
当
該
県
指
定
有
形

文
化
財
を
出
品
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
対
し
、
３
月
以
内
の
期
間
を

限
っ
て
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
・
４

 
略

 

５
 
教
育
委
員
会
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
県
指
定
有
形
文
化
財
が
出
品
さ
れ
た
と

き
は
、
そ
の
職
員
の
う
ち
か
ら
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
管
理
の
責
に

 
任
ず
べ

き
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

６
 
教
育
委
員
会
は
、
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
公
開
及
び
当
該
公
開
に
係
る
県
指
定
有

形
文
化
財
の
管
理
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

７
 
略

 

 

（
調
査
）

 

第
1
8
条

 
教
育
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の

所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
に
対
し
、
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
現
状
又
は
管
理
若

し
く
は
修
理
の
状
況
に
つ
き
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
所
有
者
変
更
に
伴
う
権
利
義
務
の
承
継
）

 

第
1
9
条

 
県
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
が
変
更
し
た
と
き
は
、
新
所
有
者
は
、
当
該

県
指
定
有
形
文
化
財
に
関
し
こ
の
条
例
に
基
づ
く
教
育
委
員
会
の
勧
告
、
指
示
そ
の

他
の
処
分
に
つ
い
て
旧
所
有
者
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

（
指
定
）

 

第
2
0
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
内
に
存
す
る
無
形
文
化
財
（
法
第

7
1
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に
と
っ
て
重

要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
無
形
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
無
形
文
化
財
」
と
い

 
う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
は
、
知
事

 
 

 
は
、
当
該
県
指
定
無
形
文

化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
（
無
形
文
化
財
を
保
持
す
る
者
が
主
た
る
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
団
体
で
代
表
者
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
認
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
す
る
に
は
、
知
事

あ
あ
あ
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

４
 
略

 

５
 
知
事

 
 

 
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
後
に
お
い
て
も
、
当
該
県

指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
と
し
て
認
定
す
る
に
足
り
る
も
の
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
も
の
を
保
持
者
又
は
保
持
団
体
と
し
て
追
加
認
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

６
 
略

 

７
 
第
２
項
及
び
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
当
該

県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
代
表
者
に
認
定
書
を
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
解
除
）

 

第
2
1
条

 
県
指
定
無
形
文
化
財
が
、
県
指
定
無
形
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
場

合
そ
の
他
特
殊
な
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

２
 
保
持
者
が
心
身
の
故
障
の
た
め
保
持
者
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
場
合
、
保
持
団
体
が
そ
の
構
成
員
の
異
動
の
た
め
保
持
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は

そ
の
認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
５

 
略

 

６
 
前
項
の
場
合
に
は
、
知
事

 
 

 
は
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、

当
該
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
者
又
は
保
持
団
体
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
団
体
の
代
表
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

７
 
保
持
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
持
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き

を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
保
持
者
又
は
保
持
団
体

の
認
定
は
解
除
さ
れ
た
も
の
と
し
、
保
持
者
の
全
て

 
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保

持
団
体
の
全
て

 
が
解
散
し
た
と
き
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
指
定
は
解
除
さ
れ

た
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
知
事

 
 

 
は
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な

う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
当
該
県
指
定
無
形
文

化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
（
無
形
文
化
財
を
保
持
す
る
者
が
主
た
る
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
団
体
で
代
表
者
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
認
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
す
る
に
は
、
教
育

委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

４
 
略

 

５
 
教
育
委
員
会
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
後
に
お
い
て
も
、
当
該
県

指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
と
し
て
認
定
す
る
に
足
り
る
も
の
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
も
の
を
保
持
者
又
は
保
持
団
体
と
し
て
追
加
認
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

６
 
略

 

７
 
第
２
項
及
び
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
当
該

県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
代
表
者
に
認
定
書
を
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
解
除
）

 

第
2
1
条

 
県
指
定
無
形
文
化
財
が
、
県
指
定
無
形
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
場

合
そ
の
他
特
殊
な
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

２
 
保
持
者
が
心
身
の
故
障
の
た
め
保
持
者
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
場
合
、
保
持
団
体
が
そ
の
構
成
員
の
異
動
の
た
め
保
持
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は

そ
の
認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
５

 
略

 

６
 
前
項
の
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、

当
該
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
者
又
は
保
持
団
体
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
団
体
の
代
表
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

７
 
保
持
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
持
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き

を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
保
持
者
又
は
保
持
団
体

の
認
定
は
解
除
さ
れ
た
も
の
と
し
、
保
持
者
の
す
べ
て
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保

持
団
体
の
す
べ
て
が
解
散
し
た
と
き
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
指
定
は
解
除
さ
れ

た
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な
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う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
は
、
知
事

 
 

 
は
、
当
該
県
指
定
無
形
文

化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
（
無
形
文
化
財
を
保
持
す
る
者
が
主
た
る
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
団
体
で
代
表
者
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
認
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
す
る
に
は
、
知
事

あ
あ
あ
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

４
 
略

 

５
 
知
事

 
 

 
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
後
に
お
い
て
も
、
当
該
県

指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
と
し
て
認
定
す
る
に
足
り
る
も
の
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
も
の
を
保
持
者
又
は
保
持
団
体
と
し
て
追
加
認
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

６
 
略

 

７
 
第
２
項
及
び
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
当
該

県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
代
表
者
に
認
定
書
を
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
解
除
）

 

第
2
1
条

 
県
指
定
無
形
文
化
財
が
、
県
指
定
無
形
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
場

合
そ
の
他
特
殊
な
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

２
 
保
持
者
が
心
身
の
故
障
の
た
め
保
持
者
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
場
合
、
保
持
団
体
が
そ
の
構
成
員
の
異
動
の
た
め
保
持
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は

そ
の
認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
５

 
略

 

６
 
前
項
の
場
合
に
は
、
知
事

 
 

 
は
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、

当
該
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
者
又
は
保
持
団
体
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
団
体
の
代
表
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

７
 
保
持
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
持
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き

を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
保
持
者
又
は
保
持
団
体

の
認
定
は
解
除
さ
れ
た
も
の
と
し
、
保
持
者
の
全
て

 
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保

持
団
体
の
全
て

 
が
解
散
し
た
と
き
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
指
定
は
解
除
さ
れ

た
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
知
事

 
 

 
は
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な

う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
当
該
県
指
定
無
形
文

化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
（
無
形
文
化
財
を
保
持
す
る
者
が
主
た
る
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
団
体
で
代
表
者
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
認
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
す
る
に
は
、
教
育

委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

４
 
略

 

５
 
教
育
委
員
会
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
後
に
お
い
て
も
、
当
該
県

指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
と
し
て
認
定
す
る
に
足
り
る
も
の
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
も
の
を
保
持
者
又
は
保
持
団
体
と
し
て
追
加
認
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

６
 
略

 

７
 
第
２
項
及
び
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
当
該

県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
代
表
者
に
認
定
書
を
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
解
除
）

 

第
2
1
条

 
県
指
定
無
形
文
化
財
が
、
県
指
定
無
形
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
場

合
そ
の
他
特
殊
な
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

２
 
保
持
者
が
心
身
の
故
障
の
た
め
保
持
者
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
場
合
、
保
持
団
体
が
そ
の
構
成
員
の
異
動
の
た
め
保
持
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は

そ
の
認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
５

 
略

 

６
 
前
項
の
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、

当
該
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
者
又
は
保
持
団
体
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
団
体
の
代
表
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

７
 
保
持
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
持
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き

を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
保
持
者
又
は
保
持
団
体

の
認
定
は
解
除
さ
れ
た
も
の
と
し
、
保
持
者
の
す
べ
て
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保

持
団
体
の
す
べ
て
が
解
散
し
た
と
き
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
指
定
は
解
除
さ
れ

た
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
保
持
者
の
氏
名
変
更
等
）

 

第
2
2
条

 
保
持
者
が
氏
名
若
し
く
は
住
所
を
変
更
し
、
又
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
保
持

者
又
は
そ
の
相
続
人
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
知
事

 
 

 
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
保
持
団
体
が
名
称
、
事
務
所
の
所
在
地
若
し
く
は
代
表
者
を
変
更
し
、
構

成
員
に
異
動
を
生
じ
、
又
は
解
散
し
た
と
き
も
、
代
表
者
（
保
持
団
体
が
解
散
し
た

場
合
に
あ
っ
て
は
、
代
表
者
で
あ
っ
た
者
）
に
つ
い
て
同
様
と
す
る
。

 

 

（
保
存
）

 

第
2
3
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
自
ら
記
録
の
作
成
、
伝
承
者
の
養
成
そ
の
他
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置

を
行
う

 
も
の
と
す
る
。

 

２
・
３

 
略

 

 

（
公
開
）

 

第
2
4
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
に
対
し
県

指
定
無
形
文
化
財
の
公
開
を
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
記
録
の
所
有
者
に
対
し
そ
の

記
録
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

 

第
2
5
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
そ
の
他
そ

の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な
助

言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
指
定
）

 

第
2
6
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
内
に
存
す
る
有
形
の
民
俗
文
化
財
（
法
第

7
8
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県

に
と
っ
て
重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
」
と
い
う
。
）
に
、
無
形
の
民
俗
文
化
財
（
法
第

7
8
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に
と
っ
て

重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
」
と
い
う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
保
持
者
の
氏
名
変
更
等
）

 

第
2
2
条

 
保
持
者
が
氏
名
若
し
く
は
住
所
を
変
更
し
、
又
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
保
持

者
又
は
そ
の
相
続
人
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
保
持
団
体
が
名
称
、
事
務
所
の
所
在
地
若
し
く
は
代
表
者
を
変
更
し
、
構

成
員
に
異
動
を
生
じ
、
又
は
解
散
し
た
と
き
も
、
代
表
者
（
保
持
団
体
が
解
散
し
た

場
合
に
あ
っ
て
は
、
代
表
者
で
あ
っ
た
者
）
に
つ
い
て
同
様
と
す
る
。

 

 

（
保
存
）

 

第
2
3
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
自
ら
記
録
の
作
成
、
伝
承
者
の
養
成
そ
の
他
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置

を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

 

２
・
３

 
略

 

 

（
公
開
）

 

第
2
4
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
に
対
し
県

指
定
無
形
文
化
財
の
公
開
を
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
記
録
の
所
有
者
に
対
し
そ
の

記
録
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

 

第
2
5
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
そ
の
他
そ

の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な
助

言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
指
定
）

 

第
2
6
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
内
に
存
す
る
有
形
の
民
俗
文
化
財
（
法
第

7
8
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県

に
と
っ
て
重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
」
と
い
う
。
）
に
、
無
形
の
民
俗
文
化
財
（
法
第

7
8
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に
と
っ
て

重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
」
と
い
う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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0
0
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
保
持
者
の
氏
名
変
更
等
）

 

第
2
2
条

 
保
持
者
が
氏
名
若
し
く
は
住
所
を
変
更
し
、
又
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
保
持

者
又
は
そ
の
相
続
人
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
知
事

 
 

 
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
保
持
団
体
が
名
称
、
事
務
所
の
所
在
地
若
し
く
は
代
表
者
を
変
更
し
、
構

成
員
に
異
動
を
生
じ
、
又
は
解
散
し
た
と
き
も
、
代
表
者
（
保
持
団
体
が
解
散
し
た

場
合
に
あ
っ
て
は
、
代
表
者
で
あ
っ
た
者
）
に
つ
い
て
同
様
と
す
る
。

 

 

（
保
存
）

 

第
2
3
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
自
ら
記
録
の
作
成
、
伝
承
者
の
養
成
そ
の
他
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置

を
行
う

 
も
の
と
す
る
。

 

２
・
３

 
略

 

 

（
公
開
）

 

第
2
4
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
に
対
し
県

指
定
無
形
文
化
財
の
公
開
を
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
記
録
の
所
有
者
に
対
し
そ
の

記
録
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

 

第
2
5
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
そ
の
他
そ

の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な
助

言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
指
定
）

 

第
2
6
条

 
知
事

 
 

 
は
、
県
内
に
存
す
る
有
形
の
民
俗
文
化
財
（
法
第

7
8
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県

に
と
っ
て
重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
」
と
い
う
。
）
に
、
無
形
の
民
俗
文
化
財
（
法
第

7
8
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に
と
っ
て

重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
」
と
い
う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
保
持
者
の
氏
名
変
更
等
）

 

第
2
2
条

 
保
持
者
が
氏
名
若
し
く
は
住
所
を
変
更
し
、
又
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
保
持

者
又
は
そ
の
相
続
人
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
保
持
団
体
が
名
称
、
事
務
所
の
所
在
地
若
し
く
は
代
表
者
を
変
更
し
、
構

成
員
に
異
動
を
生
じ
、
又
は
解
散
し
た
と
き
も
、
代
表
者
（
保
持
団
体
が
解
散
し
た

場
合
に
あ
っ
て
は
、
代
表
者
で
あ
っ
た
者
）
に
つ
い
て
同
様
と
す
る
。

 

 

（
保
存
）

 

第
2
3
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
自
ら
記
録
の
作
成
、
伝
承
者
の
養
成
そ
の
他
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置

を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

 

２
・
３

 
略

 

 

（
公
開
）

 

第
2
4
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
に
対
し
県

指
定
無
形
文
化
財
の
公
開
を
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
記
録
の
所
有
者
に
対
し
そ
の

記
録
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

 

第
2
5
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
そ
の
他
そ

の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な
助

言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
指
定
）

 

第
2
6
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
内
に
存
す
る
有
形
の
民
俗
文
化
財
（
法
第

7
8
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県

に
と
っ
て
重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
」
と
い
う
。
）
に
、
無
形
の
民
俗
文
化
財
（
法
第

7
8
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に
と
っ
て

重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
以
下
「
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
」
と
い
う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
２

 
前
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

知
事

 
 

 
は
、
当
該
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
（
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
を
保
存
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
で
代
表
者
の
定
め
の
あ
る
も

の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
６

 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
2
7
条

 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
が
、
県
指
定
有
形

民
俗
文
化
財
又
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
場
合
そ
の
他

特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
、
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

２
 
保
存
団
体
が
そ
の
構
成
員
の
異
動
の
た
め
保
存
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
、
そ
の

認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
８

 
略

 

９
 
第
７
項
の
場
合
の
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
知
事

あ
あ
あ
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

1
0
 
保
存
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き
を
含
む
。
）
は
、
保
存
団
体
の
認

定
は
解
除
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
そ
の
旨
を
県

公
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
）

 

第
2
8
条

 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
関
し
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保
存
に

影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
知
事
あ
あ
あ

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
事
あ
あ

あ
は
、
前
項
の
届
出
に
係
る
現
状
の
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
し

必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
）

 

第
2
9
条
の
２

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
自
ら
記
録
の
作
成
そ
の

他
そ
の
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
県
は
、
保
存

団
体
そ
の
他
そ
の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
に

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

教
育
委
員
会
は
、
当
該
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
（
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
を
保
存
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
で
代
表
者
の
定
め
の
あ
る
も

の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
６

 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
2
7
条

 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
が
、
県
指
定
有
形

民
俗
文
化
財
又
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
場
合
そ
の
他

特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

２
 
保
存
団
体
が
そ
の
構
成
員
の
異
動
の
た
め
保
存
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の

認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
８

 
略

 

９
 
第
７
項
の
場
合
の
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

1
0
 
保
存
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き
を
含
む
。
）
は
、
保
存
団
体
の
認

定
は
解
除
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
旨
を
県

公
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
）

 

第
2
8
条

 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
関
し
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保
存
に

影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員

会
は
、
前
項
の
届
出
に
係
る
現
状
の
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
し

必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
）

 

第
2
9
条
の
２

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
自
ら
記
録
の
作
成
そ
の

他
そ
の
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
県
は
、
保
存

団
体
そ
の
他
そ
の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
に
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２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

知
事

 
 

 
は
、
当
該
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
（
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
を
保
存
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
で
代
表
者
の
定
め
の
あ
る
も

の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
６

 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
2
7
条

 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
が
、
県
指
定
有
形

民
俗
文
化
財
又
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
場
合
そ
の
他

特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
、
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

２
 
保
存
団
体
が
そ
の
構
成
員
の
異
動
の
た
め
保
存
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
知
事

 
 

 
は
、
そ
の

認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
８

 
略

 

９
 
第
７
項
の
場
合
の
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
知
事

あ
あ
あ
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

1
0
 
保
存
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き
を
含
む
。
）
は
、
保
存
団
体
の
認

定
は
解
除
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
そ
の
旨
を
県

公
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
）

 

第
2
8
条

 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
関
し
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保
存
に

影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
知
事
あ
あ
あ

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
事
あ
あ

あ
は
、
前
項
の
届
出
に
係
る
現
状
の
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
し

必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
）

 

第
2
9
条
の
２

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
自
ら
記
録
の
作
成
そ
の

他
そ
の
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
県
は
、
保
存

団
体
そ
の
他
そ
の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
に

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

教
育
委
員
会
は
、
当
該
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
（
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
を
保
存
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
で
代
表
者
の
定
め
の
あ
る
も

の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
６

 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
2
7
条

 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
が
、
県
指
定
有
形

民
俗
文
化
財
又
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
場
合
そ
の
他

特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

２
 
保
存
団
体
が
そ
の
構
成
員
の
異
動
の
た
め
保
存
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の

認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
８

 
略

 

９
 
第
７
項
の
場
合
の
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

1
0
 
保
存
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き
を
含
む
。
）
は
、
保
存
団
体
の
認

定
は
解
除
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
旨
を
県

公
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
）

 

第
2
8
条

 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
関
し
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保
存
に

影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員

会
は
、
前
項
の
届
出
に
係
る
現
状
の
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
し

必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
）

 

第
2
9
条
の
２

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
自
ら
記
録
の
作
成
そ
の

他
そ
の
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
県
は
、
保
存

団
体
そ
の
他
そ
の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
に

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

要
す
る
経
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
及
び
そ
の
記
録
の
公
開
）

 

第
2
9
条
の
３

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
に
対
し
県
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
を
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
所
有
者
に
対

し
そ
の
記
録
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

 

第
2
9
条
の
４

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
そ
の
他
そ
の

保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
に
必
要
な
助

言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
作
成
等
）

 

第
3
0
条

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
内
に
存
す
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の

民
俗
文
化
財
（
法
第

9
1
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

7
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
文

化
庁
長
官
が
選
択
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
特
に
必
要
の
あ
る
も
の
を
選
択
し

て
、
自
ら
そ
の
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
、
又
は
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
～
４

 
略

 

 

（
指
定
）

 

第
3
1
条

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
内
に
存
す
る
記
念
物
（
法
第

1
0
9
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
史
跡
、
名
勝
又
は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に

と
っ
て
重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
史
跡
、
栃
木
県
指
定
名
勝
又
は
栃
木
県
指
定
天

然
記
念
物
（
以
下
「
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
と
総
称
す
る
。
）
に
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
3
2
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
し
て
の

価
値
を
失
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
そ
の

指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

要
す
る
経
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
及
び
そ
の
記
録
の
公
開
）

 

第
2
9
条
の
３

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
に
対
し
県
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
を
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
所
有
者
に
対

し
そ
の
記
録
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

 

第
2
9
条
の
４

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
そ
の
他
そ
の

保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
に
必
要
な
助

言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
作
成
等
）

 

第
3
0
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
内
に
存
す
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の

民
俗
文
化
財
（
法
第

9
1
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

7
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
文

化
庁
長
官
が
選
択
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
特
に
必
要
の
あ
る
も
の
を
選
択
し

て
、
自
ら
そ
の
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
、
又
は
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
～
４

 
略

 

 

（
指
定
）

 

第
3
1
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
内
に
存
す
る
記
念
物
（
法
第

1
0
9
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
史
跡
、
名
勝
又
は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に

と
っ
て
重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
史
跡
、
栃
木
県
指
定
名
勝
又
は
栃
木
県
指
定
天

然
記
念
物
（
以
下
「
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
と
総
称
す
る
。
）
に
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
3
2
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
し
て
の

価
値
を
失
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の

指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
・
３

 
略
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0
0
 
 

要
す
る
経
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
及
び
そ
の
記
録
の
公
開
）

 

第
2
9
条
の
３

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
に
対
し
県
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
を
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
所
有
者
に
対

し
そ
の
記
録
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

 

第
2
9
条
の
４

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
そ
の
他
そ
の

保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
に
必
要
な
助

言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
作
成
等
）

 

第
3
0
条

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
内
に
存
す
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の

民
俗
文
化
財
（
法
第

9
1
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

7
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
文

化
庁
長
官
が
選
択
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
特
に
必
要
の
あ
る
も
の
を
選
択
し

て
、
自
ら
そ
の
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
、
又
は
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
～
４

 
略

 

 

（
指
定
）

 

第
3
1
条

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
内
に
存
す
る
記
念
物
（
法
第

1
0
9
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
史
跡
、
名
勝
又
は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に

と
っ
て
重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
史
跡
、
栃
木
県
指
定
名
勝
又
は
栃
木
県
指
定
天

然
記
念
物
（
以
下
「
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
と
総
称
す
る
。
）
に
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
3
2
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
し
て
の

価
値
を
失
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
そ
の

指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

要
す
る
経
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
及
び
そ
の
記
録
の
公
開
）

 

第
2
9
条
の
３

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
に
対
し
県
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
を
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
所
有
者
に
対

し
そ
の
記
録
の
公
開
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

 

第
2
9
条
の
４

 
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
団
体
そ
の
他
そ
の

保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
に
必
要
な
助

言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
作
成
等
）

 

第
3
0
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
内
に
存
す
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の

民
俗
文
化
財
（
法
第

9
1
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

7
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
文

化
庁
長
官
が
選
択
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
特
に
必
要
の
あ
る
も
の
を
選
択
し

て
、
自
ら
そ
の
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
、
又
は
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
～
４

 
略

 

 

（
指
定
）

 

第
3
1
条

 
教
育
委
員
会
は
、
県
内
に
存
す
る
記
念
物
（
法
第

1
0
9
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
史
跡
、
名
勝
又
は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
に

と
っ
て
重
要
な
も
の
を
栃
木
県
指
定
史
跡
、
栃
木
県
指
定
名
勝
又
は
栃
木
県
指
定
天

然
記
念
物
（
以
下
「
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
と
総
称
す
る
。
）
に
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
3
2
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
し
て
の

価
値
を
失
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の

指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

（
管

理
団

体
に

よ
る

管
理

及
び

復
旧

）
 

第
3
3
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
、
所
有
者
が
な
い
か
若
し
く
は
判
明

し
な
い
場
合
又
は
所
有
者
若
し
く
は
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
６
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
理
責
任
者
に
よ
る
管
理
が
著
し
く
困
難
若
し
く
は
不
適

当
で
あ
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
適
当
な
地
方
公

共
団
体
そ
の
他
の
法
人
を
指
定
し
て
、
当
該
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存

の
た
め
必
要
な
管
理
及
び
復
旧
（
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
の
た
め
に
必

要
な
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
物
件
で
当
該
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者

の
所
有
又
は
管
理
に
属
す
る
も
の
の
管
理
及
び
復
旧
を
含
む
。
）
を
行
わ
せ
る

 
こ

と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
指
定
を
す
る
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
よ
う
と
す
る

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
～
５

 
略

 

 

（
管
理
団
体
の
解
除
）

 

第
3
4
条

 
前
条
第
１
項
に
規
定
す
る
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
そ
の
他
特
殊
な
事
由
が
あ

る
と
き
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
管
理
団
体
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
標
識
等
の
設
置
）

 

第
3
6
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
又
は
管
理
団
体
は
、
知
事
あ
あ
あ

の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
必
要
な
標
識
、

説
明
板
、
境
界
標
、
囲
い

 
そ
の
他
の
施
設
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

（
土
地
所
在
等
の
異
動
）

 

第
3
7
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
地
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
土

地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
又
は
地
積
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
所
有
者
（
第

4
0
条

で
準
用
す
る
第
６
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は

そ
の
者
）
又
は
管
理
団
体
は
、
速
や
か
に
あ
そ
の
旨
を
知
事
あ
あ
あ
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
現
状
変
更
等
の
制
限
）

 

第
3
8
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
し
、
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の

 

（
管
理
団
体
に
よ
る
管
理
及
び
復
旧
）

 

第
3
3
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
、
所
有
者
が
な
い
か
若
し
く
は
判
明

し
な
い
場
合
又
は
所
有
者
若
し
く
は
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
６
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
理
責
任
者
に
よ
る
管
理
が
著
し
く
困
難
若
し
く
は
不
適

当
で
あ
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
適
当
な
地
方
公

共
団
体
そ
の
他
の
法
人
を
指
定
し
て
、
当
該
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存

の
た
め
必
要
な
管
理
及
び
復
旧
（
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
の
た
め
に
必

要
な
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
物
件
で
当
該
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者

の
所
有
又
は
管
理
に
属
す
る
も
の
の
管
理
及
び
復
旧
を
含
む
。
）
を
行
な
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
指
定
を
す
る
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
よ
う
と
す
る

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
～
５

 
略

 

 

（
管
理
団
体
の
解
除
）

 

第
3
4
条

 
前
条
第
１
項
に
規
定
し
た
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
そ
の
他
特
殊
な
事
由
が
あ

る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
管
理
団
体
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
標
識
等
の
設
置
）

 

第
3
6
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
又
は
管
理
団
体
は
、
教
育
委
員
会

の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
必
要
な
標
識
、

説
明
板
、
境
界
標
、
囲
さ
く
そ
の
他
の
施
設
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

（
土
地
所
在
等
の
異
動
）

 

第
3
7
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
地
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
土

地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
又
は
地
積
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
所
有
者
（
第

4
0
条

で
準
用
す
る
第
６
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は

そ
の
者
）
又
は
管
理
団
体
は
、
す
み
や
か
に
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
現
状
変
更
等
の
制
限
）

 

第
3
8
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
し
、
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
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（
管

理
団

体
に

よ
る

管
理

及
び

復
旧

）
 

第
3
3
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
、
所
有
者
が
な
い
か
若
し
く
は
判
明

し
な
い
場
合
又
は
所
有
者
若
し
く
は
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
６
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
理
責
任
者
に
よ
る
管
理
が
著
し
く
困
難
若
し
く
は
不
適

当
で
あ
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
適
当
な
地
方
公

共
団
体
そ
の
他
の
法
人
を
指
定
し
て
、
当
該
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存

の
た
め
必
要
な
管
理
及
び
復
旧
（
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
の
た
め
に
必

要
な
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
物
件
で
当
該
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者

の
所
有
又
は
管
理
に
属
す
る
も
の
の
管
理
及
び
復
旧
を
含
む
。
）
を
行
わ
せ
る

 
こ

と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
指
定
を
す
る
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
よ
う
と
す
る

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
～
５

 
略

 

 

（
管
理
団
体
の
解
除
）

 

第
3
4
条

 
前
条
第
１
項
に
規
定
す
る
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
そ
の
他
特
殊
な
事
由
が
あ

る
と
き
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
管
理
団
体
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
標
識
等
の
設
置
）

 

第
3
6
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
又
は
管
理
団
体
は
、
知
事
あ
あ
あ

の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
必
要
な
標
識
、

説
明
板
、
境
界
標
、
囲
い

 
そ
の
他
の
施
設
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

（
土
地
所
在
等
の
異
動
）

 

第
3
7
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
地
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
土

地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
又
は
地
積
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
所
有
者
（
第

4
0
条

で
準
用
す
る
第
６
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は

そ
の
者
）
又
は
管
理
団
体
は
、
速
や
か
に
あ
そ
の
旨
を
知
事
あ
あ
あ
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
現
状
変
更
等
の
制
限
）

 

第
3
8
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
し
、
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の

 

（
管
理
団
体
に
よ
る
管
理
及
び
復
旧
）

 

第
3
3
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
、
所
有
者
が
な
い
か
若
し
く
は
判
明

し
な
い
場
合
又
は
所
有
者
若
し
く
は
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
６
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
理
責
任
者
に
よ
る
管
理
が
著
し
く
困
難
若
し
く
は
不
適

当
で
あ
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
適
当
な
地
方
公

共
団
体
そ
の
他
の
法
人
を
指
定
し
て
、
当
該
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存

の
た
め
必
要
な
管
理
及
び
復
旧
（
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
の
た
め
に
必

要
な
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
物
件
で
当
該
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者

の
所
有
又
は
管
理
に
属
す
る
も
の
の
管
理
及
び
復
旧
を
含
む
。
）
を
行
な
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
指
定
を
す
る
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
よ
う
と
す
る

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
～
５

 
略

 

 

（
管
理
団
体
の
解
除
）

 

第
3
4
条

 
前
条
第
１
項
に
規
定
し
た
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
そ
の
他
特
殊
な
事
由
が
あ

る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は
管
理
団
体
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
略

 

 

（
標
識
等
の
設
置
）

 

第
3
6
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
又
は
管
理
団
体
は
、
教
育
委
員
会

の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
必
要
な
標
識
、

説
明
板
、
境
界
標
、
囲
さ
く
そ
の
他
の
施
設
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

（
土
地
所
在
等
の
異
動
）

 

第
3
7
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
地
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
土

地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
又
は
地
積
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
所
有
者
（
第

4
0
条

で
準
用
す
る
第
６
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は

そ
の
者
）
又
は
管
理
団
体
は
、
す
み
や
か
に
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
現
状
変
更
等
の
制
限
）

 

第
3
8
条

 
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
し
、
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事
あ
あ
あ
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
状
の
変
更
に
つ
い
て
は
維
持
の
措
置
又
は
非

常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
を
執
る
場
合
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に

つ
い
て
は
影
響
の
軽
微
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

２
 
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
規
則

 
 
 

 
 
で
定
め

る
。

 

３
 
略

 

 

（
選
定
）

 

第
4
0
条
の
３

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
市
町
村
の
申
出
に
基
づ
き
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
（
法
第

1
4
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
で
県
に
と
っ
て
重
要
な
も
の

を
栃
木
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
「
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
と
い
う
。
）
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
を
す
る
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
議

会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
4
0
条
の
４

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
そ
の
価
値
を

失
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
定
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

４
 
前
項
の
場
合
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
す
る
と
と
も

に
、
当
該
申
出
に
係
る
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
選
定
）

 

第
4
0
条
の
６

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
内
に
存
す
る
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
能
で
文
化
財

の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
法
第

1
4
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
選
定
保
存
技
術
に
選
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
と
し
て
保
存
の
措
置

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
栃
木
県
選
定
保
存
技
術
（
以
下
「
県
選
定
保
存
技

術
」
と
い
う
。
）
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

 

保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
状
の
変
更
に
つ
い
て
は
維
持
の
措
置
又
は
非

常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
を
執
る
場
合
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に

つ
い
て
は
影
響
の
軽
微
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

２
 
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め

る
。

 

３
 
略

 

 

（
選
定
）

 

第
4
0
条
の
３

 
教
育
委
員
会
は
、
市
町
村
の
申
出
に
基
づ
き
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
（
法
第

1
4
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
で
県
に
と
っ
て
重
要
な
も
の

を
栃
木
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
「
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
と
い
う
。
）
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
を
す
る
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
議

会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
4
0
条
の
４

 
教
育
委
員
会
は
、
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
そ
の
価
値
を

失
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
定
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

４
 
前
項
の
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
す
る
と
と
も

に
、
当
該
申
出
に
係
る
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
選
定
）

 

第
4
0
条
の
６

 
教
育
委
員
会
は
、
県
内
に
存
す
る
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
能
で
文
化
財

の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
法
第

1
4
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
選
定
保
存
技
術
に
選
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
と
し
て
保
存
の
措
置

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
栃
木
県
選
定
保
存
技
術
（
以
下
「
県
選
定
保
存
技

術
」
と
い
う
。
）
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
・
３

 
略
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0
0
 
 

保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事
あ
あ
あ
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
状
の
変
更
に
つ
い
て
は
維
持
の
措
置
又
は
非

常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
を
執
る
場
合
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に

つ
い
て
は
影
響
の
軽
微
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

２
 
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
規
則

 
 
 

 
 
で
定
め

る
。

 

３
 
略

 

 

（
選
定
）

 

第
4
0
条
の
３

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
市
町
村
の
申
出
に
基
づ
き
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
（
法
第

1
4
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
で
県
に
と
っ
て
重
要
な
も
の

を
栃
木
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
「
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
と
い
う
。
）
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
を
す
る
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
議

会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
4
0
条
の
４

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
そ
の
価
値
を

失
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
定
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

４
 
前
項
の
場
合
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
す
る
と
と
も

に
、
当
該
申
出
に
係
る
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
選
定
）

 

第
4
0
条
の
６

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
内
に
存
す
る
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
能
で
文
化
財

の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
法
第

1
4
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
選
定
保
存
技
術
に
選
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
と
し
て
保
存
の
措
置

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
栃
木
県
選
定
保
存
技
術
（
以
下
「
県
選
定
保
存
技

術
」
と
い
う
。
）
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

 

保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
状
の
変
更
に
つ
い
て
は
維
持
の
措
置
又
は
非

常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
を
執
る
場
合
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に

つ
い
て
は
影
響
の
軽
微
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

２
 
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め

る
。

 

３
 
略

 

 

（
選
定
）

 

第
4
0
条
の
３

 
教
育
委
員
会
は
、
市
町
村
の
申
出
に
基
づ
き
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
（
法
第

1
4
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
で
県
に
と
っ
て
重
要
な
も
の

を
栃
木
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
「
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
と
い
う
。
）
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
を
す
る
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
議

会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
4
0
条
の
４

 
教
育
委
員
会
は
、
県
選
定
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
そ
の
価
値
を

失
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
定
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

４
 
前
項
の
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
す
る
と
と
も

に
、
当
該
申
出
に
係
る
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
選
定
）

 

第
4
0
条
の
６

 
教
育
委
員
会
は
、
県
内
に
存
す
る
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
能
で
文
化
財

の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
法
第

1
4
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
選
定
保
存
技
術
に
選
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
県
と
し
て
保
存
の
措
置

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
栃
木
県
選
定
保
存
技
術
（
以
下
「
県
選
定
保
存
技

術
」
と
い
う
。
）
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
・
３

 
略

 

 

（
解
除
）

 

第
4
0
条
の
７

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
選
定
保
存
技
術
に
つ
い
て
保
存
の
措
置
を
講
ず
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
定
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
知
事
あ
あ
あ
は
、
保
持
者
が
心
身
の
故
障
の
た
め
保
持
者
と
し
て
適
当
で
な
く

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
保
存
団
体
が
保
存
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
保
持
者
又
は
保
存
団
体

の
認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
５

 
略

 

６
 
保
持
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
存
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
保
持
者
又
は
保
存
団
体
の
認
定
は

解
除
さ
れ
た
も
の
と
し
、
保
持
者
の
全
て

 
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
存
団
体
の

全
て

 
が
解
散
し
た
と
き
は
、
当
該
県
選
定
保
存
技
術
の
選
定
は
、
解
除
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
保
存
）

 

第
4
0
条
の
９

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
選
定
保
存
技
術
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
県
選
定
保
存
技
術
に
つ
い
て
自
ら
記
録
の
作
成
、
伝
承
者
の
養
成
そ

の
他
そ
の
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

 

２
・
３

 
略

 

 

（
保
存
に
関
す
る
指
導
又
は
助
言
）

 

第
4
0
条
の

1
0
 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
又
は
保
存
団
体
そ
の
他

そ
の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な

指
導
又
は
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 第
4
1
条

 
削
除

 

  第
4
2
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則

 
 

 
 

 
で
定
め
る
。

 

 第
4
5
条

 
第

1
3
条
又
は
第

3
8
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
知
事
あ
あ
あ
の
許
可
を
受
け

ず
、
若
し
く
は
そ
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
い
で
、
県
指
定
有
形
文
化
財
若
し
く
は

（
解
除
）

 

第
4
0
条
の
７

 
教
育
委
員
会
は
、
県
選
定
保
存
技
術
に
つ
い
て
保
存
の
措
置
を
講
ず
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
定
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
教
育
委
員
会
は
、
保
持
者
が
心
身
の
故
障
の
た
め
保
持
者
と
し
て
適
当
で
な
く

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
保
存
団
体
が
保
存
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
保
持
者
又
は
保
存
団
体

の
認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
５

 
略

 

６
 
保
持
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
存
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
保
持
者
又
は
保
存
団
体
の
認
定
は

解
除
さ
れ
た
も
の
と
し
、
保
持
者
の
す
べ
て
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
存
団
体
の

す
べ
て
が
解
散
し
た
と
き
は
、
当
該
県
選
定
保
存
技
術
の
選
定
は
、
解
除
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
保
存
）

 

第
4
0
条
の
９

 
教
育
委
員
会
は
、
県
選
定
保
存
技
術
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
県
選
定
保
存
技
術
に
つ
い
て
自
ら
記
録
の
作
成
、
伝
承
者
の
養
成
そ

の
他
そ
の
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

 

２
・
３

 
略

 

 

（
保
存
に
関
す
る
指
導
又
は
助
言
）

 

第
4
0
条
の

1
0
 
教
育
委
員
会
は
、
県
選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
又
は
保
存
団
体
そ
の
他

そ
の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な

指
導
又
は
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 第
4
1
条

 
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
教
育
委
員
会
に
提
出
す
べ
き
届
書
そ
の
他
の
書
類

は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
を
経
由
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 第
4
2
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

 第
4
5
条

 
第

1
3
条
又
は
第

3
8
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
教
育
委
員
会
の
許
可
を
受
け

ず
、
若
し
く
は
そ
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
い
で
、
県
指
定
有
形
文
化
財
若
し
く
は
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（
解
除
）

 

第
4
0
条
の
７

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
選
定
保
存
技
術
に
つ
い
て
保
存
の
措
置
を
講
ず
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
定
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
知
事
あ
あ
あ
は
、
保
持
者
が
心
身
の
故
障
の
た
め
保
持
者
と
し
て
適
当
で
な
く

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
保
存
団
体
が
保
存
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
保
持
者
又
は
保
存
団
体

の
認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
５

 
略

 

６
 
保
持
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
存
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
保
持
者
又
は
保
存
団
体
の
認
定
は

解
除
さ
れ
た
も
の
と
し
、
保
持
者
の
全
て

 
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
存
団
体
の

全
て

 
が
解
散
し
た
と
き
は
、
当
該
県
選
定
保
存
技
術
の
選
定
は
、
解
除
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
知
事
あ
あ
あ
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
保
存
）

 

第
4
0
条
の
９

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
選
定
保
存
技
術
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
県
選
定
保
存
技
術
に
つ
い
て
自
ら
記
録
の
作
成
、
伝
承
者
の
養
成
そ

の
他
そ
の
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

 

２
・
３

 
略

 

 

（
保
存
に
関
す
る
指
導
又
は
助
言
）

 

第
4
0
条
の

1
0
 
知
事
あ
あ
あ
は
、
県
選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
又
は
保
存
団
体
そ
の
他

そ
の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な

指
導
又
は
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 第
4
1
条

 
削
除

 

  第
4
2
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則

 
 

 
 

 
で
定
め
る
。

 

 第
4
5
条

 
第

1
3
条
又
は
第

3
8
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
知
事
あ
あ
あ
の
許
可
を
受
け

ず
、
若
し
く
は
そ
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
い
で
、
県
指
定
有
形
文
化
財
若
し
く
は

（
解
除
）

 

第
4
0
条
の
７

 
教
育
委
員
会
は
、
県
選
定
保
存
技
術
に
つ
い
て
保
存
の
措
置
を
講
ず
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
定
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
教
育
委
員
会
は
、
保
持
者
が
心
身
の
故
障
の
た
め
保
持
者
と
し
て
適
当
で
な
く

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
保
存
団
体
が
保
存
団
体
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
保
持
者
又
は
保
存
団
体

の
認
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
～
５

 
略

 

６
 
保
持
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
存
団
体
が
解
散
し
た
と
き
（
消
滅
し
た
と
き

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
保
持
者
又
は
保
存
団
体
の
認
定
は

解
除
さ
れ
た
も
の
と
し
、
保
持
者
の
す
べ
て
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
保
存
団
体
の

す
べ
て
が
解
散
し
た
と
き
は
、
当
該
県
選
定
保
存
技
術
の
選
定
は
、
解
除
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
旨
を
県
公
報
で
告
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
保
存
）

 

第
4
0
条
の
９

 
教
育
委
員
会
は
、
県
選
定
保
存
技
術
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
県
選
定
保
存
技
術
に
つ
い
て
自
ら
記
録
の
作
成
、
伝
承
者
の
養
成
そ

の
他
そ
の
保
存
の
た
め
適
当
な
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

 

２
・
３

 
略

 

 

（
保
存
に
関
す
る
指
導
又
は
助
言
）

 

第
4
0
条
の

1
0
 
教
育
委
員
会
は
、
県
選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
又
は
保
存
団
体
そ
の
他

そ
の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な

指
導
又
は
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 第
4
1
条

 
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
教
育
委
員
会
に
提
出
す
べ
き
届
書
そ
の
他
の
書
類

は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
を
経
由
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 第
4
2
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

 第
4
5
条

 
第

1
3
条
又
は
第

3
8
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
教
育
委
員
会
の
許
可
を
受
け

ず
、
若
し
く
は
そ
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
い
で
、
県
指
定
有
形
文
化
財
若
し
く
は

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
 
（
栃
木
県
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

 

 
４

 
前
項
の
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 

 
 
（
栃
木
県
立
美
術
館
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
５

 
栃
木
県
立
美
術
館
条
例
（
昭
和

4
7
年
栃
木
県
条
例
第

3
0
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
を
変
更
し
、
若
し
く
は
そ
の
保
存
に
影
響
を

及
ぼ
す
行
為
を
し
、
又
は
知
事
あ
あ
あ
の
現
状
の
変
更
若
し
く
は
保
存
に
影
響
を
及

ぼ
す
行
為
の
停
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者
は
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
若
し
く
は

科
料
に
処
す
る
。

 

県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
を
変
更
し
、
若
し
く
は
そ
の
保
存
に
影
響
を

及
ぼ
す
行
為
を
し
、
又
は
教
育
委
員
会
の
現
状
の
変
更
若
し
く
は
保
存
に
影
響
を
及

ぼ
す
行
為
の
停
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者
は
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
若
し
く
は

科
料
に
処
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
観
覧
料
）

 

第
４
条

 
略

 

２
 
美
術
館
の
特
別
展
（
常
設
展
以
外
の
美
術
資
料
の
展
示
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
観
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
表
第
２
に
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
知
事

あ
あ
あ
が
特
別
展
開
催
の
都
度
所
要
経
費
を
勘
案
し
て
定
め
る
額
の
観
覧
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
・
４

 
略

 

 

（
撮
影
等
の
許
可
及
び
料
金
）

 

第
５
条

 
学
術
研
究
等
の
た
め
、
美
術
館
に
展
示
さ
れ
、
又
は
保
管
さ
れ
て
い
る
美
術

資
料
の
撮
影
、
模
写
又
は
模
造
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
あ
あ
あ
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
前
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
１
点
１
回
に
つ
き
、

3
,
3
6
0
円
の
範
囲
内
で
知
事

あ
あ
あ
が
定
め
る
額
の
撮
影
等
料
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
不
還
付
）

 

第
６
条

 
既
に

 
納
付
さ
れ
た
観
覧
料
又
は
撮
影
等
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ

し
、
知
事
あ
あ
あ
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
免
除
）

 

第
７
条

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
観
覧
料
又
は
撮

影
等
料
金
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
観
覧
料
）

 

第
４
条

 
略

 

２
 
美
術
館
の
特
別
展
（
常
設
展
以
外
の
美
術
資
料
の
展
示
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
観
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
表
第
２
に
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
教
育

委
員
会
が
特
別
展
開
催
の
つ
ど
所
要
経
費
を
勘
案
し
て
定
め
る
額
の
観
覧
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
・
４

 
略

 

 

（
撮
影
等
の
許
可
及
び
料
金
）

 

第
５
条

 
学
術
研
究
等
の
た
め
、
美
術
館
に
展
示
さ
れ
、
又
は
保
管
さ
れ
て
い
る
美
術

資
料
の
撮
影
、
模
写
又
は
模
造
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
委
員
会
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
前
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
１
点
１
回
に
つ
き
、

3
,
3
6
0
円
の
範
囲
内
で
教
育

委
員
会
が
定
め
る
額
の
撮
影
等
料
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
不
還
付
）

 

第
６
条

 
す
で
に
納
付
さ
れ
た
観
覧
料
又
は
撮
影
等
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ

し
、
教
育
委
員
会
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
免
除
）

 

第
７
条

 
教
育
委
員
会
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
観
覧
料
又
は
撮

影
等
料
金
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 



（15）号外第65号栃 木 県 公 報令和４（2022）年12月22日　木曜日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
 
（
栃
木
県
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

 

 
４

 
前
項
の
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 

 
 
（
栃
木
県
立
美
術
館
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
５

 
栃
木
県
立
美
術
館
条
例
（
昭
和

4
7
年
栃
木
県
条
例
第

3
0
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
を
変
更
し
、
若
し
く
は
そ
の
保
存
に
影
響
を

及
ぼ
す
行
為
を
し
、
又
は
知
事
あ
あ
あ
の
現
状
の
変
更
若
し
く
は
保
存
に
影
響
を
及

ぼ
す
行
為
の
停
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者
は
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
若
し
く
は

科
料
に
処
す
る
。

 

県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
を
変
更
し
、
若
し
く
は
そ
の
保
存
に
影
響
を

及
ぼ
す
行
為
を
し
、
又
は
教
育
委
員
会
の
現
状
の
変
更
若
し
く
は
保
存
に
影
響
を
及

ぼ
す
行
為
の
停
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者
は
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
若
し
く
は

科
料
に
処
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
観
覧
料
）

 

第
４
条

 
略

 

２
 
美
術
館
の
特
別
展
（
常
設
展
以
外
の
美
術
資
料
の
展
示
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
観
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
表
第
２
に
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
知
事

あ
あ
あ
が
特
別
展
開
催
の
都
度
所
要
経
費
を
勘
案
し
て
定
め
る
額
の
観
覧
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
・
４

 
略

 

 

（
撮
影
等
の
許
可
及
び
料
金
）

 

第
５
条

 
学
術
研
究
等
の
た
め
、
美
術
館
に
展
示
さ
れ
、
又
は
保
管
さ
れ
て
い
る
美
術

資
料
の
撮
影
、
模
写
又
は
模
造
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
あ
あ
あ
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
前
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
１
点
１
回
に
つ
き
、

3
,
3
6
0
円
の
範
囲
内
で
知
事

あ
あ
あ
が
定
め
る
額
の
撮
影
等
料
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
不
還
付
）

 

第
６
条

 
既
に

 
納
付
さ
れ
た
観
覧
料
又
は
撮
影
等
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ

し
、
知
事
あ
あ
あ
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
免
除
）

 

第
７
条

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
観
覧
料
又
は
撮

影
等
料
金
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
観
覧
料
）

 

第
４
条

 
略

 

２
 
美
術
館
の
特
別
展
（
常
設
展
以
外
の
美
術
資
料
の
展
示
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
観
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
表
第
２
に
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
教
育

委
員
会
が
特
別
展
開
催
の
つ
ど
所
要
経
費
を
勘
案
し
て
定
め
る
額
の
観
覧
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
・
４

 
略

 

 

（
撮
影
等
の
許
可
及
び
料
金
）

 

第
５
条

 
学
術
研
究
等
の
た
め
、
美
術
館
に
展
示
さ
れ
、
又
は
保
管
さ
れ
て
い
る
美
術

資
料
の
撮
影
、
模
写
又
は
模
造
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
委
員
会
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
前
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
１
点
１
回
に
つ
き
、

3
,
3
6
0
円
の
範
囲
内
で
教
育

委
員
会
が
定
め
る
額
の
撮
影
等
料
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
不
還
付
）

 

第
６
条

 
す
で
に
納
付
さ
れ
た
観
覧
料
又
は
撮
影
等
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ

し
、
教
育
委
員
会
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
免
除
）

 

第
７
条

 
教
育
委
員
会
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
観
覧
料
又
は
撮

影
等
料
金
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

 
 
（
栃
木
県
文
化
財
保
護
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
６

 
栃
木
県
文
化
財
保
護
審
議
会
条
例
（
昭
和

5
1
年
栃
木
県
条
例
第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

（
観
覧
の
拒
否
等
）

 

第
８
条

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
迷
惑
を
か
け
る
等
美
術
館

の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
観
覧
を
拒
否
し
、
又
は

退
館
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
委
任
）

 

第
1
1
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則

 
 

 
 

 
で
定
め
る
。

 

 

（
観
覧
の
拒
否
等
）

 

第
８
条

 
教
育
委
員
会
は
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
迷
惑
を
か
け
る
等
美
術
館

の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
観
覧
を
拒
否
し
、
又
は

退
館
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
委
任
）

 

第
1
1
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
設
置
）

 

第
１
条

 
文
化
財
保
護
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
1
4
号
）
第

1
9
0
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

栃
木
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
栃
木
県
文
化
財
保
護

審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

 

 

（
所
掌
事
務
）

 

第
２
条

 
審
議
会
は
、
知
事
あ
あ
あ
の
諮
問
に
応
じ
て
、
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に

関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
て
知
事
あ

あ
あ
に
建
議
す
る
。

 

 

（
組
織
）

 

第
３
条

 
略

 

２
 
略

 

３
 
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う

ち
か
ら
、
知
事
あ
あ
あ
が
委
嘱
す
る
。

 

 

（
部
会
）

 

第
７
条

 
審
議
会
に
、
規
則
で

 
 

 
 

 
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

 

 

（
設
置
）

 

第
１
条

 
文
化
財
保
護
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
1
4
号
）
第

1
9
0
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

栃
木
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
栃
木
県
文
化
財
保
護

審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

 

 

（
所
掌
事
務
）

 

第
２
条

 
審
議
会
は
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
、
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に

関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
て
教
育
委

員
会
に
建
議
す
る
。

 

 

（
組
織
）

 

第
３
条

 
略

 

２
 
略

 

３
 
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う

ち
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

 

 

（
部
会
）

 

第
７
条

 
審
議
会
に
、
教
育
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。
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0
0
 
 

 
 
（
栃
木
県
立
博
物
館
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
７

 
栃
木
県
立
博
物
館
条
例
（
昭
和

5
7
年
栃
木
県
条
例
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

（
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
８
条

 
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

は
、

 
 
 

 
 
 
規
則
で
定
め
る
。

 

（
教
育
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
８
条

 
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

は
、
教
育
委
員
会
が
規
則
で
定
め
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
観
覧
料
）

 

第
４
条

 
略

 

２
 
博
物
館
に
お
い
て
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、
当
該
展

示
に
係
る
博
物
館
資
料
を
観
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
表
第
２
に
定
め
る
額
の
範

囲
内
に
お
い
て
知
事
あ
あ
あ
が
当
該
展
示
に
係
る
所
要
経
費
を
勘
案
し
て
定
め
る
額

の
観
覧
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
・
４

 
略

 

 

（
撮
影
等
の
許
可
及
び
料
金
）

 

第
５
条

 
学
術
研
究
等
の
た
め
、
博
物
館
に
展
示
さ
れ
、
又
は
保
管
さ
れ
て
い
る
博
物

館
資
料
の
撮
影
、
模
写
、
模
造
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
あ
あ
あ
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
前
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
１
点
１
回
に
つ
き
、

3
,
3
6
0
円
の
範
囲
内
で
規
則

あ
 

 
 
 
で
定
め
る
額
の
撮
影
等
料
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
不
還
付
）

 

第
６
条

 
既
に
納
付
さ
れ
た
観
覧
料
又
は
撮
影
等
料
金
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、

知
事
あ
あ
あ
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
還

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
免
除
）

 

第
７
条

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
観
覧
料
又
は
撮

影
等
料
金
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
入
館
の
拒
否
等
）

 

（
観
覧
料
）

 

第
４
条

 
略

 

２
 
博
物
館
に
お
い
て
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、
当
該
展

示
に
係
る
博
物
館
資
料
を
観
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
表
第
２
に
定
め
る
額
の
範

囲
内
に
お
い
て
教
育
委
員
会
が
当
該
展
示
に
係
る
所
要
経
費
を
勘
案
し
て
定
め
る
額

の
観
覧
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
・
４

 
略

 

 

（
撮
影
等
の
許
可
及
び
料
金
）

 

第
５
条

 
学
術
研
究
等
の
た
め
、
博
物
館
に
展
示
さ
れ
、
又
は
保
管
さ
れ
て
い
る
博
物

館
資
料
の
撮
影
、
模
写
、
模
造
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
委
員
会
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
前
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
１
点
１
回
に
つ
き
、

3
,
3
6
0
円
の
範
囲
内
で
教
育

委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
の
撮
影
等
料
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
不
還
付
）

 

第
６
条

 
既
に
納
付
さ
れ
た
観
覧
料
又
は
撮
影
等
料
金
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、

教
育
委
員
会
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
還

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
観
覧
料
等
の
免
除
）

 

第
７
条

 
教
育
委
員
会
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
観
覧
料
又
は
撮

影
等
料
金
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
入
館
の
拒
否
等
）

 

  

 
 
（
栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
８

 
栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
３
年
栃
木
県
条
例
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
（
栃
木
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
９

 
栃
木
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成

1
1
年
栃
木
県
条
例
第

3
1
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

第
８
条

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
迷
惑
を
か
け
る
等
博
物
館

の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
入
館
を
拒
否
し
、
又
は

退
館
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
1
1
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則

 
 

 
 

 
で
定
め
る
。

 

第
８
条

 
教
育
委
員
会
は
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
迷
惑
を
か
け
る
等
博
物
館

の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
入
館
を
拒
否
し
、
又
は

退
館
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
教
育
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
1
1
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改
 

 
 
正

 
 

 
前

 

（
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
４
条

 
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
規
則

 
 

 
 
 
で
定
め
る
。

 

（
教
育
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
４
条

 
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
趣
旨
）

 

第
１
条

 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和

2
2
年
法
律
第

6
7
号
）
第

2
5
2
条
の

1
7
の

２
第
１
項
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

3
1
年
法

律
第

1
6
2
号
）
第

5
5
条
第

1
0
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
同
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町
村
が
処
理
す
る
こ

と
と
す
る
こ
と
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 別
表
第
１
（
第
２
条
、
第
３
条
関
係
）

 

１
～
６
の
２

 
略

 
 

６
の
３

 
文
化
財
保
護
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
1
4
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
法
第

3
1
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
及
び
知
事

市
町

 

（
趣
旨
）

 

第
１
条

 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和

2
2
年
法
律
第

6
7
号
）
第

2
5
2
条
の

1
7
の

２
第
１
項
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

3
1
年
法

律
第

1
6
2
号
）
第

5
5
条
第

1
0
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
同
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町
村
が
処
理
す
る
こ

と
と
す
る
こ
と
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 別
表
第
１
（
第
２
条
、
第
３
条
関
係
）

 

１
～
６
の
２

 
略

 
 

６
の
３

 
文
化
財
保
護
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
1
4
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
法
第

3
1
条
第
３
項
（
法
第

6
0
条
第
４
項
（
法
第

9
0
条
第
３

市
町
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（
栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
８

 
栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
３
年
栃
木
県
条
例
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 
（
栃
木
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
９

 
栃
木
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成

1
1
年
栃
木
県
条
例
第

3
1
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

第
８
条

 
知
事
あ
あ
あ
は
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
迷
惑
を
か
け
る
等
博
物
館

の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
入
館
を
拒
否
し
、
又
は

退
館
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
1
1
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則

 
 

 
 

 
で
定
め
る
。

 

第
８
条

 
教
育
委
員
会
は
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
迷
惑
を
か
け
る
等
博
物
館

の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
入
館
を
拒
否
し
、
又
は

退
館
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
教
育
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
1
1
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
４
条

 
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
規
則

 
 

 
 
 
で
定
め
る
。

 

（
教
育
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
４
条

 
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
趣
旨
）

 

第
１
条

 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和

2
2
年
法
律
第

6
7
号
）
第

2
5
2
条
の

1
7
の

２
第
１
項
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

3
1
年
法

律
第

1
6
2
号
）
第

5
5
条
第

1
0
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
同
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町
村
が
処
理
す
る
こ

と
と
す
る
こ
と
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 別
表
第
１
（
第
２
条
、
第
３
条
関
係
）

 

１
～
６
の
２

 
略

 
 

６
の
３

 
文
化
財
保
護
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
1
4
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
法
第

3
1
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
及
び
知
事

市
町

 

（
趣
旨
）

 

第
１
条

 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和

2
2
年
法
律
第

6
7
号
）
第

2
5
2
条
の

1
7
の

２
第
１
項
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

3
1
年
法

律
第

1
6
2
号
）
第

5
5
条
第

1
0
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
同
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町
村
が
処
理
す
る
こ

と
と
す
る
こ
と
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 別
表
第
１
（
第
２
条
、
第
３
条
関
係
）

 

１
～
６
の
２

 
略

 
 

６
の
３

 
文
化
財
保
護
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
1
4
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
法
第

3
1
条
第
３
項
（
法
第

6
0
条
第
４
項
（
法
第

9
0
条
第
３

市
町

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

へ
の
送
付
（
以
下
「
受
理
等
」
と
い
う
。
）

 

(
2
)
 
法
第

3
2
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
)
 
法
第

3
3
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
)
 
法
第

3
4
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
5
)
 
法
第

4
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
6
)
 
法
第

4
3
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
7
)
 
法
第

4
4
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
8
)
 
法
第

4
6
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
理
等

 

(
9
)
 
法
第

5
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
1
0
)
 
法
第

6
0
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
1
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
1
)
 
法
第

6
0
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
2
条
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
法
第

6
1
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
3
)
 
法
第

6
2
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
4
)
 
法
第

6
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
5
)
 
法
第

6
5
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
6
)
 
法
第

7
3
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
7
)
 
法
第

8
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
1
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
8
)
 
法
第

8
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
2
条
の
規
定
に
よ

る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
9
)
 
法
第

8
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
3
条
の
規
定
に
よ

る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
0
)
 
法
第

8
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
4
条
の
規
定
に
よ

る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
1
)
 
法
第

8
1
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
2
)
 
法
第

8
2
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
2
3
)
 
法
第

8
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

4
6
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
る
申
出
の
受
理
等

 

(
2
4
)
 
法
第

8
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
)
 
法
第

3
4
条
（
法
第

8
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
5
)
 
法
第

4
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
6
)
 
法
第

4
3
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
7
)
 
法
第

4
4
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
8
)
 
法
第

4
6
条
第
１
項
（
法
第

8
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
理
等

 

(
9
)
 
法
第

5
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
1
0
)
 
法
第

6
1
条
（
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
1
)
 
法
第

6
2
条
（
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
法
第

6
4
条
第
１
項
（
法
第

9
0
条
第
３
項
及
び
第

1
3
3
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出

の
受
理
等

 

(
1
3
)
 
法
第

6
5
条
第
１
項
（
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
4
)
 
法
第

7
3
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等
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0
0
 
 

へ
の
送
付
（
以
下
「
受
理
等
」
と
い
う
。
）

 

(
2
)
 
法
第

3
2
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
)
 
法
第

3
3
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
)
 
法
第

3
4
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
5
)
 
法
第

4
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
6
)
 
法
第

4
3
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
7
)
 
法
第

4
4
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
8
)
 
法
第

4
6
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
理
等

 

(
9
)
 
法
第

5
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
1
0
)
 
法
第

6
0
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
1
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
1
)
 
法
第

6
0
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
2
条
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
法
第

6
1
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
3
)
 
法
第

6
2
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
4
)
 
法
第

6
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
5
)
 
法
第

6
5
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
6
)
 
法
第

7
3
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
7
)
 
法
第

8
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
1
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
8
)
 
法
第

8
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
2
条
の
規
定
に
よ

る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
9
)
 
法
第

8
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
3
条
の
規
定
に
よ

る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
0
)
 
法
第

8
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
4
条
の
規
定
に
よ

る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
1
)
 
法
第

8
1
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
2
)
 
法
第

8
2
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
2
3
)
 
法
第

8
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

4
6
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
る
申
出
の
受
理
等

 

(
2
4
)
 
法
第

8
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
)
 
法
第

3
4
条
（
法
第

8
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
5
)
 
法
第

4
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
6
)
 
法
第

4
3
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
7
)
 
法
第

4
4
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
8
)
 
法
第

4
6
条
第
１
項
（
法
第

8
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
理
等

 

(
9
)
 
法
第

5
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
1
0
)
 
法
第

6
1
条
（
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
1
)
 
法
第

6
2
条
（
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
法
第

6
4
条
第
１
項
（
法
第

9
0
条
第
３
項
及
び
第

1
3
3
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出

の
受
理
等

 

(
1
3
)
 
法
第

6
5
条
第
１
項
（
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
4
)
 
法
第

7
3
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
5
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
0
条
第
４

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
1
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
受
理
等

 

(
2
6
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
0
条
第
４

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
2
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受

理
等

 

(
2
7
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
1
条
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
8
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
2
条
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
9
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
4
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
0
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
5
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
1
)
 
法
第

9
2
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
2
)
 
法
第

9
3
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

9
2
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
3
)
 
法
第

9
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
等

 

(
3
4
)
 
法
第

9
6
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
5
)
 
法
第

9
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
等

 

(
3
6
)
 
法
第

1
1
5
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
7
)
 
法
第

1
1
8
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
3
条
の
規
定
に

よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
8
)
 
法
第

1
1
9
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
1
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
9
)
 
法
第

1
2
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
2
条
の
規
定
に

よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
0
)
 
法
第

1
2
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
3
条
の
規
定
に

よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
1
)
 
法
第

1
2
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
1
5
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
2
)
 
法
第

1
2
5
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

(
1
5
)
 
法
第

8
1

(
1
6
)
 
法
第

8
2

(
1
7
)
 
法
第

8
4

(
1
8
)
 
法
第

9
2
条
第
１
項
（
法
第

9
3

(
1
9
)
 
法
第

9
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
等

 

(
2
0
)
 
法
第

9
6
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
1
)
 
法
第

9
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
等

 

(
2
2
)
 
法
第

1
1
5
条
第
２
項
（
法
第

1
2
0
条
及
び
第

1
3
3
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受

理
等

 

(
2
3
)
 
法
第

1
2
5
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

理
等

 

(
2
4
)
 
法
第

1
2
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
5
)
 
法
第

1
3
6
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
6
)
 
法
第

1
3
9
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

６
の
４

 
栃
木
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和

3
8
年
栃
木
県
条
例
第

2
0
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
及
び
条

例
の
施
行
の
た
め
の
教
育
委
員
会
規
則
に
基
づ
く
事
務
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
条
例
第
５
条
第
５
項
（
条
例
第

2
7
条
第
８
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
返
付
指
定
書
の
受

理
等

 

(
2
)
 
条
例
第
６
条
第
３
項
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
3
)
 
条
例
第
７
条
第
１
項
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

等
 

(
4
)
 
条
例
第
８
条
第
２
項
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
5
)
 
条
例
第
８
条
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

第
１
号
か
ら
第

1
2
号
ま
で
及
び

第
1
4
号
に
掲
げ

る
事
務
に
あ
っ

て
は
市
町
、
第

1
3
号
及
び
第

1
5

号
に
掲
げ
る
事

務
に
あ
っ
て
は

市
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(
2
5
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
0
条
第
４

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
1
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
受
理
等

 

(
2
6
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
0
条
第
４

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
2
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受

理
等

 

(
2
7
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
1
条
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
8
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
2
条
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
9
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
4
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
0
)
 
法
第

9
0
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
5
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
1
)
 
法
第

9
2
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
2
)
 
法
第

9
3
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

9
2
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
3
)
 
法
第

9
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
等

 

(
3
4
)
 
法
第

9
6
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
5
)
 
法
第

9
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
等

 

(
3
6
)
 
法
第

1
1
5
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
7
)
 
法
第

1
1
8
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
3
条
の
規
定
に

よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
8
)
 
法
第

1
1
9
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
1
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
3
9
)
 
法
第

1
2
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
2
条
の
規
定
に

よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
0
)
 
法
第

1
2
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
3
条
の
規
定
に

よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
1
)
 
法
第

1
2
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
1
5
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
2
)
 
法
第

1
2
5
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

(
1
5
)
 
法
第

8
1

(
1
6
)
 
法
第

8
2

(
1
7
)
 
法
第

8
4

(
1
8
)
 
法
第

9
2
条
第
１
項
（
法
第

9
3

(
1
9
)
 
法
第

9
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
等

 

(
2
0
)
 
法
第

9
6
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
1
)
 
法
第

9
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
等

 

(
2
2
)
 
法
第

1
1
5
条
第
２
項
（
法
第

1
2
0
条
及
び
第

1
3
3
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受

理
等

 

(
2
3
)
 
法
第

1
2
5
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

理
等

 

(
2
4
)
 
法
第

1
2
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
5
)
 
法
第

1
3
6
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
6
)
 
法
第

1
3
9
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

６
の
４

 
栃
木
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和

3
8
年
栃
木
県
条
例
第

2
0
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
及
び
条

例
の
施
行
の
た
め
の
教
育
委
員
会
規
則
に
基
づ
く
事
務
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
条
例
第
５
条
第
５
項
（
条
例
第

2
7
条
第
８
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
返
付
指
定
書
の
受

理
等

 

(
2
)
 
条
例
第
６
条
第
３
項
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
3
)
 
条
例
第
７
条
第
１
項
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

等
 

(
4
)
 
条
例
第
８
条
第
２
項
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
5
)
 
条
例
第
８
条
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

第
１
号
か
ら
第

1
2
号
ま
で
及
び

第
1
4
号
に
掲
げ

る
事
務
に
あ
っ

て
は
市
町
、
第

1
3
号
及
び
第

1
5

号
に
掲
げ
る
事

務
に
あ
っ
て
は

市
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

理
等

 

(
4
3
)
 
法
第

1
2
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
4
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
4
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
5
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
1
5
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
6
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
1
8
条
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第

3
3
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
7
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
1
9
条
第
２
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
1
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の

受
理
等

 

(
4
8
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
2
0
条
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第

3
2
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
9
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
2
0
条
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第

3
3
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
5
0
)
 
法
第

1
3
6
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
5
1
)
 
法
第

1
3
9
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

 

６
の
４

 
栃
木
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和

3
8
年
栃
木
県
条
例
第

2
0
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
及
び
条

例
の
施
行
の
た
め
の
規
則
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ

る
も
の

 

(
1
)
 
条
例
第
５
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
返
付
指
定
書
の
受
理

等
 

(
2
)
 
条
例
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
3
)
 
条
例
第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
)
 
条
例
第
７
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
5
)
 
条
例
第
８
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
6
)
 
条
例
第
９
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
7
)
a
条
例
第

1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理

あ
等

 

(
8
)
 
条
例
第

1
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
9
)
 
条
例
第

1
8
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

 

市
町
（
第

2
1
号

及
び
第

2
3
号
に

掲
げ
る
事
務
に

あ
っ
て
は
町
を

除
く
。
）

 

(
6
)
 

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

 

(
7
)
 
条
例
第

1
3

 

 
等

 

(
8
)
 
条
例
第

1
4

2
9
条
及
び
第

3
9
条
に
お
い

等
 

(
9
)
 
条
例
第

1
8
条
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

 

(
1
0
)
 
条
例
第

2
2
条
（
条
例
第

4
0
条
の
８
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
1
)
 
条
例
第

2
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
条
例
第

3
7
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
3
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
一
の
市
の

区
域
内
に
存
す
る
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る

別
に
教
則
で
定
め
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

 

(
1
4
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

理
等
（
前
号
の
許
可
に
係
る
も
の
を
除
く
。

)
 

(
1
5
)
 
条
例
第

3
8
条
第
３

 

   項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
3
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
命

令
及
び
許
可
の
取
消
し
（
第

1
3
号
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
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0
0
 
 

理
等

 

(
4
3
)
 
法
第

1
2
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
4
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

6
4
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
5
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
1
5
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
6
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
1
8
条
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第

3
3
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
7
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
1
9
条
第
２
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第

3
1
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の

受
理
等

 

(
4
8
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
2
0
条
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第

3
2
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
9
)
 
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

1
2
0
条
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第

3
3
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
5
0
)
 
法
第

1
3
6
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
5
1
)
 
法
第

1
3
9
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

 

６
の
４

 
栃
木
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和

3
8
年
栃
木
県
条
例
第

2
0
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
及
び
条

例
の
施
行
の
た
め
の
規
則
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ

る
も
の

 

(
1
)
 
条
例
第
５
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
返
付
指
定
書
の
受
理

等
 

(
2
)
 
条
例
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
3
)
 
条
例
第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
4
)
 
条
例
第
７
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
5
)
 
条
例
第
８
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
6
)
 
条
例
第
９
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
7
)
a
条
例
第

1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理

あ
等

 

(
8
)
 
条
例
第

1
4
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
9
)
 
条
例
第

1
8
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

 

市
町
（
第

2
1
号

及
び
第

2
3
号
に

掲
げ
る
事
務
に

あ
っ
て
は
町
を

除
く
。
）

 

(
6
)
 

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

 

(
7
)
 
条
例
第

1
3

 

 
等

 

(
8
)
 
条
例
第

1
4

2
9
条
及
び
第

3
9
条
に
お
い

等
 

(
9
)
 
条
例
第

1
8
条
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

 

(
1
0
)
 
条
例
第

2
2
条
（
条
例
第

4
0
条
の
８
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
1
)
 
条
例
第

2
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
条
例
第

3
7
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
3
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
一
の
市
の

区
域
内
に
存
す
る
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る

別
に
教
則
で
定
め
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

 

(
1
4
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

理
等
（
前
号
の
許
可
に
係
る
も
の
を
除
く
。

)
 

(
1
5
)
 
条
例
第

3
8
条
第
３

 

   項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
3
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
命

令
及
び
許
可
の
取
消
し
（
第

1
3
号
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

 

      
 

(
1
0
)
 
条
例
第

2
2
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
1
)
 
条
例
第

2
7
条
第
８
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
５
条

第
５
項
の
規
定
に
よ
る
返
付
指
定
書
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
条
例
第

2
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
3
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
６
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
4
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
７
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
5
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
７
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
6
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
８
条
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
7
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
９
条
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
8
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
4
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
9
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
8
条
の
規
定

に
よ
る
報
告
の
徴
収

 

(
2
0
)
 
条
例
第

3
7
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
2
1
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
一
の
市
の

区
域
内
に
存
す
る
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る

別
に
規
則
で
定
め
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

 

(
2
2
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

理
等
（
前
号
の
許
可
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

 

(
2
3
)
 
条
例
第

3
8
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
3
条

第
４
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
及
び
許
可
の
取
消
し
（
第

2
1
号

の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

 

(
2
4
)
 
条
例
第

3
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
4
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
5
)
 
条
例
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
６
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
2
6
)
 
条
例
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
７
条
第
１
項
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(
1
0
)
 
条
例
第

2
2
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
1
)
 
条
例
第

2
7
条
第
８
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
５
条

第
５
項
の
規
定
に
よ
る
返
付
指
定
書
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
条
例
第

2
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
3
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
６
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
4
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
７
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
5
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
７
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
6
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
８
条
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
7
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
９
条
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
8
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
4
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
9
)
 
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
8
条
の
規
定

に
よ
る
報
告
の
徴
収

 

(
2
0
)
 
条
例
第

3
7
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
2
1
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
一
の
市
の

区
域
内
に
存
す
る
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る

別
に
規
則
で
定
め
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

 

(
2
2
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

理
等
（
前
号
の
許
可
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

 

(
2
3
)
 
条
例
第

3
8
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
3
条

第
４
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
及
び
許
可
の
取
消
し
（
第

2
1
号

の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

 

(
2
4
)
 
条
例
第

3
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
4
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
5
)
 
条
例
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
６
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
2
6
)
 
条
例
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
７
条
第
１
項
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（
栃
木
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
1
0
 
栃
木
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成

1
1
年
栃
木
県
条
例
第

3
4
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 
 

 
 

(
2
7
)
 
条
例
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
７
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
2
8
)
 
条
例
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
８
条
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
2
9
)
 
条
例
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
8
条
の
規
定

に
よ
る
報
告
の
徴
収

 

(
3
0
)
 
条
例
第

4
0
条
の
８
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

2
2
条
の

規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

７
 
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和

4
3
年
法
律
第

9
7
号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
法
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

(
2
)
～

(
2
5
)
 
略

 

略
 

８
～

4
2
 
略

 
 

 
 

 

      

 ７
 
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和

4
3
年
法
律
第

9
7
号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
法
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
及
び
知
事

へ
の
送
付
（
以
下
「
受
理
等
」
と
い
う
。
）

 

(
2
)
～

(
2
5
)
 
略

 

略
 

８
～

4
2
 
略

 
 

 
 

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
）

 

第
２
条

 
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
事
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
市
町

村
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

 

１
 
略

 
 

２
 

 
・
３

 
 

 
略

 
 

２
 
文
化
財
保
護
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
1
4
号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
法
第

3
1
条
第
３
項
（
法
第

6
0
条
第
４
項
（
法
第

9
0
条
第
３

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

8
0
条
及
び
第

市
町

 

（
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
）

 

第
２
条

 
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
事
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
市
町

村
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

 

１
 
略

 
 

１
の
２
・
１
の
３

 
略

 
 

２
 
文
化
財
保
護
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
1
4
号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
法
第

3
1
条
第
３
項
（
法
第

6
0
条
第
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項
（
法
第

9
0
条
第
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項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
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。
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及
び
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す
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す
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。
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掲
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る
。
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す
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収
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８
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和
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の
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に
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い
て
「
法
」
と
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う
。
）
に
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づ
く
事
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の
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ち
、
次
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掲
げ
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の
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)
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第
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の
規
定
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理
す
る
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務
の
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囲
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次
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表
の
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欄
に
掲
げ
る
事
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は
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の
右
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に
掲
げ
る
市
町

村
が
処
理
す
る
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と
と
す
る
。
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文
化
財
保
護
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
1
4
号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
法
第

3
1
条
第
３
項
（
法
第

6
0
条
第
４
項
（
法
第

9
0
条
第
３

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

8
0
条
及
び
第

市
町

 

（
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
）

 

第
２
条

 
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
事
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
市
町

村
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

 

１
 
略
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の
２
・
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の
３
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２
 
文
化
財
保
護
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
1
4
号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
法
第

3
1
条
第
３
項
（
法
第

6
0
条
第
４
項
（
法
第

9
0
条
第
３

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

8
0
条
及
び
第

市
町

 

 
 

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

8
0
条
及
び
第

1
2
0
条

（
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受

理
等

 

(
3
)
 
法
第

3
3
条
（
法
第

8
0
条
並
び
に
第

1
1
8
条
及
び
第

1
2
0
条

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第

1
3
3
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理
等
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法
第

3
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（
法
第

8
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
5
)
 
法
第

4
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
6
)
 
法
第

4
3
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
7
)
 
法
第

4
4
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
等

 

(
8
)
 
法
第

4
6
条
第
１
項
（
法
第

8
3
条
に
お
い
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準
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す
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場
合

を
含
む
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定
に
よ
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出
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理
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合
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出
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受
理
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項
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3
3
条

に
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用
す
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場
合
を
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の
規
定
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出
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理
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法
第
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条
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項
に
お
い
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準
用

す
る
場
合
を
含
む
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）
の
規
定
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よ
る
届
出
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受
理
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)
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の
規
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に
よ
る
届
出
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受
理
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理
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含
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届
出
の
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合
を
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3
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に
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い
て
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用
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る
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合
を
含
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）
に
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い
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用
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合
を
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の
規
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よ
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届
出
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理
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3
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3
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に
お
い
て
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用
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合

を
含
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可
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4
3
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場
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に
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い
て
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用
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を
含
む
。
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く
事
務
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
も
の

 

(
1
)
 
条
例
第
５
条
第
５
項
（
条
例
第

2
7
条
第
８
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
返
付
指
定
書
の
受

理
等

 

(
2
)
 
条
例
第
６
条
第
３
項
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
3
)
 
条
例
第
７
条
第
１
項
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

等
 

(
4
)
 
条
例
第
７
条
第
２
項
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
5
)
 
条
例
第
８
条
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
6
)
 
条
例
第
９
条
（
条
例
第

2
9
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

第
１
号
か
ら
第

1
2
号
ま
で
及
び

第
1
4
号
に
掲
げ

る
事
務
に
あ
っ

て
は
市
町
、
第

1
3
号
及
び
第

1
5

号
に
掲
げ
る
事

務
に
あ
っ
て
は

市
 

 

 
 
（
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
1
1
 
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
条
例
（
平
成

2
3
年
栃
木
県
条
例
第

2
7
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

等
 

(
9
)
 
条
例
第

1
8
条
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

 

(
1
0
)
 
条
例
第

2
2
条
（
条
例
第

4
0
条
の
８
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
1
)
 
条
例
第

2
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
条
例
第

3
7
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
3
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
一
の
市
の

区
域
内
に
存
す
る
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る

別
に
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

 

(
1
4
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

理
等
（
前
号
の
許
可
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

 

(
1
5
)
 
条
例
第

3
8
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
3
条
第

４
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
及
び
許
可
の
取
消
し
（
第

1
3
号
の
許

可
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

 

 

 
 

 

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
7
)
 
条
例
第

1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理

 

 
等

 

(
8
)
 
条
例
第

1
4
条
第
１
項
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

3
9
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

等
 

(
9
)
 
条
例
第

1
8
条
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

 

(
1
0
)
 
条
例
第

2
2
条
（
条
例
第

4
0
条
の
８
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
1
)
 
条
例
第

2
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
条
例
第

3
7
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
3
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
一
の
市
の

区
域
内
に
存
す
る
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る

別
に
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

 

(
1
4
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

理
等
（
前
号
の
許
可
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

 

(
1
5
)
 
条
例
第

3
8
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
3
条

第
４
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
及
び
許
可
の
取
消
し
（
第

1
3
号

の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

 

 
 

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
組
織
）

 

第
２
条

 
略

 

２
 
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
知
事

あ
あ
あ
が
任
命
す
る
。

 

 （
庶
務
）

 

（
組
織
）

 

第
２
条

 
略

 

２
 
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
教
育

委
員
会
が
任
命
す
る
。

 

 （
庶
務
）
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（
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
1
1
 
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
条
例
（
平
成

2
3
年
栃
木
県
条
例
第

2
7
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

等
 

(
9
)
 
条
例
第

1
8
条
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

 

(
1
0
)
 
条
例
第

2
2
条
（
条
例
第

4
0
条
の
８
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
1
)
 
条
例
第

2
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
条
例
第

3
7
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
3
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
一
の
市
の

区
域
内
に
存
す
る
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る

別
に
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

 

(
1
4
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

理
等
（
前
号
の
許
可
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

 

(
1
5
)
 
条
例
第

3
8
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
3
条
第

４
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
及
び
許
可
の
取
消
し
（
第

1
3
号
の
許

可
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

 

 

 
 

 

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
7
)
 
条
例
第

1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理

 

 
等

 

(
8
)
 
条
例
第

1
4
条
第
１
項
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

3
9
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

等
 

(
9
)
 
条
例
第

1
8
条
（
条
例
第

2
9
条
及
び
第

4
0
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

 

(
1
0
)
 
条
例
第

2
2
条
（
条
例
第

4
0
条
の
８
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
1
)
 
条
例
第

2
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

 

(
1
2
)
 
条
例
第

3
7
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

 

(
1
3
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
一
の
市
の

区
域
内
に
存
す
る
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る

別
に
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

 

(
1
4
)
 
条
例
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受

理
等
（
前
号
の
許
可
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

 

(
1
5
)
 
条
例
第

3
8
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

1
3
条

第
４
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
及
び
許
可
の
取
消
し
（
第

1
3
号

の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

 

 
 

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改
 

 
 
正

 
 

 
前

 

（
組
織
）

 

第
２
条

 
略

 

２
 
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
知
事

あ
あ
あ
が
任
命
す
る
。

 

 （
庶
務
）

 

（
組
織
）

 

第
２
条

 
略

 

２
 
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
教
育

委
員
会
が
任
命
す
る
。

 

 （
庶
務
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
 

  
 

 
 
 

  
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
栃
木
県
条
例
第

3
8
号

 

 
 

 
 
栃
木
県
立
み
か
も
自
然
の
家
設
置
及
び
管
理
条
例

 

 
 
（
設
置
）

 

第
１
条

 
三
毳
山
の
豊
か
な
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
の
多
様
な
団
体
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
学
習
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、
栃

 
 

木
県
立
み
か
も
自
然
の
家
（
以
下
「
み
か
も
自
然
の
家
」
と
い
う
。
）
を
栃
木
市
に
設
置
す
る
。

 

 
（
職
員
）

 

第
２
条

 
み
か
も
自
然
の
家
に
、
必
要
な
職
員
を
置
く
。

 

 
 
（
休
所
日
）

 

第
３
条

 
み
か
も
自
然
の
家
の
休
所
日
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

 
 
（
利
用
の
許
可
）

 

第
４
条

 
み
か
も
自
然
の
家
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
施
設
（
以
下
「
有
料
施
設
」
と
い
う
。
）
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け

 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
（
許
可
の
基
準
）

 

第
５
条

 
教
育
委
員
会
は
、
み
か
も
自
然
の
家
の
利
用
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
前
条
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
(
1
)
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

 

 
(
2
)
 
そ
の
他
み
か
も
自
然
の
家
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
き
。

 

 
 
（
許
可
の
条
件
）

 

第
６
条

 
教
育
委
員
会
は
、
第
４
条
の
許
可
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
み
か
も
自
然
の
家
の
管
理
上
必
要
な
限
度
に
お
い
て
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 
（
権
利
の
譲
渡
等
の
禁
止
）

 

第
７
条

 
第
４
条
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
許
可
利
用
者
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
許
可
に
係
る
権
利
を
譲
渡
し
、
又
は
そ
の
許
可
に
係
る
有
料
施
設
を
転
貸
し
て
は
な
ら

 
 

な
い
。

 

 
 
（
許
可
の
取
消
し
等
）

 

第
８
条

 
教
育
委
員
会
は
、
許
可
利
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
４
条
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
そ
の
利
用
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
(
1
)
 
第
５
条
各
号
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

 

 
(
2
)
 
第
６
条
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

 

 
(
3
)
 
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
４
条
の
許
可
を
受
け
た
と
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
(
4
)
 
そ
の
他
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
教
育
委
員
会
規
則
に
違
反
し
た
と
き
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
よ
り
許
可
利
用
者
に
損
失
が
生
じ
て
も
、
県
は
、
そ
の
補
償
の
責
任
を
負
わ
な
い
。

 

 
 
（
遵
守
事
項
）

 

第
９
条

 
み
か
も
自
然
の
家
の
利
用
者
は
、
そ
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
（
原
状
回
復
）

 

第
1
0
条

 
み
か
も
自
然
の
家
の
利
用
者
は
、
み
か
も
自
然
の
家
の
利
用
を
終
了
し
た
と
き
（
許
可
利
用
者
に
あ
っ
て
は
、
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た

 
 

と
き
を
含
む
。
）
は
、
直
ち
に
利
用
に
係
る
施
設
（
附
属
設
備
及
び
備
品
を
含
む
。
第

1
2
条
第
１
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
原
状
に
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

 

第
1
1
条

 
教
育
委
員
会
は
、
み
か
も
自
然
の
家
の
管
理
を
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
こ

 
 

と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
み
か
も
自
然
の
家
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
２
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
４
条
か
ら
第
６
条
ま
で
及
び
第
８
条
の

 
 

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
４
条
か
ら
第
６
条
ま
で
の
規
定
中
「
教
育
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
８
条
第
１
項
中
「
教
育
委
員
会
は
」
と
あ
る
の
は

 
 

「
指
定
管
理
者
は
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
県
」
と
あ
る
の
は
「
県
及
び
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

 

 
 
（
業
務
の
範
囲
）

 

第
1
2
条

 
指
定
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

 

 
 

(
1
)
 
み
か
も
自
然
の
家
の
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

 

 
 

(
2
)
 
有
料
施
設
の
利
用
の
許
可
に
関
す
る
こ
と
。

 

 
 

(
3
)
 
み
か
も
自
然
の
家
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

 

 
 

(
4
)
 
前
３
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

 

 
 
（
利
用
料
金
）

 

第
1
3
条

 
許
可
利
用
者
は
、
当
該
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
を
指
定
管
理
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
利
用
料
金
は
、
別
表
に
掲
げ
る
基
準
額
に

0
.
5
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
当
該
基
準
額
に

1
.
5
を
乗
じ
て
得
た
額
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
こ
の
場

 
 

合
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
利
用
料
金
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
３

 
指
定
管
理
者
は
、
利
用
料
金
を
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
す
る
。

 

 
 
（
利
用
料
金
の
免
除
等
）

 

第
1
4
条

 
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
利
用
料
金
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
し
、
又
は
還
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 
（
教
育
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
1
5
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

 
 

 
 
附

 
則

 

 
 
（
施
行
期
日
）

 

 
１

 
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
 
（
供
用
開
始
）

 

 
２

 
み
か
も
自
然
の
家
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
利
用
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
）

 
 

 

 

第
６
条

 
審
議
会
の
庶
務
は
、
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
に
お
い
て
処
理
す
る
。

 
第
６
条

 
審
議
会
の
庶
務
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

 
に
お
い
て
処
理
す
る
。
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0
0
 
 

 
(
4
)
 
そ
の
他
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
教
育
委
員
会
規
則
に
違
反
し
た
と
き
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
よ
り
許
可
利
用
者
に
損
失
が
生
じ
て
も
、
県
は
、
そ
の
補
償
の
責
任
を
負
わ
な
い
。

 

 
 
（
遵
守
事
項
）

 

第
９
条

 
み
か
も
自
然
の
家
の
利
用
者
は
、
そ
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
（
原
状
回
復
）

 

第
1
0
条

 
み
か
も
自
然
の
家
の
利
用
者
は
、
み
か
も
自
然
の
家
の
利
用
を
終
了
し
た
と
き
（
許
可
利
用
者
に
あ
っ
て
は
、
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た

 
 

と
き
を
含
む
。
）
は
、
直
ち
に
利
用
に
係
る
施
設
（
附
属
設
備
及
び
備
品
を
含
む
。
第

1
2
条
第
１
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
原
状
に
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

 

第
1
1
条

 
教
育
委
員
会
は
、
み
か
も
自
然
の
家
の
管
理
を
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
こ

 
 

と
が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
み
か
も
自
然
の
家
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
２
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
４
条
か
ら
第
６
条
ま
で
及
び
第
８
条
の

 
 

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
４
条
か
ら
第
６
条
ま
で
の
規
定
中
「
教
育
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
８
条
第
１
項
中
「
教
育
委
員
会
は
」
と
あ
る
の
は

 
 

「
指
定
管
理
者
は
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
県
」
と
あ
る
の
は
「
県
及
び
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

 

 
 
（
業
務
の
範
囲
）

 

第
1
2
条

 
指
定
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

 

 
 

(
1
)
 
み
か
も
自
然
の
家
の
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

 

 
 

(
2
)
 
有
料
施
設
の
利
用
の
許
可
に
関
す
る
こ
と
。

 

 
 

(
3
)
 
み
か
も
自
然
の
家
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

 

 
 

(
4
)
 
前
３
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

 

 
 
（
利
用
料
金
）

 

第
1
3
条

 
許
可
利
用
者
は
、
当
該
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
を
指
定
管
理
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
利
用
料
金
は
、
別
表
に
掲
げ
る
基
準
額
に

0
.
5
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
当
該
基
準
額
に

1
.
5
を
乗
じ
て
得
た
額
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
こ
の
場

 
 

合
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
利
用
料
金
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
３

 
指
定
管
理
者
は
、
利
用
料
金
を
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
す
る
。

 

 
 
（
利
用
料
金
の
免
除
等
）

 

第
1
4
条

 
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
利
用
料
金
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
し
、
又
は
還
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 
（
教
育
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

 

第
1
5
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

 

 
 

 
 
附

 
則

 

 
 
（
施
行
期
日
）

 

 
１

 
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
 
（
供
用
開
始
）

 

 
２

 
み
か
も
自
然
の
家
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
利
用
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
 
（
栃
木
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
３

 
栃
木
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和

4
9
年
栃
木
県
条
例
第
６
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
別
表
（
第
４
条
、
第

1
3
条
関
係
）

 

 
１

 
宿
泊
室

 

利
用

者
区

分
 
基
準
額
（
１
人
１
泊
に
つ
き
）

 

県
内
に
居
住
す
る
者

 
高

校
生

等
以

下
 

3
,
0
0
0
円

 

そ
の

他
の

者
 

4
,
0
0
0
円

 

県
外
に
居
住
す
る
者

 
高

校
生

等
以

下
 

4
,
0
0
0
円

 

そ
の

他
の

者
 

5
,
0
0
0
円

 

備
考

 

 
 
１

 
「
高
校
生
等
」
と
は
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
学
校
そ
の
他
の
施
設
の
学
生
及
び
生
徒
を
い
う
。

 

 
 
２

 
中
学
校
生
徒
以
下
の
者
（
義
務
教
育
を
終
了
し
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
学
校
教
育
活
動
等
（
県
内
に
所
在
す
る
保
育
所
若
し
く
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

 
 

も
園
に
お
け
る
保
育
の
一
環
又
は
県
内
に
所
在
す
る
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
、
特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
、
小
学

 
 

部
若
し
く
は
中
学
部
若
し
く
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
学
校
教
育
活
動
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
み
か
も
自
然
の
家
を
利
用
す
る
場
合
の
当
該
者

 
 

に
係
る
宿
泊
室
の
利
用
料
金
は
、
無
料
と
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改
 

 
 
正

 
 

 
前

 

（
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
北
・
中
央
エ
リ
ア
の
管
理
等
）

 

第
1
5
条

 
第
７
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、
第

1
1
条
の
２
、
第

1
1
条
の
３
、
第

1
4
条
の
２

並
び
に
第

1
4
条
の
３
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
北
・
中
央
エ

リ
ア
、
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
東
エ
リ
ア
及
び
栃
木
県
立
み
か
も
自
然
の
家
の
管
理

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
。

 

２
 
略

 

 別
表
第
１
（
第
７
条
関
係
）

 

１
～
５

 
略

 

６
 
栃
木
県
み
か
も
山
公
園

 

(
1
)
～

(
3
)
 
略

 

(
4
)
 
教
養
施
設

 

施
設

名
 
栃
木
県
立
み
か
も
自
然
の
家

 

 
 

７
～
９

 
略

 

（
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
北
・
中
央
エ
リ
ア
の
管
理
等
）

 

第
1
5
条

 
第
７
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、
第

1
1
条
の
２
、
第

1
1
条
の
３
、
第

1
4
条
の
２

並
び
に
第

1
4
条
の
３
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
北
・
中
央
エ

リ
ア
及
び
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
東
エ
リ
ア

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
の
管
理

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
。

 

２
 
略

 

 別
表
第
１
（
第
７
条
関
係
）

 

１
～
５

 
略

 

６
 
栃
木
県
み
か
も
山
公
園

 

(
1
)
～

(
3
)
 
略

 

(
4
)
 
教
養
施
設

 

施
設

名
 
栃
木
県
立
み
か
も
自
然
の
家

 

 
 

７
～
９

 
略
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0
0
 
 

 
 
（
栃
木
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 
３

 
栃
木
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和

4
9
年
栃
木
県
条
例
第
６
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
別
表
（
第
４
条
、
第

1
3
条
関
係
）

 

 
１

 
宿
泊
室

 

利
用

者
区

分
 
基
準
額
（
１
人
１
泊
に
つ
き
）

 

県
内
に
居
住
す
る
者

 
高

校
生

等
以

下
 

3
,
0
0
0
円

 

そ
の

他
の

者
 

4
,
0
0
0
円

 

県
外
に
居
住
す
る
者

 
高

校
生

等
以

下
 

4
,
0
0
0
円

 

そ
の

他
の

者
 

5
,
0
0
0
円

 

備
考

 

 
 
１

 
「
高
校
生
等
」
と
は
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
学
校
そ
の
他
の
施
設
の
学
生
及
び
生
徒
を
い
う
。

 

 
 
２

 
中
学
校
生
徒
以
下
の
者
（
義
務
教
育
を
終
了
し
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
学
校
教
育
活
動
等
（
県
内
に
所
在
す
る
保
育
所
若
し
く
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

 
 

も
園
に
お
け
る
保
育
の
一
環
又
は
県
内
に
所
在
す
る
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
、
特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
、
小
学

 
 

部
若
し
く
は
中
学
部
若
し
く
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
学
校
教
育
活
動
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
み
か
も
自
然
の
家
を
利
用
す
る
場
合
の
当
該
者

 
 

に
係
る
宿
泊
室
の
利
用
料
金
は
、
無
料
と
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
北
・
中
央
エ
リ
ア
の
管
理
等
）

 

第
1
5
条

 
第
７
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、
第

1
1
条
の
２
、
第

1
1
条
の
３
、
第

1
4
条
の
２

並
び
に
第

1
4
条
の
３
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
北
・
中
央
エ

リ
ア
、
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
東
エ
リ
ア
及
び
栃
木
県
立
み
か
も
自
然
の
家
の
管
理

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
。

 

２
 
略

 

 別
表
第
１
（
第
７
条
関
係
）

 

１
～
５

 
略

 

６
 
栃
木
県
み
か
も
山
公
園

 

(
1
)
～

(
3
)
 
略

 

(
4
)
 
教
養
施
設

 

施
設

名
 
栃
木
県
立
み
か
も
自
然
の
家

 

 
 

７
～
９

 
略

 

（
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
北
・
中
央
エ
リ
ア
の
管
理
等
）

 

第
1
5
条

 
第
７
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、
第

1
1
条
の
２
、
第

1
1
条
の
３
、
第

1
4
条
の
２

並
び
に
第

1
4
条
の
３
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
北
・
中
央
エ

リ
ア
及
び
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
東
エ
リ
ア

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
の
管
理

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
。

 

２
 
略

 

 別
表
第
１
（
第
７
条
関
係
）

 

１
～
５

 
略

 

６
 
栃
木
県
み
か
も
山
公
園

 

(
1
)
～

(
3
)
 
略

 

(
4
)
 
教
養
施
設

 

施
設

名
 
栃
木
県
立
み
か
も
自
然
の
家

 

 
 

７
～
９

 
略

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
0
0
 
 

 
２

 
研
修
室
等

 

区
分

 
基

 
 

 
準

 
 
 
額

 

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

 
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

 
午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

 
超
過
時
間
（
１
時
間
に
つ
き
）

 

大
研

修
室

 
1
0
,
8
0
0
円

 
1
4
,
4
0
0
円

 
1
0
,
8
0
0
円

 
3
,
6
0
0
円

 

中
研

修
室

 
１

 
5
,
4
0
0
円

 
7
,
2
0
0
円

 
5
,
4
0
0
円

 
1
,
8
0
0
円

 

２
 

5
,
4
0
0
円

 
7
,
2
0
0
円

 
5
,
4
0
0
円

 
1
,
8
0
0
円

 

体
育

館
 

7
,
2
0
0
円

 
9
,
6
0
0
円

 
7
,
2
0
0
円

 
2
,
4
0
0
円

 

音
楽

室
 

3
,
6
0
0
円

 
4
,
8
0
0
円

 
3
,
6
0
0
円

 
1
,
2
0
0
円

 

備
考

 
 

１
 
「
超
過
時
間
」
と
は
、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
及
び
午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
時
間
以
外
の
時
間
を
い
う
。

 

２
 
学
校
教
育
活
動
等
又
は
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
事
業
と
し
て
み
か
も
自
然
の
家
を
利
用
す
る
場
合
の
研
修
室
等
の
利
用
料
金
は
、
無
料
と
す
る
。

 

 
３

 
フ
ァ
イ
ア
ー
サ
ー
ク
ル

 

施
設

区
分

 
基
準
額
（
１
回
に
つ
き
）

 

フ
ァ
イ
ア
ー
サ
ー
ク
ル

 
6
,
0
0
0
円

 

 
備
考

 
学
校
教
育
活
動
等
又
は
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
事
業
と
し
て
み
か
も
自
然
の
家
を
利
用
す
る
場
合
の
フ
ァ
イ
ア
ー
サ
ー
ク
ル
の
利
用
料
金
は
、
無
料
と
す
る
。

 

 
４

 
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

 

施
設

区
分

 
基
準
額
（
１
区
画
１
泊
に
つ
き
）

 

キ
ャ

ン
プ

サ
イ

ト
 

7
,
2
0
0
円

 

備
考

 
学
校
教
育
活
動
等
と
し
て
み
か
も
自
然
の
家
を
利
用
す
る
場
合
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
（
中
学
校
生
徒
以
下
の
者
の
み
が
利
用
す
る
区
画
に
限
る
。
）
の
利
用
料
金
は
、

 
 

無
料
と
す
る
。

 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
）
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0
0
 
 

 
２

 
研
修
室
等

 

区
分

 
基

 
 

 
準

 
 
 
額

 

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

 
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

 
午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

 
超
過
時
間
（
１
時
間
に
つ
き
）

 

大
研

修
室

 
1
0
,
8
0
0
円

 
1
4
,
4
0
0
円

 
1
0
,
8
0
0
円

 
3
,
6
0
0
円

 

中
研

修
室

 
１

 
5
,
4
0
0
円

 
7
,
2
0
0
円

 
5
,
4
0
0
円

 
1
,
8
0
0
円

 

２
 

5
,
4
0
0
円

 
7
,
2
0
0
円

 
5
,
4
0
0
円

 
1
,
8
0
0
円

 

体
育

館
 

7
,
2
0
0
円

 
9
,
6
0
0
円

 
7
,
2
0
0
円

 
2
,
4
0
0
円

 

音
楽

室
 

3
,
6
0
0
円

 
4
,
8
0
0
円

 
3
,
6
0
0
円

 
1
,
2
0
0
円

 

備
考

 
 

１
 
「
超
過
時
間
」
と
は
、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
及
び
午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
時
間
以
外
の
時
間
を
い
う
。

 

２
 
学
校
教
育
活
動
等
又
は
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
事
業
と
し
て
み
か
も
自
然
の
家
を
利
用
す
る
場
合
の
研
修
室
等
の
利
用
料
金
は
、
無
料
と
す
る
。

 

 
３

 
フ
ァ
イ
ア
ー
サ
ー
ク
ル

 

施
設

区
分

 
基
準
額
（
１
回
に
つ
き
）

 

フ
ァ
イ
ア
ー
サ
ー
ク
ル

 
6
,
0
0
0
円

 

 
備
考

 
学
校
教
育
活
動
等
又
は
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
事
業
と
し
て
み
か
も
自
然
の
家
を
利
用
す
る
場
合
の
フ
ァ
イ
ア
ー
サ
ー
ク
ル
の
利
用
料
金
は
、
無
料
と
す
る
。

 

 
４

 
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

 

施
設

区
分

 
基
準
額
（
１
区
画
１
泊
に
つ
き
）

 

キ
ャ

ン
プ

サ
イ

ト
 

7
,
2
0
0
円

 

備
考

 
学
校
教
育
活
動
等
と
し
て
み
か
も
自
然
の
家
を
利
用
す
る
場
合
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
（
中
学
校
生
徒
以
下
の
者
の
み
が
利
用
す
る
区
画
に
限
る
。
）
の
利
用
料
金
は
、

 
 

無
料
と
す
る
。

 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
）

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

         
栃

木
県

条
例

第
3
9
号

 

 
 

 
 

栃
木

県
部

設
置

条
例

等
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
 

（
栃

木
県

部
設

置
条

例
の

一
部

改
正

）
 

 
第

１
条

 
栃

木
県

部
設

置
条

例
（

平
成

1
8
年

栃
木

県
条

例
第

4
9
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

 
 

 
栃

木
県

部
局

設
置

条
例

 

 （
設

置
）

 

第
１

条
 

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

1
5
8
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ

き
、

知
事

の
権

限
に

属
す

る
事

務
を

分
掌

さ
せ

る
た

め
、

次
の

部
及

び
局

を
置

く
。

 

総
合

政
策

部
 

経
営

管
理

部
 

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

部
 

 保
健

福
祉

部
 

環
境

森
林

部
 

産
業

労
働

観
光

部
 

農
政

部
 

県
土

整
備

部
 

危
機

管
理

防
災

局
 

 

（
分

掌
事

務
）

 

第
２

条
 

部
及

び
局

の
分

掌
事

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

 
(
1
)
・

(
2
)
？

略
 

 
 

 
栃

木
県

部
設

置
条

例
 

 （
設

置
）

 

第
１

条
 

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

1
5
8
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ

き
、

知
事

の
権

限
に

属
す

る
事

務
を

分
掌

さ
せ

る
た

め
、

次
の

部
あ

あ
あ

を
置

く
。

 

総
合

政
策

部
 

経
営

管
理

部
 

県
民

生
活

部
 

環
境

森
林

部
 

保
健

福
祉

部
 

 産
業

労
働

観
光

部
 

農
政

部
 

県
土

整
備

部
 

 

 

（
分

掌
事

務
）

 

第
２

条
 

部
あ

あ
あ

の
分

掌
事

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

 
(
1
)
・

(
2
)
？

略
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栃

木
県

条
例

第
3
9
号

 

 
 

 
 

栃
木

県
部

設
置

条
例

等
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
 

（
栃

木
県

部
設

置
条

例
の

一
部

改
正

）
 

 
第

１
条

 
栃

木
県

部
設

置
条

例
（

平
成

1
8
年

栃
木

県
条

例
第

4
9
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

 
 

 
栃

木
県

部
局

設
置

条
例

 

 （
設

置
）

 

第
１

条
 

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

1
5
8
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ

き
、

知
事

の
権

限
に

属
す

る
事

務
を

分
掌

さ
せ

る
た

め
、

次
の

部
及

び
局

を
置

く
。

 

総
合

政
策

部
 

経
営

管
理

部
 

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

部
 

 保
健

福
祉

部
 

環
境

森
林

部
 

産
業

労
働

観
光

部
 

農
政

部
 

県
土

整
備

部
 

危
機

管
理

防
災

局
 

 

（
分

掌
事

務
）

 

第
２

条
 

部
及

び
局

の
分

掌
事

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

 
(
1
)
・

(
2
)
？

略
 

 
 

 
栃

木
県

部
設

置
条

例
 

 （
設

置
）

 

第
１

条
 

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

1
5
8
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ

き
、

知
事

の
権

限
に

属
す

る
事

務
を

分
掌

さ
せ

る
た

め
、

次
の

部
あ

あ
あ

を
置

く
。

 

総
合

政
策

部
 

経
営

管
理

部
 

県
民

生
活

部
 

環
境

森
林

部
 

保
健

福
祉

部
 

 産
業

労
働

観
光

部
 

農
政

部
 

県
土

整
備

部
 

 

 

（
分

掌
事

務
）

 

第
２

条
 

部
あ

あ
あ

の
分

掌
事

務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

 
(
1
)
・

(
2
)
？

略
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 

（
栃

木
県

災
害

対
策

本
部

条
例

の
一

部
改

正
）

 

第
２

条
 

栃
木

県
災

害
対

策
本

部
条

例
（

昭
和

3
7
年

栃
木

県
条

例
第

4
4
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

(
3
)
?
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
部

 

 
 

ア
 

略
 

 
 

イ
 

文
化

に
関

す
る

こ
と

。
 

 
 

ウ
？

ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

こ
と

（
学

校
に

お
け

る
体

育
に

関
す

る
こ

と
を

除
 

く
。

）
。

 

 
 

 

 

(
4
)
?
略

 

(
5
)
?
環

境
森

林
部

 

ア
？

環
境

の
保

全
に

関
す

る
こ

と
。

 

イ
？

森
林

及
び

林
業

に
関

す
る

こ
と

。
 

(
6
)
～

(
8
)
？

略
 

(
9
)
?
危

機
管

理
防

災
局

 

 
 

ア
 

危
機

管
理

に
関

す
る

こ
と

。
 

 
 

イ
 

消
防

及
び

防
災

に
関

す
る

こ
と

。
 

  
 

 
附

 
則

 

１
～

2
0
？

略
 

(
3
)
?
県

民
生

活
部

あ
あ

あ
あ

 

 
 

ア
 

略
 

 
 

イ
 

防
災

そ
の

他
県

民
の

安
全

に
関

す
る

こ
と

。
 

 
 

 

(
4
)
?
環

境
森

林
部

 

ア
？

環
境

の
保

全
に

関
す

る
こ

と
。

 

イ
？

森
林

及
び

林
業

に
関

す
る

こ
と

。
 

(
5
)
?
略

 

   (
6
)
～

(
8
)
？

略
 

    

 
 

 
附

 
則

 

１
～

2
0
？

略
 

 
（

国
体

・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

局
の

設
置

）
 

2
1
 

平
成

3
1
年

４
月

１
日

か
ら

平
成

3
5
年

３
月

3
1
日

ま
で

の
間

、
地

方
自

治
法

第
1
5
8

条
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

知
事

の
権

限
に

属
す

る
事

務
を

分
掌

さ
せ

る
た

め
、

国
体

・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

局
を

置
く

。
 

 
（

国
体

・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

局
の

分
掌

事
務

）
 

2
2
？

国
体

・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

局
の

分
掌

事
務

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

 
(
1
)
?
第

7
7
回

国
民

体
育

大
会

に
関

す
る

こ
と

。
 

(
2
)
?
第

2
2
回

全
国

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
に

関
す

る
こ

と
。

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

第
２

条
 

略
 

第
２

条
 

略
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（
栃

木
県

災
害

対
策

本
部

条
例

の
一

部
改

正
）

 

第
２

条
 

栃
木

県
災

害
対

策
本

部
条

例
（

昭
和

3
7
年

栃
木

県
条

例
第

4
4
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

(
3
)
?
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
部

 

 
 

ア
 

略
 

 
 

イ
 

文
化

に
関

す
る

こ
と

。
 

 
 

ウ
？

ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

こ
と

（
学

校
に

お
け

る
体

育
に

関
す

る
こ

と
を

除
 

く
。

）
。

 

 
 

 

 

(
4
)
?
略

 

(
5
)
?
環

境
森

林
部

 

ア
？

環
境

の
保

全
に

関
す

る
こ

と
。

 

イ
？

森
林

及
び

林
業

に
関

す
る

こ
と

。
 

(
6
)
～

(
8
)
？

略
 

(
9
)
?
危

機
管

理
防

災
局

 

 
 

ア
 

危
機

管
理

に
関

す
る

こ
と

。
 

 
 

イ
 

消
防

及
び

防
災

に
関

す
る

こ
と

。
 

  
 

 
附

 
則

 

１
～

2
0
？

略
 

(
3
)
?
県

民
生

活
部

あ
あ

あ
あ

 

 
 

ア
 

略
 

 
 

イ
 

防
災

そ
の

他
県

民
の

安
全

に
関

す
る

こ
と

。
 

 
 

 

(
4
)
?
環

境
森

林
部

 

ア
？

環
境

の
保

全
に

関
す

る
こ

と
。

 

イ
？

森
林

及
び

林
業

に
関

す
る

こ
と

。
 

(
5
)
?
略

 

   (
6
)
～

(
8
)
？

略
 

    

 
 

 
附

 
則

 

１
～

2
0
？

略
 

 
（

国
体

・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

局
の

設
置

）
 

2
1
 

平
成

3
1
年

４
月

１
日

か
ら

平
成

3
5
年

３
月

3
1
日

ま
で

の
間

、
地

方
自

治
法

第
1
5
8

条
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

知
事

の
権

限
に

属
す

る
事

務
を

分
掌

さ
せ

る
た

め
、

国
体

・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

局
を

置
く

。
 

 
（

国
体

・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

局
の

分
掌

事
務

）
 

2
2
？

国
体

・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

局
の

分
掌

事
務

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

 
(
1
)
?
第

7
7
回

国
民

体
育

大
会

に
関

す
る

こ
と

。
 

(
2
)
?
第

2
2
回

全
国

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
に

関
す

る
こ

と
。

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

第
２

条
 

略
 

第
２

条
 

略
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

（
栃

木
県

国
民

保
護

対
策

本
部

及
び

緊
急

対
処

事
態

対
策

本
部

条
例

の
一

部
改

正
）

 

第
３

条
 

栃
木

県
国

民
保

護
対

策
本

部
及

び
緊

急
対

処
事

態
対

策
本

部
条

例
（

平
成

1
7
年

栃
木

県
条

例
第

６
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
 

附
 

則
 

 
（

施
行

期
日

）
 

１
 

こ
の

条
例

は
、

令
和

５
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 
 

（
栃

木
県

防
災

会
議

条
例

の
一

部
改

正
）

 

 第
３

条
 

災
害

対
策

本
部

長
は

、
災

害
対

策
本

部
員

の
う

ち
１

人
を

危
機

管
理

統
括

監

と
し

て
指

名
す

る
。

 

２
 

危
機

管
理

統
括

監
は

、
災

害
対

策
本

部
長

及
び

災
害

対
策

副
本

部
長

を
助

け
、

災

害
対

策
本

部
の

事
務

を
掌

理
し

、
関

係
事

務
に

関
し

必
要

な
調

整
を

行
う

。
 

 第
４

条
・

第
５

条
 

略
 

 

（
庶

務
）

 

第
６

条
 

災
害

対
策

本
部

の
庶

務
は

、
危

機
管

理
防

災
局

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

 第
７

条
 

略
 

      第
３

条
・

第
４

条
 

略
 

 

（
庶

務
）

 

第
５

条
 

災
害

対
策

本
部

の
庶

務
は

、
県

民
生

活
部

あ
あ

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

 第
６

条
 

略
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

第
２

条
 

略
 

 第
３

条
 

本
部

長
は

、
本

部
員

の
う

ち
１

人
を

危
機

管
理

統
括

監
と

し
て

指
名

す
る

。
 

２
 

危
機

管
理

統
括

監
は

、
本

部
長

及
び

副
本

部
長

を
助

け
、

国
民

保
護

対
策

本
部

の
 

 
事

務
を

掌
理

し
、

関
係

事
務

に
関

し
必

要
な

調
整

を
行

う
。

 

 第
４

条
・

第
５

条
 

略
 

 

（
庶

務
）

 

第
６

条
 

国
民

保
護

対
策

本
部

の
庶

務
は

、
危

機
管

理
防

災
局

に
お

い
て

処
理

す
る

。

あ
あ

 

第
７

条
・

第
８

条
 

略
 

第
２

条
 

略
 

     第
３

条
・

第
４

条
 

略
 

 

（
庶

務
）

 

第
５

条
 

国
民

保
護

対
策

本
部

の
庶

務
は

、
県

民
生

活
部

あ
あ

に
お

い
て

処
理

す
る

。

あ
あ

 

第
６

条
・

第
７

条
 

略
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（
栃

木
県

国
民

保
護

対
策

本
部

及
び

緊
急

対
処

事
態

対
策

本
部

条
例

の
一

部
改

正
）

 

第
３

条
 

栃
木

県
国

民
保

護
対

策
本

部
及

び
緊

急
対

処
事

態
対

策
本

部
条

例
（

平
成

1
7
年

栃
木

県
条

例
第

６
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
 

附
 

則
 

 
（

施
行

期
日

）
 

１
 

こ
の

条
例

は
、

令
和

５
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 
 

（
栃

木
県

防
災

会
議

条
例

の
一

部
改

正
）

 

 第
３

条
 

災
害

対
策

本
部

長
は

、
災

害
対

策
本

部
員

の
う

ち
１

人
を

危
機

管
理

統
括

監

と
し

て
指

名
す

る
。

 

２
 

危
機

管
理

統
括

監
は

、
災

害
対

策
本

部
長

及
び

災
害

対
策

副
本

部
長

を
助

け
、

災

害
対

策
本

部
の

事
務

を
掌

理
し

、
関

係
事

務
に

関
し

必
要

な
調

整
を

行
う

。
 

 第
４

条
・

第
５

条
 

略
 

 

（
庶

務
）

 

第
６

条
 

災
害

対
策

本
部

の
庶

務
は

、
危

機
管

理
防

災
局

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

 第
７

条
 

略
 

      第
３

条
・

第
４

条
 

略
 

 

（
庶

務
）

 

第
５

条
 

災
害

対
策

本
部

の
庶

務
は

、
県

民
生

活
部

あ
あ

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

 第
６

条
 

略
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

第
２

条
 

略
 

 第
３

条
 

本
部

長
は

、
本

部
員

の
う

ち
１

人
を

危
機

管
理

統
括

監
と

し
て

指
名

す
る

。
 

２
 

危
機

管
理

統
括

監
は

、
本

部
長

及
び

副
本

部
長

を
助

け
、

国
民

保
護

対
策

本
部

の
 

 
事

務
を

掌
理

し
、

関
係

事
務

に
関

し
必

要
な

調
整

を
行

う
。

 

 第
４

条
・

第
５

条
 

略
 

 

（
庶

務
）

 

第
６

条
 

国
民

保
護

対
策

本
部

の
庶

務
は

、
危

機
管

理
防

災
局

に
お

い
て

処
理

す
る

。

あ
あ

 

第
７

条
・

第
８

条
 

略
 

第
２

条
 

略
 

     第
３

条
・

第
４

条
 

略
 

 

（
庶

務
）

 

第
５

条
 

国
民

保
護

対
策

本
部

の
庶

務
は

、
県

民
生

活
部

あ
あ

に
お

い
て

処
理

す
る

。

あ
あ

 

第
６

条
・

第
７

条
 

略
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

２
 

栃
木

県
防

災
会

議
条

例
（

昭
和

3
7
年

栃
木

県
条

例
第

4
3
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

（
栃

木
県

交
通

安
全

対
策

会
議

条
例

の
一

部
改

正
）

 

３
 

栃
木

県
交

通
安

全
対

策
会

議
条

例
（

昭
和

4
5
年

栃
木

県
条

例
第

4
5
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

（
栃

木
県

国
民

保
護

協
議

会
条

例
の

一
部

改
正

）
 

４
 

栃
木

県
国

民
保

護
協

議
会

条
例

（
平

成
1
7
年

栃
木

県
条

例
第

７
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

（
栃

木
県

い
じ

め
再

調
査

委
員

会
条

例
の

一
部

改
正

）
 

５
 

栃
木

県
い

じ
め

再
調

査
委

員
会

条
例

（
平

成
2
6
年

栃
木

県
条

例
第

4
2
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
（

人
事

課
）

 
 

 

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
庶

務
）

 

第
５

条
 

防
災

会
議

の
庶

務
は

、
危

機
管

理
防

災
局

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

（
庶

務
）

 

第
５

条
 

防
災

会
議

の
庶

務
は

、
県

民
生

活
部

あ
あ

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
庶

務
）

 

第
５

条
 

会
議

の
庶

務
は

、
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
部

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

（
庶

務
）

 

第
５

条
 

会
議

の
庶

務
は

、
県

民
生

活
部

あ
あ

あ
あ

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
庶

務
）

 

第
６

条
 

協
議

会
の

庶
務

は
、

危
機

管
理

防
災

局
に

お
い

て
処

理
す

る
。

 

（
庶

務
）

 

第
６

条
 

協
議

会
の

庶
務

は
、

県
民

生
活

部
あ

あ
に

お
い

て
処

理
す

る
。

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
庶

務
）

 

第
７

条
 

再
調

査
委

員
会

の
庶

務
は

、
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
部

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

（
庶

務
）

 

第
７

条
 

再
調

査
委

員
会

の
庶

務
は

、
県

民
生

活
部

あ
あ

あ
あ

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

         
栃

木
県

条
例

第
4
0
号

 

 
 

 
 

栃
木

県
知

事
の

権
限

に
属

す
る

事
務

の
処

理
の

特
例

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

 

栃
木

県
知

事
の

権
限

に
属

す
る

事
務

の
処

理
の

特
例

に
関

す
る

条
例

（
平

成
1
1
年

栃
木

県
条

例
第

3
1
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

別
表

第
１

（
第

２
条

、
第

３
条

関
係

）
 

１
～

1
0
の

２
 

略
 

 

1
0
の

３
 

栃
木

県
生

活
環

境
の

保
全

等
に

関
す

る
条

例
（

以
下

こ

の
項

に
お

い
て

「
条

例
」

と
い

う
。

）
に

基
づ

く
事

務
の

う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
 

 
(
1
)
 
略

 

(
2
)
 
条

例
第

3
9
条

の
７

の
規

定
に

よ
る

報
告

（
栃

木
県

情
報

通

信
技

術
を

活
用

し
た

行
政

の
推

進
等

に
関

す
る

条
例

（
平

成

1
6
年

栃
木

県
条

例
第

５
号

）
第

３
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り

同
項

に
規

定
す

る
電

子
情

報
処

理
組

織
を

使
用

す
る

方
法

に

よ
り

行
わ

れ
る

も
の

を
除

く
。

）
の

受
理

等
 

略
 

1
1
～

2
0
 

略
 

 

2
0
の

２
 

水
道

法
（

昭
和

3
2
年

法
律

第
1
7
7
号

。
以

下
こ

の
項

に

お
い

て
「

法
」

と
い

う
。

）
に

基
づ

く
事

務
の

う
ち

、
次

に
掲

げ
る

も
の

 

 
(
1
)
～

(
9
)
 

略
 

町
三

川
町

、
茂

木
町

、
壬

生

町
、

野
木

町
、

塩
谷

町
、

高
根

沢
町

、
那

須
町

及
び

那
珂

川
町

 

別
表

第
１

（
第

２
条

、
第

３
条

関
係

）
 

１
～

1
0
の

２
 

略
 

 

1
0
の

３
 

栃
木

県
生

活
環

境
の

保
全

等
に

関
す

る
条

例
（

以
下

こ

の
項

に
お

い
て

「
条

例
」

と
い

う
。

）
に

基
づ

く
事

務
の

う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
 

 
(
1
)
 
略

 

(
2
)
 
条

例
第

3
9
条

の
７

の
規

定
に

よ
る

報
告

（
栃

木
県

情
報

通

信
技

術
を

活
用

し
た

行
政

の
推

進
等

に
関

す
る

条
例

（
平

成

1
6
年

栃
木

県
条

例
第

５
号

）
第

３
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り

同
項

に
規

定
す

る
電

子
情

報
処

理
組

織
を

使
用

す
る

方
法

に

よ
り

行
わ

れ
る

も
の

を
除

く
。

）
の

受
理

等
 

略
 

1
1
～

2
0
 

略
 

 

2
0
の

２
 

水
道

法
（

昭
和

3
2
年

法
律

第
1
7
7
号

。
以

下
こ

の
項

に

お
い

て
「

法
」

と
い

う
。

）
に

基
づ

く
事

務
の

う
ち

、
次

に
掲

げ
る

も
の

 

 
(
1
)
～

(
9
)
 

略
 

上
三

川
町

、
茂

木
町

、
壬

生

町
、

野
木

町
、

塩
谷

町
、

高
根

沢
町

、
那

須
町

及
び

那
珂

川
町
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0
0
 
 

         
栃

木
県

条
例

第
4
0
号

 

 
 

 
 

栃
木

県
知

事
の

権
限

に
属

す
る

事
務

の
処

理
の

特
例

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

 

栃
木

県
知

事
の

権
限

に
属

す
る

事
務

の
処

理
の

特
例

に
関

す
る

条
例

（
平

成
1
1
年

栃
木

県
条

例
第

3
1
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

別
表

第
１

（
第

２
条

、
第

３
条

関
係

）
 

１
～

1
0
の

２
 

略
 

 

1
0
の

３
 

栃
木

県
生

活
環

境
の

保
全

等
に

関
す

る
条

例
（

以
下

こ

の
項

に
お

い
て

「
条

例
」

と
い

う
。

）
に

基
づ

く
事

務
の

う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
 

 
(
1
)
 
略

 

(
2
)
 
条

例
第

3
9
条

の
７

の
規

定
に

よ
る

報
告

（
栃

木
県

情
報

通

信
技

術
を

活
用

し
た

行
政

の
推

進
等

に
関

す
る

条
例

（
平

成

1
6
年

栃
木

県
条

例
第

５
号

）
第

３
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り

同
項

に
規

定
す

る
電

子
情

報
処

理
組

織
を

使
用

す
る

方
法

に

よ
り

行
わ

れ
る

も
の

を
除

く
。

）
の

受
理

等
 

略
 

1
1
～

2
0
 

略
 

 

2
0
の

２
 

水
道

法
（

昭
和

3
2
年

法
律

第
1
7
7
号

。
以

下
こ

の
項

に

お
い

て
「

法
」

と
い

う
。

）
に

基
づ

く
事
務

の
う

ち
、

次
に

掲

げ
る

も
の

 

 
(
1
)
～

(
9
)
 

略
 

町
三

川
町

、
茂

木
町

、
壬

生

町
、

野
木

町
、

塩
谷

町
、

高
根

沢
町

、
那

須
町

及
び

那
珂

川
町

 

別
表

第
１

（
第

２
条

、
第

３
条

関
係

）
 

１
～

1
0
の

２
 

略
 

 

1
0
の

３
 

栃
木

県
生

活
環

境
の

保
全

等
に

関
す

る
条

例
（

以
下

こ

の
項

に
お

い
て

「
条

例
」

と
い

う
。

）
に

基
づ

く
事

務
の

う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
 

 
(
1
)
 
略

 

(
2
)
 
条

例
第

3
9
条

の
７

の
規

定
に

よ
る

報
告

（
栃

木
県

情
報

通

信
技

術
を

活
用

し
た

行
政

の
推

進
等

に
関

す
る

条
例

（
平

成

1
6
年

栃
木

県
条

例
第

５
号

）
第

３
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り

同
項

に
規

定
す

る
電

子
情

報
処

理
組

織
を

使
用

す
る

方
法

に

よ
り

行
わ

れ
る

も
の

を
除

く
。

）
の

受
理

等
 

略
 

1
1
～

2
0
 

略
 

 

2
0
の

２
 

水
道

法
（

昭
和

3
2
年

法
律

第
1
7
7
号

。
以

下
こ

の
項

に

お
い

て
「

法
」

と
い

う
。

）
に

基
づ

く
事

務
の

う
ち

、
次

に
掲

げ
る

も
の

 

 
(
1
)
～

(
9
)
 

略
 

上
三

川
町

、
茂

木
町

、
壬

生

町
、

野
木

町
、

塩
谷

町
、

高
根

沢
町

、
那

須
町

及
び

那
珂

川
町

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

条
例

は
、

令
和

５
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

こ
の

条
例

の
施

行
の

日
（

以
下

「
施

行
日

」
と

い
う

。
）

前
に

改
正

後
の

栃
木

県
知

事
の

権
限

に
属

す
る

事
務

の
処

理
の

特
例

に
関

す
る

条
例

（
以

下
「

新
条

例
」

と
い

 

う
。

）
別

表
第

１
の

左
欄

に
掲

げ
る

事
務

に
係

る
そ

れ
ぞ

れ
の

法
令

、
条

例
又

は
規

則
（

以
下

「
法

令
等

」
と

い
う

。
）

の
規

定
に

よ
り

知
事

が
し

た
処

分
そ

の
他

の
行

為
で

 

こ
の

条
例

の
施

行
の

際
現

に
そ

の
効

力
を

有
す

る
も

の
又

は
施

行
日

前
に

法
令

等
の

規
定

に
よ

り
知

事
に

対
し

て
な

さ
れ

た
申

請
そ

の
他

の
行

為
で

、
施

行
日

以
後

に
お

い
て

 

2
0
の

３
 

栃
木

県
小

規
模

水
道

条
例

（
昭

和
3
8
年

栃
木

県
条

例
第

3
0
号

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
条

例
」

と
い

う
。

）
及

び
条

例
の

施
行

の
た

め
の

規
則

に
基

づ
く

事
務

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
 

 
(
1
)
～

(
7
)
 

略
 

市
町

宮
市

、
足

利
市

、
栃

木

市
、

佐
野

市
、

鹿
沼

市
、

日
光

市
、

小
山

市
、

真
岡

市
、

大
田

原
市

、
矢

板

市
、

那
須

塩
原

市
、

さ
く

ら

市
、

那
須

烏
山

市
、

下
野

市
、

上
三

川
町

、
茂

木
町

、
壬

生

町
、

野
木

町
、

塩
谷

町
、

高
根

沢
町

、
那

須
町

及
び

那
珂

川
町

 

2
1
～

3
1
 

略
 

 

3
1
の

２
 

土
地

区
画

整
理

法
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

法
」

と

い
う

。
）

に
基

づ
く

事
務

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
（

個
人

施
行

者
又

は
土

地
区

画
整

理
組

合
が

施
行

す
る

土
地

区
画

整
理

事
業

で
、

施
行

地
区

の
面

積
が

1
0
ヘ

ク
タ

ー
ル

未
満

の
も

の
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
 

 
(
1
)
～

(
3
5
)
 
略

 

足
利

市
、

栃
木

市
、

佐
野

市
、

鹿
沼

市
、

日
光

市
、

小
山

市
、

真
岡

市
、

大
田

原
市

、
益

子

町
、

茂
木

町
及

び
芳

賀
町

 

3
1
の

３
～

4
2
 

略
 

 

 
 

 

2
0
の

３
 

栃
木

県
小

規
模

水
道

条
例

（
昭

和
3
8
年

栃
木

県
条

例
第

3
0
号

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
条

例
」

と
い

う
。

）
及

び
条

例
の

施
行

の
た

め
の

規
則

に
基

づ
く

事
務

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
 

 
(
1
)
～

(
7
)
 

略
 

宇
都

宮
市

、
足

利
市

、
栃

木

市
、

佐
野

市
、

鹿
沼

市
、

日
光

市
、

小
山

市
、

真
岡

市
、

大
田

原
市

、
矢

板

市
、

那
須

塩
原

市
、

さ
く

ら

市
、

那
須

烏
山

市
、

下
野

市
、

上
三

川
町

、
茂

木
町

、
壬

生

町
、

野
木

町
、

塩
谷

町
、

高
根

沢
町

、
那

須
町

及
び

那
珂

川
町

 

2
1
～

3
1
 

略
 

 

3
1
の

２
 

土
地

区
画

整
理

法
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

法
」

と

い
う

。
）

に
基

づ
く

事
務

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
（

個
人

施
行

者
又

は
土

地
区

画
整

理
組

合
が

施
行

す
る

土
地

区
画

整
理

事
業

で
、

施
行

地
区

の
面

積
が

1
0
ヘ

ク
タ

ー
ル

未
満

の
も

の
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
 

 
(
1
)
～

(
3
5
)
 
略

 

足
利

市
、

栃
木

市
、

佐
野

市
、

鹿
沼

市
、

日
光

市
、

小
山

市
、

真
岡

市
、

大
田

原
市

、
益

子

町
、

茂
木

町
及

び
芳

賀
町

 

3
1
の

３
～

4
2
 

略
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附
 

則
 

１
 

こ
の

条
例

は
、

令
和

５
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

こ
の

条
例

の
施

行
の

日
（

以
下

「
施

行
日

」
と

い
う

。
）

前
に

改
正

後
の

栃
木

県
知

事
の

権
限

に
属

す
る

事
務

の
処

理
の

特
例

に
関

す
る

条
例

（
以

下
「

新
条

例
」

と
い

 

う
。

）
別

表
第

１
の

左
欄

に
掲

げ
る

事
務

に
係

る
そ

れ
ぞ

れ
の

法
令

、
条

例
又

は
規

則
（

以
下

「
法

令
等

」
と

い
う

。
）

の
規

定
に

よ
り

知
事

が
し

た
処

分
そ

の
他

の
行

為
で

 

こ
の

条
例

の
施

行
の

際
現

に
そ

の
効

力
を

有
す

る
も

の
又

は
施

行
日

前
に

法
令

等
の

規
定

に
よ

り
知

事
に

対
し

て
な

さ
れ

た
申

請
そ

の
他

の
行

為
で

、
施

行
日

以
後

に
お

い
て

 

2
0
の

３
 

栃
木

県
小

規
模

水
道

条
例

（
昭

和
3
8
年

栃
木

県
条

例
第

3
0
号

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
条

例
」

と
い

う
。

）
及

び
条

例
の

施
行

の
た

め
の

規
則

に
基

づ
く

事
務

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
 

 
(
1
)
～

(
7
)
 

略
 

市
町

宮
市

、
足

利
市

、
栃

木

市
、

佐
野

市
、

鹿
沼

市
、

日
光

市
、

小
山

市
、

真
岡

市
、

大
田

原
市

、
矢

板

市
、

那
須

塩
原

市
、

さ
く

ら

市
、

那
須

烏
山

市
、

下
野

市
、

上
三

川
町

、
茂

木
町

、
壬

生

町
、

野
木

町
、

塩
谷

町
、

高
根

沢
町

、
那

須
町

及
び

那
珂

川
町

 

2
1
～

3
1
 

略
 

 

3
1
の

２
 

土
地

区
画

整
理

法
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

法
」

と

い
う

。
）

に
基

づ
く

事
務

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
（

個
人

施
行

者
又

は
土

地
区

画
整

理
組

合
が

施
行

す
る

土
地

区
画

整
理

事
業

で
、

施
行

地
区

の
面

積
が

1
0
ヘ

ク
タ

ー
ル

未
満

の
も

の
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
 

 
(
1
)
～

(
3
5
)
 
略

 

足
利

市
、

栃
木

市
、

佐
野

市
、

鹿
沼

市
、

日
光

市
、

小
山

市
、

真
岡

市
、

大
田

原
市

、
益

子

町
、

茂
木

町
及

び
芳

賀
町

 

3
1
の

３
～

4
2
 

略
 

 

 
 

 

2
0
の

３
 

栃
木

県
小

規
模

水
道

条
例

（
昭

和
3
8
年

栃
木

県
条

例
第

3
0
号

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
条

例
」

と
い

う
。

）
及

び
条

例
の

施
行

の
た

め
の

規
則

に
基

づ
く

事
務

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
 

 
(
1
)
～

(
7
)
 

略
 

宇
都

宮
市

、
足

利
市

、
栃

木

市
、

佐
野

市
、

鹿
沼

市
、

日
光

市
、

小
山

市
、

真
岡

市
、

大
田

原
市

、
矢

板

市
、

那
須

塩
原

市
、

さ
く

ら

市
、

那
須

烏
山

市
、

下
野

市
、

上
三

川
町

、
茂

木
町

、
壬

生

町
、

野
木

町
、

塩
谷

町
、

高
根

沢
町

、
那

須
町

及
び

那
珂

川
町

 

2
1
～

3
1
 

略
 

 

3
1
の

２
 

土
地

区
画

整
理

法
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

法
」

と

い
う

。
）

に
基

づ
く

事
務

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
も

の
（

個
人

施
行

者
又

は
土

地
区

画
整

理
組

合
が

施
行

す
る

土
地

区
画

整
理

事
業

で
、

施
行

地
区

の
面

積
が

1
0
ヘ

ク
タ

ー
ル

未
満

の
も

の
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
 

 
(
1
)
～

(
3
5
)
 
略

 

足
利

市
、

栃
木

市
、

佐
野

市
、

鹿
沼

市
、

日
光

市
、

小
山

市
、

真
岡

市
、

大
田

原
市

、
益

子

町
、

茂
木

町
及

び
芳

賀
町

 

3
1
の

３
～

4
2
 

略
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

は
、

新
条

例
別

表
第

１
の

右
欄

に
掲

げ
る

市
町

村
の

長
が

管
理

し
、

及
び

執
行

す
る

こ
と

と
な

る
事

務
に

係
る

も
の

は
、

施
行

日
以

後
に

お
け

る
法

令
等

の
適

用
に

つ
い

て
 

は
、

当
該

市
町

村
の

長
の

し
た

処
分

そ
の

他
の

行
為

又
は

当
該

市
町

村
の

長
に

対
し

て
な

さ
れ

た
申

請
そ

の
他

の
行

為
と

み
な

す
。

 

（
行

政
改

革
Ｉ

Ｃ
Ｔ

推
進

課
）

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
0
0
 
 

         
栃
木
県
条
例
第

4
1
号

 

 
 

 
 
栃
木
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

 
 

栃
木

県
手

数
料

条
例

（
昭

和
3
1
年

栃
木

県
条

例
第

１
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

別
表
第
１

（
第

２
条

、
第

３
条

、
第

５
条

関
係

）
 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

4
6
4
の

４
 
略

 

4
6
4
の

５
 
都

市
の

低
炭

素
化

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
4
年

法
律

第
8
4

号
）

第
5
3
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ

く
低

炭
素

建
築

物
新

築
等

計
画

の
認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 

げ
る

場
合

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ

次
に

定
め

る
金

額
 

(
1
)
 
当

該
低

炭
素

建
築

物
新

築
等

計
画

が
都

市
の

低
炭

素
化

の
促

進
に

関
す

る

法
律

第
5
4
条

第
１

項
第

１
号

に
掲

げ
る

基
準

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
低

炭

素
建

築
物

誘
導

基
準

」
と

い
う

。
）

に

適
合

し
て

い
る

旨
を

証
す

る
書

類
（

住

宅
の

品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法

律
（

平
成

1
1
年

法
律

第
8
1
号

）
第

５
条

第
１

項
に

規
定

す
る

登
録

住
宅

性
能

評

次
に

掲
げ

る
審

査
の

区
分

に
応

じ
、

そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

を
合

算
し

た

金
額

 

１
 

低
炭

素
建

築
物

新
築

等
計

画
の

認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 
次

に
掲

げ
る

場
合

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

 

(
1
)
0
当

該
低

炭
素

建
築

物
新

築
等

計

画
が

都
市

の
低

炭
素

化
の

促
進

に

関
す

る
法

律
第

5
4
条

第
１

項
第

１

号
に

掲
げ

る
基

準
（

以
下

こ
の

項

に
お

い
て

「
低

炭
素

建
築

物
誘

導

基
準

」
と

い
う

。
）

に
適

合
し

て

い
る

旨
を

証
す

る
書

類
（

住
宅

の

品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法

律
（

平
成

1
1
年

法
律

第
8
1
号

）
第

別
表
第
１

（
第

２
条

、
第

３
条

、
第

５
条

関
係

）
 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

4
6
4
の

４
 
略

 

4
6
4
の

５
 
都

市
の

低
炭

素
化

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
4
年

法
律

第
8
4

号
）

第
5
3
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ

く
低

炭
素

建
築

物
新

築
等

計
画

の
認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 

           

次
に

掲
げ

る
審

査
の

区
分

に
応

じ
、

そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

を
合

算
し

た

金
額

 

１
 

低
炭

素
建

築
物

新
築

等
計

画
の

認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 
次

に
掲

げ
る

場
合

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

 

(
1
)
0
当

該
低

炭
素

建
築

物
新

築
等

計

画
が

都
市

の
低

炭
素

化
の

促
進

に

関
す

る
法

律
第

5
4
条

第
１

項
第

１

号
に

掲
げ

る
基

準
（

以
下

こ
の

項

に
お

い
て

「
低

炭
素

建
築

物
誘

導

基
準

」
と

い
う

。
）

に
適

合
し

て

い
る

旨
を

証
す

る
書

類
（

住
宅

の

品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法

律
（

平
成

1
1
年

法
律

第
8
1
号

）
第
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0
0
 
 

         
栃
木
県
条
例
第

4
1
号

 

 
 

 
 
栃
木
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

 
 

栃
木

県
手

数
料

条
例

（
昭

和
3
1
年

栃
木

県
条

例
第

１
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

別
表
第
１
（

第
２

条
、

第
３

条
、

第
５

条
関

係
）

 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

4
6
4
の

４
 
略

 

4
6
4
の

５
 
都

市
の

低
炭

素
化

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
4
年

法
律

第
8
4

号
）

第
5
3
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ

く
低

炭
素

建
築

物
新

築
等

計
画

の
認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 

げ
る

場
合

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ

次
に

定
め

る
金

額
 

(
1
)
 
当

該
低

炭
素

建
築

物
新

築
等

計
画

が
都

市
の

低
炭

素
化

の
促

進
に

関
す

る

法
律

第
5
4
条

第
１

項
第

１
号

に
掲

げ
る

基
準

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
低

炭

素
建

築
物

誘
導

基
準

」
と

い
う

。
）

に

適
合

し
て

い
る

旨
を

証
す

る
書

類
（

住

宅
の

品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法

律
（

平
成

1
1
年

法
律

第
8
1
号

）
第

５
条

第
１

項
に

規
定

す
る

登
録

住
宅

性
能

評

次
に

掲
げ

る
審

査
の

区
分

に
応

じ
、

そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

を
合

算
し

た

金
額

 

１
 

低
炭

素
建

築
物

新
築

等
計

画
の

認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 
次

に
掲

げ
る

場
合

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

 

(
1
)
0
当

該
低

炭
素

建
築

物
新

築
等

計

画
が

都
市

の
低

炭
素

化
の

促
進

に

関
す

る
法

律
第

5
4
条

第
１

項
第

１

号
に

掲
げ

る
基

準
（

以
下

こ
の

項

に
お

い
て

「
低

炭
素

建
築

物
誘

導

基
準

」
と

い
う

。
）

に
適

合
し

て

い
る

旨
を

証
す

る
書

類
（

住
宅

の

品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法

律
（

平
成

1
1
年

法
律

第
8
1
号

）
第

別
表
第
１

（
第

２
条

、
第

３
条

、
第

５
条

関
係

）
 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

4
6
4
の

４
 
略

 

4
6
4
の

５
 
都

市
の

低
炭

素
化

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
4
年

法
律

第
8
4

号
）

第
5
3
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ

く
低

炭
素

建
築

物
新

築
等

計
画

の
認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 

           

次
に

掲
げ

る
審

査
の

区
分

に
応

じ
、

そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

を
合

算
し

た

金
額

 

１
 

低
炭

素
建

築
物

新
築

等
計

画
の

認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 
次

に
掲

げ
る

場
合

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

 

(
1
)
0
当

該
低

炭
素

建
築

物
新

築
等

計

画
が

都
市

の
低

炭
素

化
の

促
進

に

関
す

る
法

律
第

5
4
条

第
１

項
第

１

号
に

掲
げ

る
基

準
（

以
下

こ
の

項

に
お

い
て

「
低

炭
素

建
築

物
誘

導

基
準

」
と

い
う

。
）

に
適

合
し

て

い
る

旨
を

証
す

る
書

類
（

住
宅

の

品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法

律
（

平
成

1
1
年

法
律

第
8
1
号

）
第

 
2
 

                             

５
条

第
１

項
に

規
定

す
る

登
録

住

宅
性

能
評

価
機

関
又

は
建

築
物

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
性

能
の

向
上

に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
7
年

法
律

第

5
3
号

）
第

1
5
条

第
１

項
に

規
定

す

る
登

録
建

築
物

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費

性
能

判
定

機
関

が
交

付
し

た
も

の

に
限

る
。

次
項

に
お

い
て

同

じ
。

）
の

添
付

が
あ

っ
た

場
合

あ

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

ア
 

略
 

                     

                                 

５
条

第
１

項
に

規
定

す
る

登
録

住

宅
性

能
評

価
機

関
又

は
建

築
物

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
性

能
の

向
上

に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
7
年

法
律

第

5
3
号

）
第

1
5
条

第
１

項
に

規
定

す

る
登

録
建

築
物

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費

性
能

判
定

機
関

が
交

付
し

た
も

の

に
限

る
。

次
項

に
お

い
て

同

じ
。

）
の

添
付

が
あ

っ
た

場
合

あ

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

ア
 

略
 

イ
 

共
同

住
宅

等
の

住
宅

部
分

に

係
る

申
請

 
次

に
掲

げ
る

場
合

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

 

(
ｱ
)
a
申

請
に

係
る

住
戸

の
数

が

１
戸

の
場

合
 

4
,
0
0
0
円

 

(
ｲ
)
a
申

請
に

係
る

住
戸

の
数

が

１
戸

を
超

え
５

戸
以

内
の

場

合
 

9
,
0
0
0
円

 

(
ｳ
)
a
申

請
に

係
る

住
戸

の
数

が

５
戸

を
超

え
1
0
戸

以
内

の
場

合
 

1
5
,
0
0
0
円

 

(
ｴ
)
a
申

請
に

係
る

住
戸

の
数

が

1
0
戸

を
超

え
2
5
戸

以
内

の
場

合
 

2
5
,
0
0
0
円

 

(
ｵ
)
a
申

請
に

係
る

住
戸

の
数

が

2
5
戸

を
超

え
5
0
戸

以
内

の
場

合
 

4
3
,
0
0
0
円

 

(
ｶ
)
a
申

請
に

係
る

住
戸

の
数

が

5
0
戸

を
超

え
1
0
0
戸

以
内

の
場

合
 

7
7
,
0
0
0
円
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５
条

第
１

項
に

規
定

す
る

登
録

住

宅
性

能
評

価
機

関
又

は
建

築
物

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
性
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素
化

の
促

進
に

 

関
す

る
法

律
第

5
5
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

低
炭

素
建

築
物

新
築

等
計

画
の

変
更

の
認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 

次
に

掲
げ

る
審

査
の

区
分

に
応

じ
、

そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

を
合

算
し

た

金
額

 

１
 

低
炭

素
建

築
物

新
築

等
計

画
（

以

下
こ

の
項

（
２

を
除

く
。

）
に

お
い

て
「

計
画

」
と

い
う

。
）

の
変

更
の

認
定

の
申

請
に

対
す

る
審

査
 

次
に

掲
げ

る
場

合
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
0
0
 
 

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額

当
該

計
画

の
変

更
が

都
市

の
低

 

(
1
)
 炭
素

化
の

促
進

に
関

す
る

法
律

第

5
5
条

第
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る

同
法

第
5
4
条

第
１

項
第

１
号

に
掲

げ
る

基
準

に
適

合
し

て
い

る
旨

を

証
す

る
書

類
の

添
付

が
あ

っ
た

場

合
 

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金

額
 

ア
 

略
 

     イ
 

ア
に

掲
げ

る
申

請
以

外
の

申

請
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
次

に
掲

げ
る

金

額
（

共
用

部
分

を
計

算
し

な
い

評
価

方
法

を
用

い
る

場
合

に

あ
っ

て
は

、
(
ｲ
)
に

掲
げ

る
金

額

を
除

く
。

）
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

住

宅
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

右
欄

の
１

の
(
1
)
の

イ
の

(
ｱ
)

に
規

定
す

る
金

額
の

２
分

の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

用
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

右
欄

の
１

の
(
1
)
の

イ
の

(
ｲ
)

に
規

定
す

る
金

額
の

２
分

の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

   

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

(
1
)
0
当

該
計

画
の

変
更

が
都

市
の

低

炭
素

化
の

促
進

に
関

す
る

法
律

第

5
5
条

第
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る

同
法

第
5
4
条

第
１

項
第

１
号

に
掲

げ
る

基
準

に
適

合
し

て
い

る
旨

を

証
す

る
書

類
の

添
付

が
あ

っ
た

場

合
 

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金

額
 

 
ア

 
略

 

イ
 

共
同

住
宅

等
の

計
画

の
認

定

を
受

け
た

住
宅

部
分

に
係

る
申

請
 

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

イ
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

ウ
 

一
の

建
築

物
全

体
に

係
る

申

請
（

ア
及

び
イ

に
掲

げ
る

申
請

を
除

く
。

）
 

次
に

掲
げ

る
金

額
（

共
用

部
分

を
計

算
し

な
い

評
価

方
法

を
用

い
る

場
合

に

あ
っ

て
は

、
(
ｲ
)
に

掲
げ

る
金

額

を
除

く
。

）
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

住

宅
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

右
欄

の
１

の
(
1
)
の

ウ
の

(
ｱ
)

に
規

定
す

る
金

額
の

２
分

の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

用
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

右
欄

の
１

の
(
1
)
の

ウ
の

(
ｲ
)

に
規

定
す

る
金

額
の

２
分

の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

 

 
 

(
ｳ
)
0
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

イ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
0
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部
 

分
、

共
用

部
分

又
は

非
住

宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項
の

右

欄
の

１
の

(
1
)
の

イ
に

規
定

す

る
金

額
 

(
2
)
 
(
1
)
に

掲
げ

る
場

合
以

外
の

場
合

 
 

 
 

 

 
 

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

 
ア

 
略

 

     イ
 

ア
に

掲
げ

る
申

請
以

外
の

申

請
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
次

に
掲

げ
る

金

額
（

共
用

部
分

を
計

算
し

な
い

評
価

方
法

を
用

い
る

場
合

に

あ
っ

て
は

、
(
ｲ
)
に

掲
げ

る
金

額

を
除

く
。

）
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

住

宅
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

右
欄

の
１

の
(
2
)
の

イ
の

(
ｱ
)

に
規

定
す

る
金

額
の

２
分

の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

用
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

(
ｳ
)
0
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

ウ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
0
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部
 

分
、

共
用

部
分

又
は

非
住

宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項
の

右

欄
の

１
の

(
1
)
の

ウ
に

規
定

す

る
金

額
 

(
2
)
 
(
1
)
に

掲
げ

る
場

合
以

外
の

場
合

 
 

 
 

 

 
 

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

ア
 

略
 

イ
 

共
同

住
宅

等
の

計
画

の
認

定

を
受

け
た

住
宅

部
分

に
係

る
申

請
 

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

イ
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

ウ
 

一
の

建
築

物
全

体
に

係
る

申

請
（

ア
及

び
イ

に
掲

げ
る

申
請

を
除

く
。

）
 

次
に

掲
げ

る
金

額
（

共
用

部
分

を
計

算
し

な
い

評
価

方
法

を
用

い
る

場
合

に

あ
っ

て
は

、
(
ｲ
)
に

掲
げ

る
金

額

を
除

く
。

）
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

住

宅
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

右
欄

の
１

の
(
2
)
の

ウ
の

(
ｱ
)

に
規

定
す

る
金

額
の

２
分

の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

用
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

  



（38） 号外第65号令和４（2022）年12月22日　木曜日 栃 木 県 公 報

 
 

(
ｳ
)
0
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

イ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
0
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部
 

分
、

共
用

部
分

又
は

非
住

宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項
の

右

欄
の

１
の

(
1
)
の

イ
に

規
定

す

る
金

額
 

(
2
)
 
(
1
)
に

掲
げ

る
場

合
以

外
の

場
合

 
 

 
 

 

 
 

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

 
ア

 
略

 

     イ
 

ア
に

掲
げ

る
申

請
以

外
の

申

請
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
次

に
掲

げ
る

金

額
（

共
用

部
分

を
計

算
し

な
い

評
価

方
法

を
用

い
る

場
合

に

あ
っ

て
は

、
(
ｲ
)
に

掲
げ

る
金

額

を
除

く
。

）
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

住

宅
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

右
欄

の
１

の
(
2
)
の

イ
の

(
ｱ
)

に
規

定
す

る
金

額
の

２
分

の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

用
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

(
ｳ
)
0
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

ウ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
0
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部
 

分
、

共
用

部
分

又
は

非
住

宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項
の

右

欄
の

１
の

(
1
)
の

ウ
に

規
定

す

る
金

額
 

(
2
)
 
(
1
)
に

掲
げ

る
場

合
以

外
の

場
合

 
 

 
 

 

 
 

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

ア
 

略
 

イ
 

共
同

住
宅

等
の

計
画

の
認

定

を
受

け
た

住
宅

部
分

に
係

る
申

請
 

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

イ
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

ウ
 

一
の

建
築

物
全

体
に

係
る

申

請
（

ア
及

び
イ

に
掲

げ
る

申
請

を
除

く
。

）
 

次
に

掲
げ

る
金

額
（

共
用

部
分

を
計

算
し

な
い

評
価

方
法

を
用

い
る

場
合

に

あ
っ

て
は

、
(
ｲ
)
に

掲
げ

る
金

額

を
除

く
。

）
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

住

宅
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

右
欄

の
１

の
(
2
)
の

ウ
の

(
ｱ
)

に
規

定
す

る
金

額
の

２
分

の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

用
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
0
0
 
 

右
欄

の
１

の
(
2
)
の

イ
の

(
ｲ
)

に
規

定
す

る
金

額
の

２
分

の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｳ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
モ

デ
ル

建
物

法

を
用

い
る

も
の

に
限

る
。

）

に
つ

い
て

、
前

項
の

右
欄

の

１
の

(
2
)
の

イ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
標

準
入

力
法

・

主
要

室
入

力
法

を
用

い
る

も

の
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

イ

の
(
ｴ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｵ
)
a
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部

分
、

共
用

部
分

又
は

非
住

宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項
の

右

欄
の

１
の

(
2
)
の

イ
に

規
定

す

る
金

額
 

２
 

略
 

4
6
4
の

７
～

4
6
4
の
1
2
 

略
 

4
6
4
の

1
3
0
建

築
物

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

の
向

上
に

関
す

る
法

律
第

3
4
条

 
 

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

建
築

物
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

向
上

計
画

の
認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 

    

次
に

掲
げ

る
審

査
の

区
分

に
応

じ
、

そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

を
合

算
し

た

金
額

 

１
 

建
築

物
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

向

上
計

画
の

認
定

の
申

請
に

対
す

る
審

査
 

一
の

建
築

物
ご

と
に

次
に

掲
げ

る
場

合
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
を

算
出

し
て

得
た

金
額

を
合

算
し

た
金

額
 

右
欄

の
１

の
(
2
)
の

ウ
の

(
ｲ
)

に
規

定
す

る
金

額
の

２
分

の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｳ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
モ

デ
ル

建
物

法

を
用

い
る

も
の

に
限

る
。

）

に
つ

い
て

、
前

項
の

右
欄

の

１
の

(
2
)
の

ウ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
標

準
入

力
法

・

主
要

室
入

力
法

を
用

い
る

も

の
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

ウ

の
(
ｴ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｵ
)
a
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部
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掲
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掲
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掲
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掲
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住

宅
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つ

い
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表
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欄
に

掲

げ
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床
面

積
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共
用

部
分
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計
算

し
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評

価
方
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（

建

築
物

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
性

能

誘
導

基
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あ

っ
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定
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を
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う
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0
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掲
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能

基
準
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い

る
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掲
げ

る
場

合
の

区
分
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ｱ
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0
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ｲ
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積

の
合

計
が

3
0
0
平

方

メ
ー

ト
ル

以
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0
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0
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方

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
あ

1
0
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,
0
0
0
円

 

(
ｳ
)
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床

面
積

の
合

計
が

2
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト
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上
5
,
0
0
0
平

方

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
あ

1
8
0
,
0
0
0
円

 

(
ｴ
)
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床

面
積

の
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計
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5
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0
0
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メ

ー
ト

ル
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上
の
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2
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0
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築
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全

体
に
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る

申

請
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掲

げ
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申
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掲
げ

る
金

額
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
～

(
ｴ
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6
4
の

1
4
0
建

築
物

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

の
向

上
に

関
す

る
法

律
第

3
6
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

建
築

物
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

向
上

計
画

の
変

更
の

認
定

の
申

請
に

対
す

る
審

査
 

次
に

掲
げ

る
審

査
の

区
分

に
応

じ
、

そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

を
合

算
し

た

金
額

 

１
 

建
築

物
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

向

上
計

画
（

以
下

こ
の

項
（

２
を

除

く
。

）
に

お
い

て
「

計
画

」
と

い

う
。

）
の

変
更

の
認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 
一

の
建

築
物

ご
と

に
次

に
掲

げ
る

場
合

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

を
算

出
し

て
得

た
金

額
を

合
算

し
た

金
額

 

(
1
)
a
当

該
計

画
の

変
更

が
建

築
物

エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

誘
導

基
準

に

適
合

し
て

い
る

旨
を

証
す

る
書

類

の
添

付
が

あ
っ

た
場

合
 

次
に

掲

げ
る

申
請

の
区

分
に

応
じ
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そ

れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

ア
・

イ
 

略
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ア
及

び
イ
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掲

げ
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申
請

以
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の

申
請
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に

掲
げ

る
金
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算
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(
ｱ
)
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計

画
の

認
定

を
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け
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宅
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(
ｲ
)
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係
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も
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4
6
4
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1
4
0
建

築
物
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エ

ネ
ル
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ー

消
費

性
能
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向

上
に

関
す
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律
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3
6
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上

計
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掲
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い

う
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定
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掲
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消
費

性
能

向

上
計

画
（

以
下

こ
の

項
（

２
を

除

く
。

）
に

お
い

て
「

計
画

」
と

い

う
。

）
の

変
更

の
認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

 
一

の
建

築
物

ご
と

に
次

に
掲

げ
る

場
合

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

金
額

を
算

出
し

て
得

た
金

額
を

合
算

し
た

金
額

 

(
1
)
a
当

該
計

画
の

変
更

が
建

築
物

エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

誘
導

基
準

に

適
合

し
て

い
る

旨
を

証
す

る
書

類

の
添

付
が

あ
っ

た
場

合
 

次
に

掲

げ
る

申
請

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

ア
・

イ
 

略
 

ウ
 

計
画

の
認

定
を

受
け

た
共

同

住
宅

等
に

係
る

申
請

 
前

項
の

右
欄

の
１

の
(
1
)
の

イ
に

規
定

す

る
金

額
の

２
分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

エ
 

新
た

に
追

加
す

る
共

同
住

宅

等
に

係
る

申
請

 
前

項
の

右
欄

の
１

の
(
1
)
の

イ
に

規
定

す
る

金

額
 

オ
 

一
の

建
築

物
全

体
に

係
る

申

請
（

ア
か

ら
エ

ま
で

に
掲

げ
る

申
請

を
除

く
。

）
 

次
に

掲
げ

る
金

額
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

住

宅
部

分
（

(
ｲ
)
に

係
る

も
の

を

 
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

イ
の

(
ｱ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

同
住

宅
等

の
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)

の
イ

の
(
ｲ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金

額
 

(
ｳ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

イ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
a
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部

分
、

共
同

住
宅

等
の

部
分

又

は
非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

イ

に
規

定
す

る
金

額
 

(
2
)
0
(
1
)
に

掲
げ

る
場

合
以

外
の

場
合

 
 

 
 

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

ア
・

イ
 

略
 

         

  

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

ウ
の

(
ｱ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

同
住

宅
等

の
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)

の
ウ

の
(
ｲ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金

額
 

(
ｳ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

ウ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
a
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部

分
、

共
同

住
宅

等
の

部
分

又

は
非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

ウ

に
規

定
す

る
金

額
 

(
2
)
0
(
1
)
に

掲
げ

る
場

合
以

外
の

場
合

 
 

 
 
 

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

ア
・

イ
 

略
 

ウ
 

計
画

の
認

定
を

受
け

た
共

同

住
宅

等
に

係
る

申
請

 
前

項
の

右
欄

の
１

の
(
2
)
の

イ
に

規
定

す

る
金

額
の

２
分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

エ
 

新
た

に
追

加
す

る
共

同
住

宅

等
に

係
る

申
請

 
前

項
の

右
欄

の
１

の
(
2
)
の

イ
に

規
定

す
る

金

額
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除
く

。
）

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

イ
の

(
ｱ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

同
住

宅
等

の
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)

の
イ

の
(
ｲ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金

額
 

(
ｳ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

イ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
a
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部

分
、

共
同

住
宅

等
の

部
分

又

は
非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

イ

に
規

定
す

る
金

額
 

(
2
)
0
(
1
)
に

掲
げ

る
場

合
以

外
の

場
合

 
 

 
 

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

ア
・

イ
 

略
 

         

  

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

ウ
の

(
ｱ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

同
住

宅
等

の
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)

の
ウ

の
(
ｲ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金

額
 

(
ｳ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

ウ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
a
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部

分
、

共
同

住
宅

等
の

部
分

又

は
非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
1
)
の

ウ

に
規

定
す

る
金

額
 

(
2
)
0
(
1
)
に

掲
げ

る
場

合
以

外
の

場
合

 
 

 
 
 

次
に

掲
げ

る
申

請
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
金

額
 

ア
・

イ
 

略
 

ウ
 

計
画

の
認

定
を

受
け

た
共

同

住
宅

等
に

係
る

申
請

 
前

項
の

右
欄

の
１

の
(
2
)
の

イ
に

規
定

す

る
金

額
の

２
分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

エ
 

新
た

に
追

加
す

る
共

同
住

宅

等
に

係
る

申
請

 
前

項
の

右
欄

の
１

の
(
2
)
の

イ
に

規
定

す
る

金

額
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
0
0
 
 

ウ
 

ア
及

び
イ

に
掲

げ
る

申
請

以

外
の

申
請

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
次

に
掲

げ

る
金

額
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

住

宅
部

分
（

(
ｲ
)
に

係
る

も
の

を

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

イ
の

(
ｱ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

同
住

宅
等

の
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)

の
イ

の
(
ｲ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金

額
 

(
ｳ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
モ

デ
ル

建
物

法

を
用

い
る

も
の

に
限

る
。

）

に
つ

い
て

、
前

項
の

右
欄

の

１
の

(
2
)
の

イ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
標

準
入

力
法

・

主
要

室
入

力
法

を
用

い
る

も

の
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

イ

の
(
ｴ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｵ
)
a
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部

分
、

共
同

住
宅

等
の

部
分

又

は
非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、

オ
 

一
の

建
築

物
全

体
に

係
る

申

請
（

ア
か

ら
エ

ま
で

に
掲

げ
る

申
請

を
除

く
。

）
 

次
に

掲
げ

る
金

額
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

住

宅
部

分
（

(
ｲ
)
に

係
る

も
の

を

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

ウ
の

(
ｱ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

同
住

宅
等

の
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)

の
ウ

の
(
ｲ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金

額
 

(
ｳ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
モ

デ
ル

建
物

法

を
用

い
る

も
の

に
限

る
。

）

に
つ

い
て

、
前

項
の

右
欄

の

１
の

(
2
)
の

ウ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
標

準
入

力
法

・

主
要

室
入

力
法

を
用

い
る

も

の
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

ウ

の
(
ｴ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｵ
)
a
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部

分
、

共
同

住
宅

等
の

部
分

又

は
非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、
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0
0
 
 

ウ
 

ア
及

び
イ

に
掲

げ
る

申
請

以

外
の

申
請

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
次

に
掲

げ

る
金

額
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

住

宅
部

分
（

(
ｲ
)
に

係
る

も
の

を

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

イ
の

(
ｱ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

同
住

宅
等

の
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)

の
イ

の
(
ｲ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金

額
 

(
ｳ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
モ

デ
ル

建
物

法

を
用

い
る

も
の

に
限

る
。

）

に
つ

い
て

、
前

項
の

右
欄

の

１
の

(
2
)
の

イ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
標

準
入

力
法

・

主
要

室
入

力
法

を
用

い
る

も

の
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

イ

の
(
ｴ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｵ
)
a
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部

分
、

共
同

住
宅

等
の

部
分

又

は
非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、

オ
 

一
の

建
築

物
全

体
に

係
る

申

請
（

ア
か

ら
エ

ま
で

に
掲

げ
る

申
請

を
除

く
。

）
 

次
に

掲
げ

る
金

額
を

合
算

し
た

金
額

 

(
ｱ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

住

宅
部

分
（

(
ｲ
)
に

係
る

も
の

を

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
前

項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

ウ
の

(
ｱ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分

の
１

に
相

当
す

る
金

額
 

(
ｲ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

共

同
住

宅
等

の
部

分
に

つ
い

て
、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)

の
ウ

の
(
ｲ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金

額
 

(
ｳ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
モ

デ
ル

建
物

法

を
用

い
る

も
の

に
限

る
。

）

に
つ

い
て

、
前

項
の

右
欄

の

１
の

(
2
)
の

ウ
の

(
ｳ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相

当
す

る
金

額
 

(
ｴ
)
a
計

画
の

認
定

を
受

け
た

非

住
宅

部
分

（
標

準
入

力
法

・

主
要

室
入

力
法

を
用

い
る

も

の
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

ウ

の
(
ｴ
)
に

規
定

す
る

金
額

の
２

分
の

１
に

相
当

す
る

金
額

 

(
ｵ
)
a
新

た
に

追
加

す
る

住
宅

部

分
、

共
同

住
宅

等
の

部
分

又

は
非

住
宅

部
分

に
つ

い
て

、

 

 

 
 

 
 
附

 
則

 

 
 

こ
の

条
例

は
、

公
布

の
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 
 

 

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

イ

に
規

定
す

る
金

額
 

２
 

略
 

4
6
4
の

1
5
～

5
1
7
 

略
 

あ
備

考
 

略
 

前
項

の
右

欄
の

１
の

(
2
)
の

ウ

に
規

定
す

る
金

額
 

２
 

略
 

4
6
4
の

1
5
～

5
1
7
 

略
 

あ
備

考
 

略
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 
 

         
栃

木
県

条
例

第
4
2
号

 

 
 

 
 

栃
木

県
個

人
情

報
保

護
条

例
を

廃
止

す
る

等
の

条
例

 

 
（

栃
木

県
個

人
情

報
保

護
条

例
の

廃
止

）
 

第
１

条
 

栃
木

県
個

人
情

報
保

護
条

例
（

平
成

1
3
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

）
は

、
廃

止
す

る
。

 

 
（

栃
木

県
手

数
料

条
例

の
一

部
改

正
）

 

第
２

条
 

栃
木

県
手

数
料

条
例

（
昭

和
3
1
年

栃
木

県
条

例
第

１
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
手

数
料

の
徴

収
方

法
）

 

第
３

条
 

県
が

徴
収

す
る

手
数

料
は

、
別

表
第

１
の

８
の

７
の

項
か

ら
８

の
９

の
項

ま

で
、

８
の

1
1
の

項
、

８
の

1
2
の

項
、

5
5
の

２
の

項
か

ら
5
5
の

４
の

項
ま

で
、

1
2
5
の

項
、

1
2
6
の

項
、

3
0
3
の

項
、

3
2
8
の

項
か

ら
3
3
1
の

項
ま

で
、

3
7
5
の

項
、

3
7
6
の

２
の

項
、

3
7
7
の

項
、

5
1
2
の

項
及

び
5
1
3
の

項
の

事
務

に
係

る
も

の
を

除
く

ほ
か

、
証

紙

徴
収

の
方

法
に

よ
っ

て
徴

収
す

る
。

 

 別
表

第
１

（
第

２
条

、
第

３
条

、
第

５
条

関
係

）
 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

８
の

６
？

略
 

８
の

７
 

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る

法
律

（
平

成
1
5
年

法
律

第
5
7
号

）
第

8
7
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
た

文
書

若
し

く
は

図
画

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
対

象
文

書
等

」
と

い
う

。
）

の
写

１
 

対
象

文
書

等
又

は
対

象
電

磁
的

記

録
を

用
紙

の
片

面
に

白
黒

で
複

写

し
、

又
は

出
力

し
た

も
の

の
交

付
？

用
紙

１
枚

に
つ

き
1
0
円

 

２
？

対
象

文
書

等
又

は
対

象
電

磁
的

記

録
を

用
紙

の
両

面
に

白
黒

で
複

写

（
手

数
料

の
徴

収
方

法
）

 

第
３

条
 

県
が

徴
収

す
る

手
数

料
は

、
別

表
第

１
の

８
の

８
の

項
、

８
の

９
の

項
あ

あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
、

5
5
の

２
の

項
か

ら
5
5
の

４
の

項
ま

で
、

1
2
5
の

項
、

1
2
6
の

項
、

3
0
3
の

項
、

3
2
8
の

項
か

ら
3
3
1
の

項
ま

で
、

3
7
5
の

項
、

3
7
6
の

２
の

項
、

3
7
7
の

項
、

5
1
2
の

項
及

び
5
1
3
の

項
の

事
務

に
係

る
も

の
を

除
く

ほ
か

、
証

紙

徴
収

の
方

法
に

よ
っ

て
徴

収
す

る
。

 

 別
表

第
１

（
第

２
条

、
第

３
条

、
第

５
条

関
係

）
 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

８
の

６
？

略
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栃

木
県

条
例

第
4
2
号

 

 
 

 
 

栃
木

県
個

人
情

報
保

護
条

例
を

廃
止

す
る

等
の

条
例

 

 
（

栃
木

県
個

人
情

報
保

護
条

例
の

廃
止

）
 

第
１

条
 

栃
木

県
個

人
情

報
保

護
条

例
（

平
成

1
3
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

）
は

、
廃

止
す

る
。

 

 
（

栃
木

県
手

数
料

条
例

の
一

部
改

正
）

 

第
２

条
 

栃
木

県
手

数
料

条
例

（
昭

和
3
1
年

栃
木

県
条

例
第

１
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
手

数
料

の
徴

収
方

法
）

 

第
３

条
 

県
が

徴
収

す
る

手
数

料
は

、
別

表
第

１
の

８
の

７
の

項
か

ら
８

の
９

の
項

ま

で
、

８
の

1
1
の

項
、

８
の

1
2
の

項
、

5
5
の

２
の

項
か

ら
5
5
の

４
の

項
ま

で
、

1
2
5
の

項
、

1
2
6
の

項
、

3
0
3
の

項
、

3
2
8
の

項
か

ら
3
3
1
の

項
ま

で
、

3
7
5
の

項
、

3
7
6
の

２
の

項
、

3
7
7
の

項
、

5
1
2
の

項
及

び
5
1
3
の

項
の

事
務

に
係

る
も

の
を

除
く

ほ
か

、
証

紙

徴
収

の
方

法
に

よ
っ

て
徴

収
す

る
。

 

 別
表

第
１

（
第

２
条

、
第

３
条

、
第

５
条

関
係

）
 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

８
の

６
？

略
 

８
の

７
 

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る

法
律

（
平

成
1
5
年

法
律

第
5
7
号

）
第

8
7
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
た

文
書

若
し

く
は

図
画

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
対

象
文

書
等

」
と

い
う

。
）

の
写

１
 

対
象

文
書

等
又

は
対

象
電

磁
的

記

録
を

用
紙

の
片

面
に

白
黒

で
複

写

し
、

又
は

出
力

し
た

も
の

の
交

付
？

用
紙

１
枚

に
つ

き
1
0
円

 

２
？

対
象

文
書

等
又

は
対

象
電

磁
的

記

録
を

用
紙

の
両

面
に

白
黒

で
複

写

（
手

数
料

の
徴

収
方

法
）

 

第
３

条
 

県
が

徴
収

す
る

手
数

料
は

、
別

表
第

１
の

８
の

８
の

項
、

８
の

９
の

項
あ

あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
、

5
5
の

２
の

項
か

ら
5
5
の

４
の

項
ま

で
、

1
2
5
の

項
、

1
2
6
の

項
、

3
0
3
の

項
、

3
2
8
の

項
か

ら
3
3
1
の

項
ま

で
、

3
7
5
の

項
、

3
7
6
の

２
の

項
、

3
7
7
の

項
、

5
1
2
の

項
及

び
5
1
3
の

項
の

事
務

に
係

る
も

の
を

除
く

ほ
か

、
証

紙

徴
収

の
方

法
に

よ
っ

て
徴

収
す

る
。

 

 別
表

第
１

（
第

２
条

、
第

３
条

、
第

５
条

関
係

）
 

？
事

務
？

 
？

金
額

？
 

１
～

８
の

６
？

略
 

 
 

 
 

    

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 
 

し
若

し
く

は
保

有
個

人
情

報
が

記
録

さ
れ

た
電

磁
的

記
録

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
対

象
電

磁
的

記
録

」
と

い
う

。
）

に
記

録
さ

れ
た

事
項

を
記

載
し

た
書

面
又

は
対

象
電

磁
的

記
録

を
光

デ
ィ

ス
ク

（
日

本
産

業
規

格
Ⅹ

0
6
0
6
及

び
Ｘ

6
2
8
1
に

適
合

す
る

直
径

1
2
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

光
デ

ィ
ス

ク
の

再
生

装
置

で
再

生
す

る
こ

と
が

可
能

な
も

の
に

限
る

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

に
複

写
し

た
も

の
の

交
付

 

し
、

又
は

出
力

し
た

も
の

の
交

付
？

用
紙

１
枚

に
つ

き
2
0
円

 

３
？

対
象

文
書

等
又

は
対

象
電

磁
的

記

録
を

用
紙

の
片

面
に

カ
ラ

ー
で

複
写

し
、

又
は

出
力

し
た

も
の

の
交

付
あ

用
紙

１
枚

に
つ

き
8
0
円

 

４
？

対
象

文
書

等
又

は
対

象
電

磁
的

記

録
を

用
紙

の
両

面
に

カ
ラ

ー
で

複
写

し
、

又
は

出
力

し
た

も
の

の
交

付
？

用
紙

１
枚

に
つ

き
1
6
0
円

 

５
？

対
象

電
磁

的
記

録
を

光
デ

ィ
ス

ク

に
複

写
し

た
も

の
の

交
付

？
光

デ
ィ

ス
ク

１
枚

に
つ

き
5
0
円

 

８
の

８
 

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る

法
律

第
1
1
5
条

の
規

定
に

基
づ

く
行

政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

利
用

に
関

す
る

契
約

の
締

結
 

2
1
,
0
0
0
円

に
次

に
定

め
る

金
額

を
合

算

し
た

金
額

を
加

算
し

た
金

額
 

１
？

行
政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

作

成
に

要
す

る
時

間
１

時
間

ま
で

ご
と

に
3
,
9
5
0
円

 

２
 

行
政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

作

成
の

委
託

を
受

け
た

者
に

対
し

て
支

払
う

金
額

（
当

該
委

託
を

す
る

場
合

に
限

る
。

）
 

８
の

９
 

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る

法
律

第
1
1
8
条

第
２

項
に

お
い

て
準

用

す
る

同
法

第
1
1
5
条

の
規

定
に

基
づ

く

行
政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

利
用

に
関

す
る

契
約

の
締

結
 

次
に

掲
げ

る
行

政
機

関
等

匿
名

加
工

情

報
の

利
用

に
関

す
る

契
約

を
締

結
す

る

者
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定

め
る

金
額

 

１
？

２
に

掲
げ

る
者

以
外

の
者

？
個

人

情
報

の
保

護
に

関
す

る
法

律
第

1
1
5
条

の
規

定
に

よ
り

当
該

行
政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

利
用

に
関

す
る

契
約

を
締

結
す

る
者

が
同

法
第

1
1
9
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
納

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

手
数

料
の

金
額

と
同

一
の
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し
若

し
く

は
保

有
個

人
情

報
が

記
録

さ
れ

た
電

磁
的

記
録

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
対

象
電

磁
的

記
録

」
と

い
う

。
）

に
記

録
さ

れ
た

事
項

を
記

載
し

た
書

面
又

は
対

象
電

磁
的

記
録

を
光

デ
ィ

ス
ク

（
日

本
産

業
規

格
Ⅹ

0
6
0
6
及

び
Ｘ

6
2
8
1
に

適
合

す
る

直
径

1
2
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

光
デ

ィ
ス

ク
の

再
生

装
置

で
再

生
す

る
こ

と
が

可
能

な
も

の
に

限
る

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

に
複

写
し

た
も

の
の

交
付

 

し
、

又
は

出
力

し
た

も
の

の
交

付
？

用
紙

１
枚

に
つ

き
2
0
円

 

３
？

対
象

文
書

等
又

は
対

象
電

磁
的

記

録
を

用
紙

の
片

面
に

カ
ラ

ー
で

複
写

し
、

又
は

出
力

し
た

も
の

の
交

付
あ

用
紙

１
枚

に
つ

き
8
0
円

 

４
？

対
象

文
書

等
又

は
対

象
電

磁
的

記

録
を

用
紙

の
両

面
に

カ
ラ

ー
で

複
写

し
、

又
は

出
力

し
た

も
の

の
交

付
？

用
紙

１
枚

に
つ

き
1
6
0
円

 

５
？

対
象

電
磁

的
記

録
を

光
デ

ィ
ス

ク

に
複

写
し

た
も

の
の

交
付

？
光

デ
ィ

ス
ク

１
枚

に
つ

き
5
0
円

 

８
の

８
 

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る

法
律

第
1
1
5
条

の
規

定
に

基
づ

く
行

政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

利
用

に
関

す
る

契
約

の
締

結
 

2
1
,
0
0
0
円

に
次

に
定

め
る

金
額

を
合

算

し
た

金
額

を
加

算
し

た
金

額
 

１
？

行
政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

作

成
に

要
す

る
時

間
１

時
間

ま
で

ご
と

に
3
,
9
5
0
円

 

２
 

行
政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

作

成
の

委
託

を
受

け
た

者
に

対
し

て
支

払
う

金
額

（
当

該
委

託
を

す
る

場
合

に
限

る
。

）
 

８
の

９
 

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る

法
律

第
1
1
8
条

第
２

項
に

お
い

て
準

用

す
る

同
法

第
1
1
5
条

の
規

定
に

基
づ

く

行
政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

利
用

に
関

す
る

契
約

の
締

結
 

次
に

掲
げ

る
行

政
機

関
等

匿
名

加
工

情

報
の

利
用

に
関

す
る

契
約

を
締

結
す

る

者
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定

め
る

金
額

 

１
？

２
に

掲
げ

る
者

以
外

の
者

？
個

人

情
報

の
保

護
に

関
す

る
法

律
第

1
1
5
条

の
規

定
に

よ
り

当
該

行
政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

利
用

に
関

す
る

契
約

を
締

結
す

る
者

が
同

法
第

1
1
9
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
納

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

手
数

料
の

金
額

と
同

一
の

                                 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 
 

（
栃

木
県

公
の

施
設

に
係

る
指

定
管

理
者

の
指

定
の

手
続

等
に

関
す

る
条

例
の

一
部

改
正

）
 

第
３

条
 

栃
木

県
公

の
施

設
に

係
る

指
定

管
理

者
の

指
定

の
手

続
等

に
関

す
る

条
例

（
平

成
1
7
年

栃
木

県
条

例
第

４
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

（
栃

木
県

行
政

不
服

審
査

会
条

例
の

一
部

改
正

）
 

第
４

条
 

栃
木

県
行

政
不

服
審

査
会

条
例

（
平

成
2
8
年

栃
木

県
条

例
第

1
0
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

金
額

 

２
？

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る
法

律

第
1
1
5
条

（
同

法
第

1
1
8
条

第
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

の
規

定
に

よ
り

当
該

行
政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

利
用

に
関

す
る

契
約

を
締

結
し

た
者

？
1
2
,
6
0
0
円

 

８
の

1
0
～

８
の

1
2
 

略
 

 

９
～

5
1
7
?
略

 

 
備

考
 

略
 

       ８
の

７
～

８
の

９
 

略
 

 

９
～

5
1
7
?
略

 

備
考

 
略

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
指

定
管

理
者

の
指

定
の

申
請

）
 

第
４

条
 

指
定

管
理

者
の

指
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

法
人

等
は

、
規

則
等

で
定

め
る

申

請
書

に
次

に
掲

げ
る

書
類

を
添

付
し

て
、

知
事

等
の

指
定

す
る

期
間

内
に

、
こ

れ
を

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
1
)
～

(
3
)
？

略
 

(
4
)
?
指

定
の

申
請

に
係

る
公

の
施

設
の

管
理

の
業

務
に

関
し

知
り

得
た

個
人

情
報

（
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

（
平

成
1
5
年

法
律

第
5
7
号

）
第

２
条

第
１

項

あ
に

規
定

す
る

個
人

情
報

を
い

う
。

次
条

及
び

第
６

条
に

お
い

て
同

じ
。

）
の

適

正
な

取
扱

い
を

確
保

す
る

た
め

に
講

ず
べ

き
措

置
に

つ
い

て
定

め
た

書
類

 

(
5
)
～

(
7
)
？

略
 

（
指

定
管

理
者

の
指

定
の

申
請

）
 

第
４

条
 

指
定

管
理

者
の

指
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

法
人

等
は

、
規

則
等

で
定

め
る

申

請
書

に
次

に
掲

げ
る

書
類

を
添

付
し

て
、

知
事

等
の

指
定

す
る

期
間

内
に

、
こ

れ
を

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
1
)
～

(
3
)
？

略
 

(
4
)
?
指

定
の

申
請

に
係

る
公

の
施

設
の

管
理

の
業

務
に

関
し

知
り

得
た

個
人

情
報

（
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

（
平

成
1
3
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

）
第

２
条

第
２

項
に

規
定

す
る

個
人

情
報

を
い

う
。

次
条

及
び

第
６

条
に

お
い

て
同

じ
。

）
の

適

正
な

取
扱

い
を

確
保

す
る

た
め

に
講

ず
べ

き
措

置
に

つ
い

て
定

め
た

書
類

 

(
5
)
～

(
7
)
？

略
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
所

掌
事

務
）

 

第
２

条
 

審
査

会
は

、
法

第
8
1
条

第
１

項
に

規
定

す
る

も
の

の
ほ

か
、

次
に

掲
げ

る
事

（
所

掌
事

務
）

 

第
２

条
 

審
査

会
は

、
法

第
8
1
条

第
１

項
に

規
定

す
る

も
の

の
ほ

か
、

次
に

掲
げ

る
事
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（
栃

木
県

公
の

施
設

に
係

る
指

定
管

理
者

の
指

定
の

手
続

等
に

関
す

る
条

例
の

一
部

改
正

）
 

第
３

条
 

栃
木

県
公

の
施

設
に

係
る

指
定

管
理

者
の

指
定

の
手

続
等

に
関

す
る

条
例

（
平

成
1
7
年

栃
木

県
条

例
第

４
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

（
栃

木
県

行
政

不
服

審
査

会
条

例
の

一
部

改
正

）
 

第
４

条
 

栃
木

県
行

政
不

服
審

査
会

条
例

（
平

成
2
8
年

栃
木

県
条

例
第

1
0
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

金
額

 

２
？

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る
法

律

第
1
1
5
条

（
同

法
第

1
1
8
条

第
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

の
規

定
に

よ
り

当
該

行
政

機
関

等
匿

名
加

工
情

報
の

利
用

に
関

す
る

契
約

を
締

結
し

た
者

？
1
2
,
6
0
0
円

 

８
の

1
0
～

８
の

1
2
 

略
 

 

９
～

5
1
7
?
略

 

 
備

考
 

略
 

       ８
の

７
～

８
の

９
 

略
 

 

９
～

5
1
7
?
略

 

備
考

 
略

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
指

定
管

理
者

の
指

定
の

申
請

）
 

第
４

条
 

指
定

管
理

者
の

指
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

法
人

等
は

、
規

則
等

で
定

め
る

申

請
書

に
次

に
掲

げ
る

書
類

を
添

付
し

て
、

知
事

等
の

指
定

す
る

期
間

内
に

、
こ

れ
を

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
1
)
～

(
3
)
？

略
 

(
4
)
?
指

定
の

申
請

に
係

る
公

の
施

設
の

管
理

の
業

務
に

関
し

知
り

得
た

個
人

情
報

（
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

（
平

成
1
5
年

法
律

第
5
7
号

）
第

２
条

第
１

項

あ
に

規
定

す
る

個
人

情
報

を
い

う
。

次
条

及
び

第
６

条
に

お
い

て
同

じ
。

）
の

適

正
な

取
扱

い
を

確
保

す
る

た
め

に
講

ず
べ

き
措

置
に

つ
い

て
定

め
た

書
類

 

(
5
)
～

(
7
)
？

略
 

（
指

定
管

理
者

の
指

定
の

申
請

）
 

第
４

条
 

指
定

管
理

者
の

指
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

法
人

等
は

、
規

則
等

で
定

め
る

申

請
書

に
次

に
掲

げ
る

書
類

を
添

付
し

て
、

知
事

等
の

指
定

す
る

期
間

内
に

、
こ

れ
を

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
1
)
～

(
3
)
？

略
 

(
4
)
?
指

定
の

申
請

に
係

る
公

の
施

設
の

管
理

の
業

務
に

関
し

知
り

得
た

個
人

情
報

（
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

（
平

成
1
3
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

）
第

２
条

第
２

項
に

規
定

す
る

個
人

情
報

を
い

う
。

次
条

及
び

第
６

条
に

お
い

て
同

じ
。

）
の

適

正
な

取
扱

い
を

確
保

す
る

た
め

に
講

ず
べ

き
措

置
に

つ
い

て
定

め
た

書
類

 

(
5
)
～

(
7
)
？

略
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
所

掌
事

務
）

 

第
２

条
 

審
査

会
は

、
法

第
8
1
条

第
１

項
に

規
定

す
る

も
の

の
ほ

か
、

次
に

掲
げ

る
事

（
所

掌
事

務
）

 

第
２

条
 

審
査

会
は

、
法

第
8
1
条

第
１

項
に

規
定

す
る

も
の

の
ほ

か
、

次
に

掲
げ

る
事

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 
 

務
を

つ
か

さ
ど

る
。

 

(
1
)
?
略

 

(
2
)
?
情

報
公

開
制

度
に

関
す

る
事

項
に

つ
い

て
、

情
報

公
開

実
施

機
関

（
情

報
公

開

条
例

第
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
実

施
機

関
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
に

意
見

を

述
べ

る
こ

と
。

 

(
3
)
?
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

（
平

成
1
5
年

法
律

第
5
7
号

。
以

下
こ

の
条

及

び
第

３
章

に
お

い
て

「
個

人
情

報
保

護
法

」
と

い
う

。
）

第
1
0
5
条

第
３

項
に

お

い
て

準
用

す
る

同
条

第
１

項
に

規
定

す
る

諮
問

に
応

じ
て

調
査

審
議

す
る

こ
と

。
 

(
4
)
?
個

人
情

報
保

護
法

第
1
2
9
条

に
規

定
す

る
諮

問
に

応
じ

て
調

査
審

議
す

る
こ

と
。

 

    (
5
)
?
行

政
手

続
に

お
け

る
特

定
の

個
人

を
識

別
す

る
た

め
の

番
号

の
利

用
等

に
関

す

る
法

律
（

平
成

2
5
年

法
律

第
2
7
号

）
第

2
7
条

第
１

項
に

規
定

す
る

特
定

個
人

情
報

保
護

評
価

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

、
個

人
情

報
保

護
実

施
機

関
（

知
事

、
議

会
、

教
育

委
員

会
、

選
挙

管
理

委
員

会
、

人
事

委
員

会
、

監
査

委
員

、
公

安
委

員

会
、

警
察

本
部

長
、

労
働

委
員

会
、

収
用

委
員

会
及

び
内

水
面

漁
場

管
理

委
員

会

並
び

に
県

が
設

立
し

た
地

方
独

立
行

政
法

人
（

地
方

独
立

行
政

法
人

法
（

平
成

1
5

年
法

律
第

1
1
8
号

）
第

２
条

第
１

項
に

規
定

す
る

地
方

独
立

行
政

法
人

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

の
諮

問
に

応
じ

て
、

調
査

審
議

し
、

及
び

個
人

情
報

保
護

実
施

機

関
に

意
見

を
述

べ
る

こ
と

。
 

(
6
)
?
略

 

 （
合

議
体

）
 

第
７

条
 

審
査

会
は

、
委

員
の

う
ち

か
ら

審
査

会
が

指
名

す
る

４
人

及
び

議
事

に
関

係

の
あ

る
臨

時
委

員
を

も
っ

て
構

成
す

る
合

議
体

（
以

下
「

合
議

体
」

と
い

う
。

）

で
、

法
第

8
1
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
そ

の
権

限
に

属
さ

せ
ら

れ
た

事
項

及
び

第
２

条
各

号
（

第
２

号
及

び
第

４
号

を
除

く
。

）
に

掲
げ

る
事

務
を

処
理

す
る

。
 

２
～

５
 

略
 

 

（
審

査
会

の
調

査
審

議
の

手
続

の
特

例
）

 

第
1
0
条

 
情

報
公

開
条

例
第

1
9
条

第
１

項
及

び
個

人
情

報
保

護
法

第
1
0
5
条

第
３

項
に

務
を

つ
か

さ
ど

る
。

 

(
1
)
?
略

 

(
2
)
?
情

報
公

開
制

度
に

関
す

る
事

項
に

つ
い

て
、

実
施

機
関

あ
あ

あ
あ

（
情

報
公

開

条
例

第
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
実

施
機

関
を

い
う

。
あ

あ
あ

あ
あ

）
に

意
見

を

述
べ

る
こ

と
。

 

(
3
)
?
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

（
平

成
1
3
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

。
以

下
こ

の
条

及
び

第
３

章
に

お
い

て
「

個
人

情
報

保
護

条
例

」
と

い
う

。
）

第
4
1
条

第
１

項
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
に

規
定

す
る

諮
問

に
応

じ
て

調
査

審
議

す
る

こ
と

。
 

(
4
)
?
前

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
個

人
情

報
保

護
条

例
の

規
定

に
よ

り
そ

の
権

限

に
属

さ
せ

ら
れ

た
事

項
を

調
査

審
議

す
る

こ
と

。
 

(
5
)
?
個

人
情

報
保

護
制

度
に

関
す

る
事

項
に

つ
い

て
、

実
施

機
関

（
個

人
情

報
保

護

条
例

第
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
実

施
機

関
を

い
う

。
以

下
こ

の
号

及
び

次
号

に

お
い

て
同

じ
。

）
の

諮
問

に
応

じ
て

調
査

審
議

し
、

及
び

実
施

機
関

に
意

見
を

述

べ
る

こ
と

。
 

(
6
)
?
行

政
手

続
に

お
け

る
特

定
の

個
人

を
識

別
す

る
た

め
の

番
号

の
利

用
等

に
関

す

る
法

律
（

平
成

2
5
年

法
律

第
2
7
号

）
第

2
7
条

第
１

項
に

規
定

す
る

特
定

個
人

情
報

保
護

評
価

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

、
実

施
機

関
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

の
諮

問
に

応
じ

て
、

調
査

審
議

し
、

及
び

実
施

機
関

あ
あ

あ
あ

あ

あ
に

意
見

を
述

べ
る

こ
と

。
 

(
7
)
?
略

 

 

（
合

議
体

）
 

第
７

条
 

審
査

会
は

、
委

員
の

う
ち

か
ら

審
査

会
が

指
名

す
る

４
人

及
び

議
事

に
関

係

の
あ

る
臨

時
委

員
を

も
っ

て
構

成
す

る
合

議
体

（
以

下
「

合
議

体
」

と
い

う
。

）

で
、

法
第

8
1
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
そ

の
権

限
に

属
さ

せ
ら

れ
た

事
項

及
び

第
２

条
各

号
（

第
２

号
及

び
第

５
号

を
除

く
。

）
に

掲
げ

る
事

務
を

処
理

す
る

。
 

２
～

５
 

略
 

 

（
審

査
会

の
調

査
審

議
の

手
続

の
特

例
）

 

第
1
0
条

 
情

報
公

開
条

例
第

1
9
条

第
１

項
及

び
個

人
情

報
保

護
条

例
第

4
1
条

第
１

項
あ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 
 

 
 

 
 

附
 

則
 

 
 

（
施

行
期

日
）

 

 
１

 
こ

の
条

例
は

、
令

和
５

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

 
 

（
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

の
廃

止
に

伴
う

経
過

措
置

）
 

 
２

 
こ

の
条

例
の

施
行

の
際

現
に

第
１

条
の

規
定

に
よ

る
廃

止
前

の
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

（
以

下
「

旧
個

人
情

報
保

護
条

例
」

と
い

う
。

）
第

２
条

第
１

項
に

規
定

す
る

 

実
施

機
関

（
以

下
「

旧
条

例
実

施
機

関
」

と
い

う
。

）
の

職
員

で
あ

る
者

又
は

こ
の

条
例

の
施

行
前

に
お

い
て

旧
条

例
実

施
機

関
の

職
員

で
あ

っ
た

者
に

係
る

旧
個

人
情

報
保

 

護
条

例
第

1
1
条

の
規

定
に

よ
る

職
務

上
知

り
得

た
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

第
２

条
第

２
項

に
規

定
す

る
個

人
情

報
（

以
下

「
旧

条
例

個
人

情
報

」
と

い
う

。
）

の
内

容
を

み
だ

 

り
に

他
人

に
知

ら
せ

、
又

は
不

当
な

目
的

に
利

用
し

て
は

な
ら

な
い

義
務

に
つ

い
て

は
、

こ
の

条
例

の
施

行
後

も
、

な
お

従
前

の
例

に
よ

る
。

 

お
い

て
準

用
す

る
同

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

諮
問

さ
れ

た
事

件
に

係
る

調
査

審
議

の
手

続
に

つ
い

て
は

、
法

第
8
1
条

第
３

項
に

お
い

て
準

用
す

る
法

第
５

章
第

１
節

第

２
款

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

こ
の

章
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

 

（
定

義
）

 

第
1
1
条

 
こ

の
章

に
お

い
て

「
諮

問
庁

」
と

は
、

情
報

公
開

条
例

第
1
9
条

第
１

項
の

規

定
に

よ
り

諮
問

を
し

た
情

報
公

開
実

施
機

関
及

び
個

人
情

報
保

護
法

第
1
0
5
条

第
３

項
に

お
い

て
準

用
す

る
同

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

諮
問

を
し

た
個

人
情

報
保

護
実

施
機

関
（

議
会

を
除

く
。

）
を

い
う

。
 

２
 

略
 

３
 

こ
の

章
に

お
い

て
「

保
有

個
人

情
報

」
と

は
、

個
人

情
報

保
護

法
第

7
8
条

第
１

項

第
４

号
、

第
9
4
条

第
１

項
又

は
第

1
0
2
条

第
１

項
に

規
定

す
る

開
示

決
定

等
、

訂
正

決
定

等
又

は
利

用
停

止
決

定
等

に
係

る
保

有
個

人
情

報
（

個
人

情
報

保
護

法
第

6
0
条

第
１

項
あ

に
規

定
す

る
保

有
個

人
情

報
を

い
う

。
）

を
い

う
。

 

 

（
審

査
会

の
調

査
権

限
）

 

第
1
2
条

 
略

 

２
・

３
 

略
 

４
 

第
１

項
及

び
前

項
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
審

査
会

は
、

情
報

公
開

条
例

第
1
9
条

第
１

項
又

は
個

人
情

報
保

護
法

第
1
0
5
条

第
３

項
に

お
い

て
準

用
す

る
同

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

諮
問

さ
れ

た
事

件
に

関
し

、
審

査
請

求
人

、
参

加
人

（
法

第
1
3
条

第

４
項

に
規

定
す

る
参

加
人

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

又
は

諮
問

庁
（

以
下

「
審

査
請

求
人

等
」

と
い

う
。

）
に

意
見

書
又

は
資

料
の

提
出

を
求

め
る

こ
と

、
適

当
と

認
め

る
者

に
そ

の
知

っ
て

い
る

事
実

を
陳

述
さ

せ
又

は
鑑

定
を

求
め

る
こ

と
そ

の
他

必
要

な
調

査
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

の
規

定
に

よ
り

諮
問

さ
れ

た
事

件
に

係
る

調
査

審
議

の
手

続
に

つ
い

て
は

、
法

第
8
1
条

第
３

項
に

お
い

て
準

用
す

る
法

第
５

章
第

１
節

第

２
款

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

こ
の

章
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

 

（
定

義
）

 

第
1
1
条

 
こ

の
章

に
お

い
て

「
諮

問
庁

」
と

は
、

情
報

公
開

条
例

第
1
9
条

第
２

項
又

は

個
人

情
報

保
護

条
例

第
4
1
条

第
２

項
に

規
定

す
る

諮
問

庁
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
を

い
う

。
 

２
 

略
 

３
 

こ
の

章
に

お
い

て
「

保
有

個
人

情
報

」
と

は
、

個
人

情
報

保
護

条
例

第
2
0
条

第
１

項
、

第
3
1
条

第
１

項
又

は
第

3
9
条

第
１

項
あ

あ
あ

に
規

定
す

る
開

示
決

定
等

、
訂

正

決
定

等
又

は
利

用
停

止
決

定
等

に
係

る
保

有
個

人
情

報
（

個
人

情
報

保
護

条
例

第
２

条
第

５
項

に
規

定
す

る
保

有
個

人
情

報
を

い
う

。
）

を
い

う
。

 

 

（
審

査
会

の
調

査
権

限
）

 

第
1
2
条

 
略

 

２
・

３
 

略
 

４
 

第
１

項
及

び
前

項
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
審

査
会

は
、

情
報

公
開

条
例

第
1
9
条

第
１

項
又

は
個

人
情

報
保

護
条

例
第

4
1
条

第
１

項
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

の
規

定
に

よ
り

諮
問

さ
れ

た
事

件
に

関
し

、
審

査
請

求
人

、
参

加
人

（
法

第
1
3
条

第

４
項

に
規

定
す

る
参

加
人

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

又
は

諮
問

庁
（

以
下

「
審

査
請

求
人

等
」

と
い

う
。

）
に

意
見

書
又

は
資

料
の

提
出

を
求

め
る

こ
と

、
適

当
と

認
め

る
者

に
そ

の
知

っ
て

い
る

事
実

を
陳

述
さ

せ
又

は
鑑

定
を

求
め

る
こ

と
そ

の
他

必
要

な
調

査
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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附
 

則
 

 
 

（
施

行
期

日
）

 

 
１

 
こ

の
条

例
は

、
令

和
５

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

 
 

（
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

の
廃

止
に

伴
う

経
過

措
置

）
 

 
２

 
こ

の
条

例
の

施
行

の
際

現
に

第
１

条
の

規
定

に
よ

る
廃

止
前

の
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

（
以

下
「

旧
個

人
情

報
保

護
条

例
」

と
い

う
。

）
第

２
条

第
１

項
に

規
定

す
る

 

実
施

機
関

（
以

下
「

旧
条

例
実

施
機

関
」

と
い

う
。

）
の

職
員

で
あ

る
者

又
は

こ
の

条
例

の
施

行
前

に
お

い
て

旧
条

例
実

施
機

関
の

職
員

で
あ

っ
た

者
に

係
る

旧
個

人
情

報
保

 

護
条

例
第

1
1
条

の
規

定
に

よ
る

職
務

上
知

り
得

た
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

第
２

条
第

２
項

に
規

定
す

る
個

人
情

報
（

以
下

「
旧

条
例

個
人

情
報

」
と

い
う

。
）

の
内

容
を

み
だ

 

り
に

他
人

に
知

ら
せ

、
又

は
不

当
な

目
的

に
利

用
し

て
は

な
ら

な
い

義
務

に
つ

い
て

は
、

こ
の

条
例

の
施

行
後

も
、

な
お

従
前

の
例

に
よ

る
。

 

お
い

て
準

用
す

る
同

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

諮
問

さ
れ

た
事

件
に

係
る

調
査

審
議

の
手

続
に

つ
い

て
は

、
法

第
8
1
条

第
３

項
に

お
い

て
準

用
す

る
法

第
５

章
第

１
節

第

２
款

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

こ
の

章
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

 

（
定

義
）

 

第
1
1
条

 
こ

の
章

に
お

い
て

「
諮

問
庁

」
と

は
、

情
報

公
開

条
例

第
1
9
条

第
１

項
の

規

定
に

よ
り

諮
問

を
し

た
情

報
公

開
実

施
機

関
及

び
個

人
情

報
保

護
法

第
1
0
5
条

第
３

項
に

お
い

て
準

用
す

る
同

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

諮
問

を
し

た
個

人
情

報
保

護
実

施
機

関
（

議
会

を
除

く
。

）
を

い
う

。
 

２
 

略
 

３
 

こ
の

章
に

お
い

て
「

保
有

個
人

情
報

」
と

は
、

個
人

情
報

保
護

法
第

7
8
条

第
１

項

第
４

号
、

第
9
4
条

第
１

項
又

は
第

1
0
2
条

第
１

項
に

規
定

す
る

開
示

決
定

等
、

訂
正

決
定

等
又

は
利

用
停

止
決

定
等

に
係

る
保

有
個

人
情

報
（

個
人

情
報

保
護

法
第

6
0
条

第
１

項
あ

に
規

定
す

る
保

有
個

人
情

報
を

い
う

。
）

を
い

う
。

 

 

（
審

査
会

の
調

査
権

限
）

 

第
1
2
条

 
略

 

２
・

３
 

略
 

４
 

第
１

項
及

び
前

項
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
審

査
会

は
、

情
報

公
開

条
例

第
1
9
条

第
１

項
又

は
個

人
情

報
保

護
法

第
1
0
5
条

第
３

項
に

お
い

て
準

用
す

る
同

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

諮
問

さ
れ

た
事

件
に

関
し

、
審

査
請

求
人

、
参

加
人

（
法

第
1
3
条

第

４
項

に
規

定
す

る
参

加
人

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

又
は

諮
問

庁
（

以
下

「
審

査
請

求
人

等
」

と
い

う
。

）
に

意
見

書
又

は
資

料
の

提
出

を
求

め
る

こ
と

、
適

当
と

認
め

る
者

に
そ

の
知

っ
て

い
る

事
実

を
陳

述
さ

せ
又

は
鑑

定
を

求
め

る
こ

と
そ

の
他

必
要

な
調

査
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

の
規

定
に

よ
り

諮
問

さ
れ

た
事

件
に

係
る

調
査

審
議

の
手

続
に

つ
い

て
は

、
法

第
8
1
条

第
３

項
に

お
い

て
準

用
す

る
法

第
５

章
第

１
節

第

２
款

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

こ
の

章
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

 

（
定

義
）

 

第
1
1
条

 
こ

の
章

に
お

い
て

「
諮

問
庁

」
と

は
、

情
報

公
開

条
例

第
1
9
条

第
２

項
又

は

個
人

情
報

保
護

条
例

第
4
1
条

第
２

項
に

規
定

す
る

諮
問

庁
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
を

い
う

。
 

２
 

略
 

３
 

こ
の

章
に

お
い

て
「

保
有

個
人

情
報

」
と

は
、

個
人

情
報

保
護

条
例

第
2
0
条

第
１

項
、

第
3
1
条

第
１

項
又

は
第

3
9
条

第
１

項
あ

あ
あ

に
規

定
す

る
開

示
決

定
等

、
訂

正

決
定

等
又

は
利

用
停

止
決

定
等

に
係

る
保

有
個

人
情

報
（

個
人

情
報

保
護

条
例

第
２

条
第

５
項

に
規

定
す

る
保

有
個

人
情

報
を

い
う

。
）

を
い

う
。

 

 

（
審

査
会

の
調

査
権

限
）

 

第
1
2
条

 
略

 

２
・

３
 

略
 

４
 

第
１

項
及

び
前

項
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
審

査
会

は
、

情
報

公
開

条
例

第
1
9
条

第
１

項
又

は
個

人
情

報
保

護
条

例
第

4
1
条

第
１

項
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

の
規

定
に

よ
り

諮
問

さ
れ

た
事

件
に

関
し

、
審

査
請

求
人

、
参

加
人

（
法

第
1
3
条

第

４
項

に
規

定
す

る
参

加
人

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

又
は

諮
問

庁
（

以
下

「
審

査
請

求
人

等
」

と
い

う
。

）
に

意
見

書
又

は
資

料
の

提
出

を
求

め
る

こ
と

、
適

当
と

認
め

る
者

に
そ

の
知

っ
て

い
る

事
実

を
陳

述
さ

せ
又

は
鑑

定
を

求
め

る
こ

と
そ

の
他

必
要

な
調

査
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 
 

 
３

 
こ

の
条

例
の

施
行

前
に

お
い

て
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

第
1
2
条

第
２

項
の

委
託

を
受

け
た

旧
条

例
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

事
務

に
従

事
し

て
い

た
者

又
は

地
方

自
治

法
（

昭
 

和
2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
4
条

の
２

第
３

項
に

規
定

す
る

指
定

管
理

者
（

以
下

「
指

定
管

理
者

」
と

い
う

。
）

が
行

う
県

の
公

の
施

設
の

管
理

の
事

務
に

従
事

し
て

い
た

者
 

に
係

る
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

第
1
2
条

第
３

項
（

同
条

第
４

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

の
規

定
に

よ
る

当
該

事
務

に
関

し
て

知
り

得
た

旧
条
例

個
人

情
報

を
み

 

だ
り

に
他

人
に

知
ら

せ
、

又
は

不
当

な
目

的
に

利
用

し
て

は
な

ら
な

い
義

務
に

つ
い

て
は

、
こ

の
条

例
の

施
行

後
も

、
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

 
４

 
こ

の
条

例
の

施
行

前
に

旧
個

人
情

報
保

護
条

例
第

1
3
条

第
１

項
若

し
く

は
第

２
項

、
第

2
7
条

第
１

項
若

し
く

は
第

２
項

又
は

第
3
5
条

第
１

項
若

し
く

は
第

２
項

の
規

定
に

よ
 

る
請

求
が

さ
れ

た
場

合
に

お
け

る
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

に
規

定
す

る
保

有
個

人
情

報
の

開
示

、
訂

正
及

び
利

用
停

止
に

つ
い

て
は

、
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

 
５

 
附

則
第

２
項

又
は

第
３

項
に

規
定

す
る

者
が

、
正

当
な

理
由

が
な

い
の

に
、

こ
の

条
例

の
施

行
前

に
お

い
て

旧
条

例
実

施
機

関
が

保
有

し
て

い
た

個
人

の
秘

密
に

属
す

る
事

 

項
が

記
録

さ
れ

た
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

第
２

条
第

６
項

に
規

定
す

る
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
で

あ
っ

て
同

項
第

１
号

に
係

る
も

の
（

指
定

管
理

者
が

県
の

公
の

施
設

の
管

理
の

 

事
務

に
関

し
て

知
り

得
た

旧
条

例
個

人
情

報
を

電
子

計
算

機
を

用
い

て
検

索
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

体
系

的
に

構
成

し
た

情
報

の
集

合
物

を
含

む
。

）
又

は
そ

の
全

部
若

 

し
く

は
一

部
を

複
製

し
、

若
し

く
は

加
工

し
た

も
の

を
こ

の
条

例
の

施
行

後
に

提
供

し
た

と
き

は
、

２
年

以
下

の
懲

役
又

は
1
0
0
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
 

 
６

 
附

則
第

２
項

又
は

第
３

項
に

規
定

す
る

者
が

、
そ

の
事

務
に

関
し

て
知

り
得

た
こ

の
条

例
の

施
行

前
に

お
い

て
旧

条
例

実
施

機
関

が
保

有
し

て
い

た
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

 

第
２

条
第

５
項

に
規

定
す

る
保

有
個

人
情

報
（

指
定

管
理

者
が

行
う

県
の

公
の

施
設

の
管

理
の

事
務

に
従

事
し

て
い

た
者

が
当

該
管

理
の

事
務

に
関

し
て

知
り

得
た

旧
条

例
個

 

人
情

報
を

含
む

。
）

を
こ

の
条

例
の

施
行

後
に

自
己

若
し

く
は

第
三

者
の

不
正

な
利

益
を

図
る

目
的

で
提

供
し

、
又

は
盗

用
し

た
と

き
は

、
１

年
以

下
の

懲
役

又
は

5
0
万

円
以

 

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
 

 
７

 
こ

の
条

例
の

施
行

前
に

し
た

行
為

及
び

附
則

第
４

項
の

規
定

に
よ

り
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

こ
と

と
さ

れ
る

場
合

に
お

け
る

こ
の

条
例

の
施

行
後

に
し

た
行

為
に

対
す

る
罰

 

則
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

な
お

従
前

の
例

に
よ

る
。

 

 
 

（
栃

木
県

行
政

不
服

審
査

会
条

例
の

一
部

改
正

に
伴

う
経

過
措

置
）

 

８
 

こ
の

条
例

の
施

行
前

に
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

第
4
1
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
栃

木
県

行
政

不
服

審
査

会
に

諮
問

さ
れ

た
事

件
及

び
附

則
第

４
項

の
規

定
に

よ
り

な
お

従
前

 

の
例

に
よ

る
こ

と
と

さ
れ

る
場

合
に

お
け

る
こ

の
条

例
の

施
行

後
に

同
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
栃

木
県

行
政

不
服

審
査

会
に

諮
問

さ
れ

た
事

件
に

係
る

調
査

審
議

の
手

続
に

 

つ
い

て
は

、
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

（
文

書
学

事
課

）
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３

 
こ

の
条

例
の

施
行

前
に

お
い

て
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

第
1
2
条

第
２

項
の

委
託

を
受

け
た

旧
条

例
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

事
務

に
従

事
し

て
い

た
者

又
は

地
方

自
治

法
（

昭
 

和
2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
4
条

の
２

第
３

項
に

規
定

す
る

指
定

管
理

者
（

以
下

「
指

定
管

理
者

」
と

い
う

。
）

が
行

う
県

の
公

の
施

設
の

管
理

の
事

務
に

従
事

し
て

い
た

者
 

に
係

る
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

第
1
2
条

第
３

項
（

同
条

第
４

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

の
規

定
に

よ
る

当
該

事
務

に
関

し
て

知
り

得
た

旧
条

例
個

人
情

報
を

み
 

だ
り

に
他

人
に

知
ら

せ
、

又
は

不
当

な
目

的
に

利
用

し
て

は
な

ら
な

い
義

務
に

つ
い

て
は

、
こ

の
条

例
の

施
行

後
も

、
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

 
４

 
こ

の
条

例
の

施
行

前
に

旧
個

人
情

報
保

護
条

例
第

1
3
条

第
１

項
若

し
く

は
第

２
項

、
第

2
7
条

第
１

項
若

し
く

は
第

２
項

又
は

第
3
5
条

第
１

項
若

し
く

は
第

２
項

の
規

定
に

よ
 

る
請

求
が

さ
れ

た
場

合
に

お
け

る
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

に
規

定
す

る
保

有
個

人
情

報
の

開
示

、
訂

正
及

び
利

用
停

止
に

つ
い

て
は

、
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

 
５

 
附

則
第

２
項

又
は

第
３

項
に

規
定

す
る

者
が

、
正

当
な

理
由

が
な

い
の

に
、

こ
の

条
例

の
施

行
前

に
お

い
て

旧
条

例
実

施
機

関
が

保
有

し
て

い
た

個
人

の
秘

密
に

属
す

る
事

 

項
が

記
録

さ
れ

た
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

第
２

条
第

６
項

に
規

定
す

る
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
で

あ
っ

て
同

項
第

１
号

に
係

る
も

の
（

指
定

管
理

者
が

県
の

公
の

施
設

の
管

理
の

 

事
務

に
関

し
て

知
り

得
た

旧
条

例
個

人
情

報
を

電
子

計
算

機
を

用
い

て
検

索
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

体
系

的
に

構
成

し
た

情
報

の
集

合
物

を
含

む
。

）
又

は
そ

の
全

部
若

 

し
く

は
一

部
を

複
製

し
、

若
し

く
は

加
工

し
た

も
の

を
こ

の
条

例
の

施
行

後
に

提
供

し
た

と
き

は
、

２
年

以
下

の
懲

役
又

は
1
0
0
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
 

 
６

 
附

則
第

２
項

又
は

第
３

項
に

規
定

す
る

者
が

、
そ

の
事

務
に

関
し

て
知

り
得

た
こ

の
条

例
の

施
行

前
に

お
い

て
旧

条
例

実
施

機
関

が
保

有
し

て
い

た
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

 

第
２

条
第

５
項

に
規

定
す

る
保

有
個

人
情

報
（

指
定

管
理

者
が

行
う

県
の

公
の

施
設

の
管

理
の

事
務

に
従

事
し

て
い

た
者

が
当

該
管

理
の

事
務

に
関

し
て

知
り

得
た

旧
条

例
個

 

人
情

報
を

含
む

。
）

を
こ

の
条

例
の

施
行

後
に

自
己

若
し

く
は

第
三

者
の

不
正

な
利

益
を

図
る

目
的

で
提

供
し

、
又

は
盗

用
し

た
と

き
は

、
１

年
以

下
の

懲
役

又
は

5
0
万

円
以

 

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
 

 
７

 
こ

の
条

例
の

施
行

前
に

し
た

行
為

及
び

附
則

第
４

項
の

規
定

に
よ

り
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

こ
と

と
さ

れ
る

場
合

に
お

け
る

こ
の

条
例

の
施

行
後

に
し

た
行

為
に

対
す

る
罰

 

則
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

な
お

従
前

の
例

に
よ

る
。

 

 
 

（
栃

木
県

行
政

不
服

審
査

会
条

例
の

一
部

改
正

に
伴

う
経

過
措

置
）

 

８
 

こ
の

条
例

の
施

行
前

に
旧

個
人

情
報

保
護

条
例

第
4
1
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
栃

木
県

行
政

不
服

審
査

会
に

諮
問

さ
れ

た
事

件
及

び
附

則
第

４
項

の
規

定
に

よ
り

な
お

従
前

 

の
例

に
よ

る
こ

と
と

さ
れ

る
場

合
に

お
け

る
こ

の
条

例
の

施
行

後
に

同
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
栃

木
県

行
政

不
服

審
査

会
に

諮
問

さ
れ

た
事

件
に

係
る

調
査

審
議

の
手

続
に

 

つ
い

て
は

、
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

（
文

書
学

事
課

）
 

 
 

 

 


